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例    言

1 本報告書は,大田第 2土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第六冊で,高松市松縄町

に所在する天満・宮西遺跡の調査報告 (集落 。水田編)を収録した。

2 発掘調査および整理作業については,高松市教育委員会が実施した。

3 調査から報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意を表

したい。 (敬称略,五十音順)

香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 讃岐文化遺産研究会

石上英一 (東京大学史料編纂所教授) 魚島純― (徳島県立博物館学芸員)

金田章裕 (京都大学副学長) 工楽善通 (元奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長)

寒川 旭 (関西センター大阪大手前サイト主任研究員) 高橋 学 (立命館大学文学部教授)

外山秀― (皇學館大学文学部教授)  丹羽佑― (香川大学経済学部教授)

4 天満・宮西遺跡の調査は,昭和63年度に文化振興課文化財専門員山本英之が立会調査を実施し,本調

査を平成元年度に同専門員川畑聰・嘱託中西克也が行った。整理作業は川畑が行った。

5 本報告書の編集・執筆は,川畑が行った。

6 本報告書掲載の写真撮影には,杉本和樹氏 (西大寺フォト)の協力を得た。

7 本文の挿図として,国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「高松南部」および高松市都市計画図 2千

5百分の 1「三条」「木太 2」 を一部改変して使用した。

8 発掘調査で得られたすべての資料は,高松市教育委員会で保管している。

9 本報告書の高度値は海抜高を表し,方位は座標北を表す。国土座標数値は,平成元年度のものを使用

している。

10 本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

S大…柵列  SB… 掘立柱建物 SD… 溝 SH… 竪穴住居 SK… 土坑 SP… 柱穴

SR…旧1可道 SX… 不明遺構
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯

天満・宮西遺跡は,高松市松縄町

に位置 し,大田第 2土地区画整理事

業の中で整備が進められている都市

計画道路福岡多肥上町線の予定地に

あたる。

大田第 2土地区画整理事業は,昭

和62年 2月 2日 の香川県都市計画審

議会による都市計画決定を受けて,

昭和63年 度から実施されている。事

業区域は,高松市街の南郊約 6 kmの

田園地帯で,林,木太,大 田,多肥

の 4地 区に及ぶ360。 6haは 全国有数

の事業規模である。この地域には,

一般国道11号高松東道路ならびに四

国横断自動車道の建設が予定され,

これによる急速な市街化が予想され

るため,路線沿線の市街化ならびに

都市基盤整備を計画的に進める目的

で事業計画がなされたものである。

第 2節 調査の経過

高松市松縄町天満において,弥生時

代前期の土器が出土することは,昭和

40年 に細渓・六車両氏によって報告さ

れ,天満遺跡と呼称されていた。昭和
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第 1図 調査区位置図 (縮尺1/2,500)

63年度に至って,天満地区の北に隣接する宮西地区において,都市計画道路側溝工事に伴う立会調査で弥

生土器が出土した。天満遺跡が,宮西地区にまで広がっていると考えられたことから,天満・宮西遺跡と

命名され,道路予定地のうち約210m分 について埋蔵文化財包蔵地として発掘調査を実施することになっ

た。平成元年 9月 1日 から平成 2年 2月 28日 にかけて,高松市教育委員会が発掘調査を実施した。掘削工

事は鉄建建設1411に ,航空写真測量は国際航業伽に発注した。なお,実際に発掘調査したのは宮西地区のみ

で,道路予定地内の天満地区は旧河道にあたり,埋蔵文化財包蔵地とは認められなかった。旧地形分析か

ら見て,天満地区の弥生土器出土地点は,道路予定地より東側と推測される。

参考文献
細渓福太郎 。六車恵-1965「高松市天満弥生式遺跡」『文化財協会報 特別号 7』 香川県文化財保護協会
※同論文掲載の地図では,天満遺跡は上林町に所在するが,文章中に「高松市松縄町天満」と明記されていることから,地図が誤り
だと判断される。なお,上林町には天満の字名は存在しない。
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第 2章 地理的環境・歴史的環境

第 1節 地理的環境

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が南か

ら五色台へと続 く山地,東側が立石山山地によって取 り囲まれた東西20km,南 北16kmの 範囲に及んでいる。

また,こ の平野は,讃岐山B7FRか ら流下し,北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川をはじめ本津川・春日川 。新

川などによって形成された扇状地でもある。

さて,現在石清尾山塊の西を直線に北流する香東川は,17世紀初頭の河川改修によって一本化されたも

ので,古代以前においては香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側を回り込んで平野中央

部を東北流する別の主流路があった。この旧流路は,現在では水田及び市街地の地下に埋没してしまった

が,空中写真等から複数の旧河道が知られており,発掘調査によってもその痕跡が確認されている。なお,17

世紀の廃川直前の流路は御坊川としてその名残をとどめている。

第 2節 歴史的環境

高松平野中央部で,最古の遺跡は,縄文時代草創期の有舌尖頭器が表採された大池遺跡である。しばら

くの空白後,晩期の遺跡が発掘されており,木製農具が出土した林・坊城遺跡やさこ・長池遺跡,東中筋

遺跡,木器加工場であった居石遺跡等をあげることができる。

弥生時代前期に移ると,天満・宮西遺跡,汲仏遺跡で集落をめぐる環塚が発掘されるとともに,上西原

遺跡,さ こ 。長池遺跡,さ こ・長池Ⅱ遺跡で不定形小区画水田が見つかっている。中期になると,さ こ・

長池遺跡,さ こ。長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,多肥松林遺跡, 日暮 。松林遺跡で住居跡,周溝墓等を伴う

集落の一部が調査されているが,松林周辺以外は規模 。密度とも総じて希薄である。

弥生時代後期になると遺跡は数・規模ともに爆発的に増加し,上天神遺跡,天満・宮西遺跡,凹原遺跡,

空港跡地遺跡のように十数棟の住居跡と大量の廃棄土器を伴う集落が出現する。

古墳時代では,これら弥生時代後期の遺跡が前期初頭に至るまで集落が存続する。また,大田下・須川

遺跡では古墳時代中期の集落を検出している。一方,古墳の分布状況を概観すると,石清尾山古墳群をは

じめ,主に丘陵上に古墳が築造されている。

古代では条里遺構が注目される。各遺跡で,条里界線にあたる遺構を検出しており,飛鳥時代から現代

に至るまで時代は様々であるが,条里地割施行が段階的に進んだことが明らかになりつつある。中でも,

松縄下所遺跡は現地表面の条里とは10数メー トルずれた

位置にありながら地表条里と同方向の道路側溝を検出し,

時期も7世紀代にまで遡 り得るなど高松平野の条里施行

に関わる可能性がある重要な遺跡である。また,さ こ・

長池Ⅱ遺跡では旧香川・山田郡界線にあたる部分に幅 6

mの間隔で並行する道路側溝を検出している。

中世では,さ こ・長池遺跡,さ こ・松ノ木遺跡で,旧

河道が埋没していく過程の凹地に小規模な区画の水田面

が検出されている。また,空港跡地遺跡では,溝に囲ま

れた屋敷跡を確認している。

(、
ノ   ⌒   R
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第 2図 遺跡位置図
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第 3図 周辺主要遺跡分布図 (縮尺1/25,000)
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査 区の設定 と遺構番号

天満 。宮西遺跡の調査は,対象地が約5,040だ と広大で南北に細長いことから,北から順に20m単位に

1～ 11区 と呼称した (第 5。 6図 )。 この調査区とは別に,都市計画道路に取 り付 く6m街路 (5区の東,240

�)も 調査対象地と追加されたので,こ れを6m街路区と呼称する (第 7図 )。 なお, 6～ 11区 にかけて

の西側約120m分は,民有地への車道確保のため調査対象から外れた。

遺構番号については,調査時に検出した順に付けており,本報告でも原則として調査時の遺構呑号を踏

襲した。柱穴・水田・中近世溝・旧河道を除く検出した遺構一覧については,第 1～ 3表のとおりである。

第 2節 遺 跡 の概 要 と基 本 層 序

調査前の対象地は,養鶏場や水田として利用されていた。都市計画道路福岡多肥上町線では幅員24m道

路予定地のうち松縄町宮西地区の総長210m分が調査対象となり,面積は約5,040∬を測る。そのうち,民

有地への車道や側溝部分などを除くと,実際の掘削面積は3,176だ となった。また,追加された6m街路

の掘削面積は約150ゴ である。

さて,天満・宮西遺跡は高松平野の中央部でも北よりに位置する。この平野には香東川の旧河道が幾本

も埋没しており,これら流路の沖積作用によって形成された微高地が数多く点在している。天満・宮西遺

跡で検出された集落跡も,こ の微高地上に立地している (第 4図 )。 微地形分析によると,天満・宮西遺

跡の微高地は,南東から北西にのびる楕円形を呈し,南北の長さ約250m,東西幅約100mを 測る。なお,

天満・宮西遺跡の調査では, 1～ 3区 において微高地北偵1の小谷とさらに北東に所在する別の微高地も検

出している。

遺跡の基本層序は,第 8図のとおりである。調査区全体は,昭和63年度の道路造成工事により削平を受

けており,微高地上では工事用花前土を除去すると,す ぐに遺構面が現れた。微高地は浅黄色シルト質極

細砂等で形成されており,標高は5.0～ 5.8mを 測り,南から北に向かって傾いている。

一方,小谷では,複雑な堆積を示す。まず上から概観すると, la～ 5層 といった中世～近世 。近代の

耕作土層と考えられる水平に堆積 している土層が認められる。このうち, 3a層 において,鋤跡 。牛の足

跡を検出している。 6層上面では,石組畦畔を有する小区画水田 (飛鳥時代)が存在した。この小区画水

田の下に,小谷の堆積層を切 り込む形で,弥生時代後期の旧河道が蛇行している。弥生時代後期～古墳時

代前期初頭の旧河道は, 7層の堆積層が見られるとともに,微高地上の集落から廃棄された多量の弥生土

器が出上した。小谷の堆積層は 3層あるが,出土遺物が皆無であったことから,埋没時期の特定には至ら

なかった。旧河道底は,標高3.8～ 4.2mを測 り,微高地と同じく南から北に傾いている。

微高地および小谷で検出した遺構は,弥生時代前期,弥生時代後期～古墳時代前期初頭,飛鳥～鎌倉時

代,室町～江戸時代のものである。これらの遺構は,竪穴住居25棟,掘立柱建物跡12棟,井戸 2基,溝 136

条,柵列 6列,柱穴約900基,土坑15基 ,不明遺構 8基,水田 2面 を数え,遺構および包含層から30イカコ

ンテナ約87箱分の遺物が出上した。ただし,小谷底にあった弥生時代後期～古墳時代前期初頭の旧河道に

ついては,別報告となるため,遺物数からは除外している。微高地上の遺構は,後世の削平を受けている

ものが多 く,本文中に記載されている遺構の法量は現存の値を示す。

参考文献
高橋 学1992「高松平野の地形環境」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会
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区  割 掲載頁 備  考

SHl 6区北西
９

留

SH2 5区西
９

９

SH3 4～ 5区西
つ
け

SH4 4区中央 ９

″

つ
０

SH5 3～ 4区西
つ
じ

SH6 3～ 4区西

S■ 7 3～ 4区西
９

留

０
じ

SH8 4区西
つ
υ

SH9 4区東 108

S H10 5区中央
つ
０

S H ll 5区中央 37

S H12 5区南東
刀
仕

S■ 13 5区南西 刀
生

S H 14 6区南東 刀
仕

計4棟分
S H15 6区南東 46

S H 16 7区北西
区
υ

S H17 7区東 54

S H 18 10区南西 58

S H 19 5～ 6区西 58

S H 20 7区北東 60

S H 21 10～11区西 60

S H22 5区中央 60

S H 23 5区西
資
υ

SBl 11区中央 64

SB2 11区東

SB3 11区東
資
υ

SB4 10区北東

SB5 10EI】ヒラ臣 68

SB6 10区北東 68

SB7 8区南東 68

SB8 8区中央 68

SB9 8区】ヒ西 68

S B10 10～11区東 70

S B ll 10区北西 72

S B 12 10～11区 72

SAl 10区南西

SA2 9区中央 ９

，

７
ｒ

SA3 9区中央 72

SA4 9区北東 74

SA5 8区南 74

SA6 7区東 74

SEl 1区 中央 74

SE2 7区中央 74

区  割 掲載頁 備 考

SKl 7区北東 77

SK2
SK3 8区東 78

SK4 4区 中央
９

〕

SK5 5区】ヒ西 78

SK6 6区南西 24

SK7 7区中央
９

〕

SK8 7区中央 80

SK9
S K10 6区北東 24

S Kll 8区】ヒ 80

S K12 7～ 8区西 80

S K 13 8区北西

S K14 8区北西 80

S K15 9区北 80

S K16 6m街路

S K17 7区中央

SXl 11区北西

SX2 3区西

SX3 4区北

SX4 10E至司ヒ蒻臣

SX5 6区】ヒ

SX6 5区南

SX7 5区南東

SX8
SX9 7区】ヒ東

第 1表 天満 。宮西遺跡遺構一覧 (1)
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区  割 掲載頁 備  考

SDl H区南西 （
）

SD2 11区東 80 S D09と 同一

SD3
SD4 11区】ヒ ｎ

υ

SD5 10～ 11区 58 S H18周 溝

SD6 S D05ツ
ヘヽ

SD7 10区西 84

SD8 10区西 60 S H21周 溝

SD9 10区南東 80 S D02と 同一

S D10 10区南東

S Dll 8区南 14

S D12 7区東 54 S H17周 溝

S D13 S D12・ 35へ

S D14 7区南西 84

S D15 9区北東 84

S D16 S K15ハヽ

S D17
S D18 9区北西 ０

０

S D19 9区北西

S D20 9区北西 Ｏ
Ｏ

S D21 8区東 84

S D 22 8区中央 84

S D23 8区北東 87

S D24 8区北東 87

S D25 8区北東 Ｏ
Ｏ

S D26
S D27 7～ 8区東 87

S D28
S D29 S Kllハヽ

S D30 S K13ハヽ

S D31 7区南西

S D32 7区南西

S D33 S D150ヘ
S D 34 7区東 60 S H20周 溝

S D35 7区東

S D36 7区東 46 S H14・ 15周溝

S D37 7区東
〔
υ S■ 14・ 15周溝

S D38 11区南西
ａ
ｖ

S D39 1lE至】ヒコ互 60 S H21周 溝

S D40 11区南西

S D41 10区南西 60 S H21周 溝

S D42 6区東 刀
仕 S H14・ 15周溝

S D43 6区東 46 S H14。 15周溝

S D44 6区東 46 S H14・ 15周蒲

S D45 6区東 49 S H14・ 15周溝

S D46 6区東 46 S H14・ 15周溝

S D47 6区北東 S D147と 同一

S D48 6区東 49 S H14。 15周溝

S D49 6区東
ａ
ｙ

S D50 6区東

区  割 掲載頁 備 考

S D 51 6区】ヒ西

S D52 5～ 6区 58 S H19周溝
S D53 6区東 91 S D82と 同一

S D54 6区北西

S D 55 5区南 ＾
Ｖ

S D 56 5区中央 94

S D 57 5区中央
Ｏ
υ S H10周溝

S D58 S D59ヘ
S D 59 5区中央 38 S Hll周溝

S D 60 5区西
〔
υ

S D 61 5区東

S D 62 5区中央 38 S H10・ 11周濤

S D 63 5区 中央 14

S D 64 S D72ヤ＼

S D65
S D 66 5区北東 94

S D 67 5区北東

S D68 5区西 64 S H23周溝

S D69 5区北

S D70 S D72ツヽ

S D71 4区中央

S D 72 3～ 5区 ＾
）

S D 73 3～ 4区西
つ
０ S H06周溝

S D74 4区北西 94

S D75 3区南西 つ
０

つ
０ S■ 06排水溝

S D76 3区南西 S H05排水溝
S D 77 3区南西

∩
ｙ

S D 78 3区南西

S D79 5区東 95
R n Q∩ 5区東

０
じ S■ 10周溝

S D 81 5区東 38 S Hll周溝

S D 82 5区東 91 S D53と 同一

S D 83 5区中央 60 S H22周溝
S D 84 5区東 95

S D 85 5区東 95

S D 86 4区】ヒ

S D 87 3区南西
ａ
ｖ

S D 88 3区南西

S D 89 3区南西 つ
０

つ
け S■ 05排水溝

S D 90

S D 91 4区】ヒ
つ
０ S H05周溝

S D92 4区北
ワ
イ

S D93 4区南 97

S D 94 4[Z】ヒ ａ
ｙ

S D95 4区】ヒ

S D96 4区 IIヒ S H05周溝
S D 97 4[Z封ヒ

S D 98 S D93ヘ
S D99 4～ 5区西 S H03周溝
S D100 4区南 97

第 2表 天満 。宮西遺跡遺構一覧 (2)
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区  割 掲載頁 備  考

S D 101 S D 100Vヘ

S D102 4区南

S D103 5区 中央 99

S D 104 5区西
資
υ S H23周 溝

S D105 5区西

S D106 5区西
つ
０ S H10周 滞

S D 107 5区南

S D108 5区西 64 S H23周 溝

S D109 5区中央 60 S H22周 溝

S Dl10

S Dlll 5区中央

S Dl12 5区 中央

S Dl13 5区中央 99

S Dl14 5区 中央

S Dl15 5区東

S Dl16 5区東 S H10周 溝

S Dl17 5区中央

S Dl18 5区西

S Dl19 5区西
ａ
ｖ

S D120 5区西 58 S H19周 溝

S D121 5区中央
ａ
ｖ

S D122 5区西 58 S H19周 溝

S D123 S D55ヘ

S D 124 5区西 99

S D125 58 S H19周 溝

S D126

S D 127

S D128
S D 129 5区束

S D130 5区東

S D 131 6区北西
，

“

S D 132 6区】ヒ西

S D133 6区北西

S D 134 6区】ヒ西 58 S E19周 溝

S D135 5区南東 102

S D 136 5区南東

S D 137 5区南東 58 S H19周 溝

S D138 5～ 6区東 45 S H12周 溝

S D 139 5区南東 102

S D 140 6区東 60 S H20周 溝

S D141 6区西 102

S D 142 6区中央 49 S H14・ 15周溝

S D 143 6区中央 49 S H14・ 15周溝

S D144 6区中央
刀
仕 S H14・ 15周清

S D 145 6区東 60 S H20周 溝

S D146 6区東 刀
仕 S H14・ 15周溝

S D147 6～ 7区東 S D47と 同一

S D 148 6区中央 102

S D149 7区東 54 S H17周 溝

S D150 7区東

区  割 掲載頁 備 考

S D151 7区東

S D 152 7区東

S D153 10区西

S D154 11区】ヒ西 102

S D155 11区北西

S D156 11区】ヒ西

S D 157 1lE至】ヒ厖耳

S D158 6m街路

SD4 11区】ヒ
つ
０

０
０ 下層溝

第 3表 天満 。宮西遺跡遺構一覧 (3)
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第 3節 弥生時代前期の遺構と遺物

弥生時代前期の溝 2条 。土坑 3基を 5～ 8区で検出した。このうち溝 2条は,集落を囲んでいた環濠の

北と南部分にあたり,別番号だが同じ溝である。土坑 3基は,すべて環濠に囲まれた範囲内に位置し,集

落に伴うものと考えられる。

環濠 S Dll・ 63(第 10～20図 )

5区でS D63,8区でS Dll,6m街路区でS D63の延長を確認した溝で,S Dll・ 63と 別番号だが,本

来は円を描いて完結する同じ溝と考えられる。溝で囲まれた範囲の直径は約65mを 測る。旧地形から見れ

ば,南北約250m,東西約100mの規模をもつ微高地の南東部分を占め, S Dllは微高地の高い場所に, S

D63は微高地縁辺近くにあたる。

溝の規模は,幅80cm～ l m20cm,深 さ約20～ 55cmを測り,断面はU字形もしくは逆台形を呈する。埋土

は, S Dll・ 63で 2～ 3層 , 6皿街路区S D63で 4層 に分かれ,同 じ遺構内でも場所によって微妙に堆積

状況が違う。S Dllで は第 1層 を上層,第 2・ 3層 を下層, S D63では第4層を上層,第 5～ 7層 を下層

として調査した。上器・石器は, S Dll・ 63で はおおむね上層・下層に分けて取り上げたが, 6m街路は

充分な調査期間が確保できず,上下層一緒に取り上げることになった。

出土した弥生土器の器種構成は,壺 (1～ 8。 43～ 47・ 51～ 56。 73～ 84)・ 甕 (9～ 16。 29～ 32。 48～

50・ 57～ 62・ 85～89)が圧倒的に多く,蓋 (90)・ 鉢 (33・ 34)・ 高杯 (17・ 63。 69)がわずかに存在す

る。壺には小型のものが含まれる。奏は,いわゆる如意状口縁であり,体部が膨らむものとそうでないも

のがあり,大 きさも大小さまざまである。

壺は,下層においては顎部と肩に段をもつか 1条の沈線を引くか無文であるが,上層においては数条の

沈線を引くものや削り出し突帯をもつものが出現する。甕は,下層において頚部に1～ 2条の沈線を引く

が,上層においては沈線が 3条以上のものや削り出し突帯のものが出現する。さらに,奏外面の調整は,

箆磨きが主体であるが,上層で刷毛を施すもの (57)が見られるようになる。これらの特徴から,環濠S

D ll・ 63は弥生時代前期前半後葉～後半前葉と推定され,下層と上層出土遺物に時期差が認められる。こ

のことは,環濠が一度に埋まったのではなく,徐々に埋没したことを推測させる。

0        10m

中

6m街路調査区

第 9図 弥生時代前期遺構配置図 (縮尺1/500)
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第10図  S Dll断面図(縮尺1/60)下層出土遺物実測図①(縮尺1/4)
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0           10Cn

第11図 S Dll下層出土遺物実測図②(縮尺1/4)
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o            10 Cm

33                             34

第12図  S Dll上層出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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第13図  S D63断面図 (縮尺1/60)下 層出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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D63上層出土遺物実測図①(縮尺1/4)第14図 S
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第15図 S D63上層出土遺物実測図②(縮尺1/4)
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8黒色ンルト硼  17.5V01)
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ll黄灰色シルト質極細砂 12.5Y6/1,拳大の石を多く含め
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6m街路S D63断面図(縮尺1/60)出土遺物実測図①(縮尺1/4)
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95    ~

第17図 6m衝路S D63出 土遺物実測図②(縮尺1/4)

第18図 S D63(6m街路含む)出土遺物実測図 (縮尺1/2)
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第19図  S Dll遺物出土状況図 (遺構縮尺1/60,遺物縮尺1/8)
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lm

ー
第20図  S D63遺物出土状況図 (遺構縮尺1/60,遺物縮尺1/8)

土器の紋様のうち,注 目されるのは壷 (44)で ,肩部に幾何学紋と組み合わせた木葉紋を施している。

施紋方法は, 2条の太い沈線から約 5 clll下 に細い沈線を引いて紋様を描 く空間をつくり,そ こに木葉紋や

縦線・斜線・曲線のみで構成される区画を,それぞれ区画幅約 6 cmを 基準に箆描きで施している。壷 (78)

は,肩部の段から約 2 cm下 に沈線を引き,約 10本を一束とした斜線を交互に違えて箆描きで施している。

壷肩部の破片 (79～82)は同一個体の可能性があり,羽状紋が施されている。小形壷 (84)は ,体部最大

径に紋様を施しており, 2条の沈線の間に羽状紋を 2段に施し,さ らに上にも羽状紋を施した痕跡が認め

られる。

石器は,サヌカイトを材料とした打製の刃器 (97～99),磨製石庖丁 (100),磨 製石鎌 (101)が出土し

ている。なお,弥生時代後期の遺構および遺構検出時に磨製石庖丁 (149・ 792)が出土しており,これら

は本来前期の遺構に伴うものであろう。

イ |

e
―

43～ 50下層出土

51～ 72上層出土
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S K06(第 21図 )

6区西で検出した直径約80cm～ l m10cm,深 さ約20cmを測る楕円形の土坑で,断面は浅いU字形を呈す

る。出土した底部 (102)1よ胎土が粗 く径の大きい平底であることから,弥生時代前期と考えられる。

S K07(第22図 )

7区中央で検出した幅約 l mlocm,長 さ2m10cm,深 さ約20cmを測る瓢箪形の土坑で,断面は浅いU字

形を呈する。S E02と 重複し, S E02よ り先行する。出土した底部 (103～ 105)1ま ,胎土が粗 く径の大き

い平底であることから,弥生時代前期と考えられる。

S K10(第23図 )

6区東で検出した直径約 l m40cm～ l m60cm,深 さ約25clllを 測る不整な円形の上坑で,断面は逆台形を

呈する。 S D47・ 138と 重複し,こ れらより先行する。弥生土器重 (106)。 底部 (107)が出上している。

壺の頚部と体部上位には 3条の箆描き沈線が見られ,内外面には箆磨きが密に施されている。弥生時代前

期後半前葉と考えられる。なお,この壺と底部は同じ色調・胎上であり,同一個体の可能性がある。

w         E .「
5 5FYl

l黒掲色シルト質栖細砂 (10Ⅵつり

2黒褐色シルト質桓細砂

QttM2,地山をブロック状に詳D

第21図  S K06平面・断面図 (縮尺1/60)出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

九〃々和一‐０‐。ｃｍ

W   上 とF57m

ー
l黒色シルト賞極細砂 (10YR2/1)

O     lm

ー
1lμЪ

第22図  S K07平面 。断面図 (縮尺1/60)出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

H帥

0     1m

ー

1灰色シルト質極組砂 15Y4yl)

2オ リーブ黒色シルト質極細砂 15Y3/1)

3灰色シルト質細砂

lN5/,第 2層をブロック状に含む)

第23図  S K10平 画・断面図 (縮尺1/60)出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

0               10 Cm
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第 4節 弥生時代後期～古墳時代前期初頭の遺構と遺物

弥生時代後期～古墳時代前期初頭と考えられる竪穴住居24棟・掘立柱建物跡12棟・井戸 2基 。柵列 6列

・溝48条 (周溝を除く)・ 土坑 8基などを調査区全域で検出した。このうち S E01の みが調査区北東隅に

ある別の微高地に位置する。

弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属する土器については,こ の時期の上器を時代別に「弥生土器」「土

師器」と厳密に分けることは不可能であることから,「弥生土器」で呼称を統一した。また,土器の細か

い時期については,大嶋編年案 (大嶋和則2001)。 大久保編年 (大久保徹也1990。 1996・ 2002)。 真鍋編

年 (真鍋昌宏2000)な ど最近幾つかの編年案が示されているが,本文中では本遺跡が高松平野にあること

を重視し,高松平野の遺跡出土土器を対象にした大嶋編年案の「様相 1～ 6」 を主に使用している。なお,

この「様オロ1～ 6」 は,大久保編年の「下川津 I～ Ⅵ」にほぼ相当する。

参考文献
大久保徹也1990「下川津遺跡における弥生時代後期から古墳時代前半の土器について」『下川津遺跡』香川県教育委員会ほか

大久保徹也1996「各地域における弥生時代後期土器の様相―IIA岐 ―JF古代学協会四国支部第10回資料 弥生後期の瀬戸内海』

大久保徹也2002「 四国北東部における地域的首長埋葬儀礼様式の成立時期をめぐって」『論集徳島の考古学』徳島考古学論集刊行会

大嶋和則2001「 高松平野における庄内並行期の上器様相」『庄内式上器研究XXⅣ 』庄内式土器研究会

真鍋昌宏2000「讃岐地域J『弥生土器の様式と編年 四回編』木耳社

(1)竪穴住居

弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属する竪穴住居は,計24棟確認している。このうち,調査時に確認

していた竪穴住居は16棟で,整理時に周溝の存在から類推したのは 8棟である。平面形態は円形を基調と

しており,円形のもの11棟,方形のもの 2棟,不明なもの11棟 となっている。また,竪穴住居の周 りに溝

を巡らす,いわゆる周溝をもつものが本遺跡では多いのが特徴である。これは,本遺跡の立地が,海抜が

低 く,旧河道に面していることを考慮すると,排水をする上で必要不可欠であったのかもしれない。

S H01(第24図 )

6区北西で検出した直径4.9～ 5。 Omを波1る 円形の竪穴住居で,深さは約10cmを測る。床面積は,約 19だ

である。床面は 2面確認しており,少なくとも1回の建替えが想定できる。 2面 とも中央に楕円形の炉と

円形の主柱穴を設け,主柱穴を中心に 4基の柱穴を配置している。柱穴のうち,北側 2基は 1次面 。2次

面とも同じものだが,南側 2基は 1及面と2次面では違うもので,建替え時に南側のみ柱穴を再掘削して

いる。壁溝は,南と東側に一部が残っている。また,南西部に小さい張り出しを有する。埋土のうち,第

2層が第 2次面の炉址,第 1層が 1次面の埋没土,第 3層が第 1次面の炉址であり,第 4層が貼床である。

第 2次面の埋没土は,削平されて残っていなかった。 S D42・ 52・ 134と 重複し,こ れらより先行する。

出土遺物は少なく,図化できるのは弥生土器甕 (108)。 高杯 (109・ 110)・ 石鏃 (111)で ある。奏は

口縁部が短く端部をつまみあげ,高杯 も口縁部が短く内面に強いヨコナデが見られないことから様相 2前

後に相当し,S H02は弥生時代後期後半のものと考えられる。

S H02(第 25。 26図 )

5区西で検出した南北4.6～ 4.8m,東西4.7mを 測る方形の竪穴住居で,深さは約20cmを測る。床面積

は約22∬である。床面は 2面確認しており,少なくとも 1回の建替えが想定できる。第 1次面 (下層)で

は,中央に不整円形の炉を設け,炉を中心に4基の柱穴を配置している。第 2次面 (上層)では,楕円形

の炉を南側に設けるが,予想される 4基の柱穴は判然としなかった。壁溝は,北から西にかけてと南側に

一部が残っている。埋土のうち,第 1層が 2次面の埋没土,第 3層が第 2次面の炉址,第 2層が 1次面の

埋没土,第 4層 が第 1次面の炉址であり,第 5層が貼床である。 S H10・ 11お よび S D60・ 63・ 99。 105

。106。 118と 重複し, S D60よ り先行するが,他の遺構より後出する。
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出土遺物は多 く,第 1次床面からは弥生土器奏 (112)が,第 2次炉址からは甕 (113)が出上し,柱穴

SP5-15か らは小形鉢 (123)が出土 している。さらに,第 1次床面と第 2次床面の間にあたる埋土下

層 (第 2層)か らは広口壺 (114)。 奏 (115)。 小形鉢 (■8)。 小形丸底土器 (119)。 高杯 (120)な

どが出土している。古い時期の遺物が混じるが,奏の口縁部が水平近 く伸び体部が球形化していることや,

高杯の口縁部に強いヨコナデが見られ,鉢が丸底であることから様オロ6に相当し, S H02は古墳時代前期

初頭のものと考えられる。また,S Ho2か らは,砥石 (134・ 135)が 2点出上している。

|

｀ 壻 0

0               10 Cm

一〆1競磯《
→        111

o              5Cm

0     1m

―

第 2次床面 (上層)

|

A                                             
ど L=56m

第24図  S H01平面 。断面図(縮尺1/60)出土遺物実測図(縮尺1/4,1/2)
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S H03(第 27～ 29図 )

4～ 5区西で検出した直径7.2～ 8。 Omを測る円形の竪穴住居で,深さは約10cmを測る。床面積は,約 45

だである。住居外側には, S D99が周滞としてめぐっている。内部構造は,中央に不整形な炉を設け,炉

を中心として10基の柱穴が配置されている。壁溝は,北西および南側に一部が残っている。さらに,住居

内の北西部分および東部分には約10cmの落ち込みが見られるなど,床面は凹凸が著しい。なお,他の竪穴

住居に見られるような建替えは認められない。また,後述する土坑 S K05は , S H03の床面を掘 り込んで

設けられた可能性がある。埋上のうち,第 1層が埋没土,第 2層が炉址であり,第 4層が貼床である。 S

H04・ ■および S D59(S Hll周溝)と 重複し,こ れらの遺構より後出する。

出土遺物のうち,弥生土器 (136～ 148)1よ 後期前半～様相 6ま での遺物が混在し,所属時期が確定しづ

らいが,次にのべる周溝 S D99が様相 6であることから, S H03も 同じ時期と考えられる。よって, SH

03は古墳時代前期初頭のものと考えられる。なお,磨製石庖丁片 (149)は 弥生時代前期のもので混入品

である。磨製石庖丁 (150)1ま ,両横に快 りが入り,打製石庖丁との折哀形式を呈している。

S H03の 周溝であるS D99は ,幅約50～ 80cm・ 深さ約30側で断面U字形を呈し,平面は直径約10.8mの

円を描いて S H03を 取 り囲んでおり,四んだ範囲の面積は約92どである。埋土は, 2層に分かれる。 SH

02・ 04・ 11お よびS D59(S111周 溝)。 68(S■ 23溝 )・ 72・ 100と 重複 し,S■ 02と S D72よ り先行

し,他の遺構より後出する。

S D99の 出土遺物は主に上層から出土し,完形に近いものがあることから,住居・周溝が廃棄された時

に一緒に棄てられたものと考えられる。古い時期の遺物が混じるが,完形に近い遺物を概観すると,高杯

(160)は 口縁部が大きく外反し,鉢 (162)や 底部 (155)が丸底であることから様相 6に相当し, SD

99は古墳時代前期初頭のものと考えられる。なお,高杯 (160)イまこの地域では見られない形態・胎土で

あり,他の地域からの搬入品である。底部 (155)の 外面に多 く生じているひび割れの中には,朱 または

赤色顔料と推定される赤色のものが付着しており,特殊な使われ方をしたものと推測される。

159

10 cm

S H03周溝 S D99出 土遺物実測図 (縮尺1/4)図

‐５５

２９第
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S H04(第 27・ 30図 )

4区中央で検出した直径約8。 Omを測る円形の竪穴住居で,深 さは約10cmを測る。床面積は,約 50∬で

ある。中央に不整形な炉と円形主柱穴を設け,主柱穴を中心として 7基の柱穴が配置されている。壁溝が

南側を除いてほぼ全周することから,南側に出入口があった可能性が指摘できる。また,壁溝が一部二重

になっていること,柱穴 SP4-107・ 124に別の柱穴 2基が隣接することから, 1～ 2度の建替えが行わ

れたと考えられる。埋土のうち,第 7層が埋没土,第 8層が炉址であり,第 10層 が貝古床である。 S H03お

よびS D72。 93。 99(S H03周溝)・ 100と 重複し, S D93よ り後出し,他の遺構より先行する。

出土遺物は,古相を呈するものと,新相を呈するものが見られる。壁溝や柱穴から出土した弥生土器の

うち,細頚壷 (163)は 頚部と体部の境に凸帯が残 り,甕 (164～ 165)イ よ口縁端部を拡張して凹線や竹管

紋を施しており,小山南谷遺跡 S■ 03と 同じ時期である弥生時代後期前半中葉頃と考えられる。一方,埋

土から出上した弥生土器 (167～ 176)イよ,主に様相 3～様相 5ま での遺物が混在しており,埋上の遺物に

従えば, S H04は弥生時代終末期のものとなる。多数の遺構と重複しており出土遺物は混入が著しいが ,

後期前半まで遡る竪穴住居が他に見当たらず,竪穴住居の構造が S H03と 類似することや,様相 4に属す

るS D100よ り先行することから, S H04の 時期は様相 3～ 4と捉え弥生時代後期後半と推定される。

S H05・ 06・ 07(第 31～35図 )

3～ 4区西側で検出した竪穴住居群である。これら3棟は,ほぼ同じ場所に重複してあり,調査時に埋

土を除去してから, 3棟存在することが明らかになった。そのため,遺構断面も共有することから,こ こ

却

―

唸

165

166

Ｘ

‐６

0             10Cn

163・ 164・ 177・ 178壁溝 165 SP4 108 166 SP4 115 167・ 168埋上下層
169～ 176埋土

第30図  S H04出土遺物実測図(縮尺1/4,1/2)
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では一括して報告する。ただし,埋土や壁溝の前後関係から判断して, S H06→ S H05→ S H07の順に竪

穴住居が築かれている。これら竪穴住居の西半分は調査区外にあたるため,その規模は復元値である。ま

た, これら竪穴住居は,東側で河川 S R01と 隣接 している。

S H05(第 33図)は,炉・壁溝・周溝および住居からのびる排水溝を検出した。検出した壁溝は一部で

あり正確な値は出ないが,直径約6.6mを 測る円形の竪穴住居で,深さは約10cmを測る。床面積は復元値

で約34だ である。炉は,調査区壁面において確認したので,規模は不明である。排水溝 S D76は ,幅約30

cm・ 深さ約10clllで断面U字形を呈し,住居内に穿たれた窪み S D89か ら壁滞・周溝を横切って, S R01に

注いでいる。その長さは,6。 3mである。周溝であるS D91・ 96は ,幅約30～40cm・ 深さ約10cmで 断面U

字形を呈し,平面は直径約11.2mの 円を描いて S H05を取 り囲んでおり,囲んだ範囲の面積は約98ゴであ

る。なお,柱穴については図面上で復元を試みたが,特定できなかった。

S H06(第 34図)は,直径6.0～ 8.Omを 測る楕円形の竪穴住居と推定され,深さは約10cmを浪Iる 。床面

積は復元値で約38�である。中央に不整形な炉と円形主柱穴が 2基ずつあり,前後関係が存在することか

ら併存 したのではなく,少なくとも1度の建替えが行われたと考えられる。壁溝が一部二重になっている

ことからも,肯定できよう。図面上で,主柱穴を中心として 6基以上の柱穴がほぼ壁溝に沿って配置され

ていると復元を試みた。排水溝 S D75は ,幅約30cIIl・ 深さ約10cmで断面U字形を呈し,壁溝からのびて周

溝を横切 りS R01に注いでいる。周溝であるS D73は ,幅約20～ 80cm・ 深さ約10cmで 断面U字形を呈し,

平面は直径約11.Omの円を描いて S H06を 取 り囲んでおり,囲んだ範囲の面積は約95だである。

S■ 07(第 35図)は,直径約6.Omを 測る円形の竪穴住居で,上部の削平が著しく炉と壁溝のみを検出

できた。床面積は復元値で約28∬である。炉は,調査区壁面において確認したので,規模は不明である。

壁滞の検出幅は他のものに比べて幅広いが,これは断面観察によると2時期のものが重なっているためで,

実際の幅は他のものと変わらない。図面上で,主柱穴を中心として 3基以上の柱穴が配置されていると復

元を試みた。 S H05・ 06が有していた排水溝・周溝は,S■ 07に は存在しない。

S H05・ 06・ 07お よびその周溝は, S D72・ 77・ 78・ 88'94・ 96。 97と 重複し, S D72よ り先行するが,

他の遺構との前後関係は不明である。

出土遺物のうち図化できるものは少なく, S H05・ 06の柱穴・壁滞・周溝から出土したものである。 S

■05壁溝から出土した弥生土器甕 (179)1ま ,回縁部が厚 く端部を肥厚させており様相 2である。 S■ 05

周滞 S D76か ら出上した高杯 (181)1ま ,日縁端部にのみ強いヨコナデがあり様相 3～ 4である。 S■ 06

柱穴 SP3-13か ら出土した鉢底部 (182)は ,ハの字形に開く底部で灰白色を呈 しており,丸亀平野周

辺からの搬入品である。様相 3に並行する時期のものであろう。 S H06周 溝 S D73か ら出土した小形鉢

(185)は ,やや上げ底の底部があり様相 3～ 4であり,奏底部 (186)イましっかりした平底であり様相 3

であろう。出土遺物を概観すると,様相 2の遺物が混じるが,ほかはおおむね様相 3～ 4に納まるものと

考えられる。遺構の前後関係ではS■ 06→ S H05→ S■ 07の順であることから, S H06→ S H05は様相 3

～ 4に該当し,S H05・ 06は弥生時代後期後半のものと考えられる。 S H07は S H05・ 06よ り後出するも

のと考えられる。

S H03(第 36図 )

4区西端で検出した南北4.5m以上 X東西1.6m以上を測る方形の盟穴住居で,深さは約15cmを測る。竪

穴住居の大部分が調査区外となっており,炉址や主柱穴も不明である。壁溝が,南東の角において残って

いる。埋土は,住居埋没± 1層 のみを確認している。

図化できる出土遺物は,弥生土器奏片 (187)の みで,弥生時代後期後半～終末期のものと考えられる。
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S H10(第37～43図 )

5区中央で検出した竪穴住居で,他の遺構により激しく壊されているため正確な規模は不明だが,直径

約6.8mを 測る不整な円形の竪穴住居と考えられる。深さは10～20cmを 測る。床面積は約36だである。住

居外側には, S D57・ 62・ 80。 106・ 116が周溝としてめぐっている。内部構造は,壁溝が南側に一部が残

っており,住居内の南東部分に落込が見られる。炉や主柱穴はすでに壊され失われているため,図面上で

4基の柱穴が配置されていると復元を試みた。 S H10に伴うと推定した柱穴は, 2～ 3基ずつの組になっ

ていることから, 1度以上の建替えが行われた可能性がある。埋上のうち,第 37図第 1・ 25層 が埋没土 ,

第 2層が貼床である。 S H02・ 11お よびS D59(S Hll周溝)。 104(S H23周 溝)。 63・ 103な どと重複

し, S D63よ り後出し,他の遺構より先行する。

埋土からの出土遺物は,古い時期のものが混じるが,日縁が直角近 くに屈曲し水平にのびる広口壷 (188)

は様相 4～ 5に該当し,甕 (190)も やや肩が張り同じ様相 4～ 5であり,小形丸底土器 (192)イよ体部の

形骸化が進んでおり様相 5と 考えられる。次にのべる周溝 S D57・ 80も 様相 4～ 5であることから, SH

10は様相 5で も様相 4に近い時期のものと推測され,弥生時代終末期のものである。

S H10の周溝として S D57・ 62・ 80。 106。 116がある。ただし, S D62は S H10よ り後出するS Hllの

周滞でもあり, S Hllの 時に再利用されていることからS Hllで説明する。また,調査時にS H10の周溝

として認識できたのはS D57の みで, S D62・ 80。 106・ 116イよ図面上で復元した周溝である。そのため,

遺構番号は複数となっている。もっとも残 りの良い S D57は ,幅約50clll・ 深さ約20clllで断面U字形を呈す

る。 S D80も 幅約30cm。 深さ約50cmで断面U字形を呈する。これら周溝の平面は,直径約■.7mを 測 り,

北東に角をもった円を描いて S H10を 取 り囲んでおり,囲んだ範囲の面積は約115�である。埋土は 1層

のみである。 S H02・ 11お よびS D59(SH■周溝)。 68(S H23周 溝)。 99(S H03周 溝)。 104(S

■23周溝)・ 63・ 72と 重複し, S D63よ り後出し,他の遺構より先行する。

S D57の 出土遺物は,完形に近いものはなく時期決定がしづらいが,高杯 (201)は 口縁部の外反度合

いからして様本日4～ 5に相当する。 S D80か らの出土遺物は,片口鉢 (208)は 口縁部の外反度合いから

して様相 4～ 5に相当し,弥生時代終末期のものと考えられる。

S Hll(第37・ 44～ 48・ 159図 )

5区中央で検出した直径7.5～ 8.7mを 測る不整な円形の竪穴住居で,深さは約20～40cmを測る。南側の

側壁が不明瞭なため正確ではないが,床面積は50ポ前後と推測される。住居外側には, S D59。 62・ 81が

周溝としてめぐっている。内部構造は,壁溝が東と西側に一部が残っており,中央に楕円形の炉が設けら

れている。図面上で 1基の主柱穴と5基の柱穴が配置されていると復元を試みた。ただし,主柱穴は他の

柱穴と比べて小さくなるため,主柱穴は復元から除外した方が良いかもしれない。埋上のうち,第37図第

3～ 7層が埋没土,第 8～ 10層 が炉址,第 11層 が貼床である。炉址が 3層確認でき,時期差を反映してい

ると考えられる。 S H02'10お よび S D63。 99(S H03周 溝)。 103・ 104(S H23周 溝)な どと重複し,

S H02・ 103・ 104(S H23周溝)よ り先行するが,他の遺構より後出する。

埋土からの出土遺物は,古い時期のものが混じるが,炉址から出土した遺物に完形に近いものがある。

奏 (212)1ま,肩が張 り体部の球胴化が見られるとともに底部は丸みをおびており様相 5である。小形鉢

(214)は底部が丸底であり様相 5～ 6である。高杯 (213)は ,こ の地域では見られない形態・胎土を示

しており搬入品である。この高杯の時期については,畿内の庄内式に類似例が見られ,観音寺市一の谷遺

跡18号竪穴住居出土遺物にも類似例があり下川津Ⅳ～V(様相 4～ 5)の時期が考えられていることから,

甕 (212)。 小形鉢 (214)と 同じ様相 5に含まれるものと考えられる。以上のことから, S Hllは 様相 5
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でも新しい時期に属するものと考えられ,周溝 S D59出 土遺物ともほぼ合致する。 S Hllは 弥生時代終末

期のものと考えられる。

SH■の周溝として S D59。 62・ 81がある。このうち, S D62は S H10の周溝であったものをS Hll段

階で再利用 したものと考えられ,さ らにS D59と 分岐してS D56と つながっている。 S D59は ,幅約50cm

・深さ約30cmで 断面逆台形またはU字形を呈する。埋土は 2層 である。 S D62は ,幅約60cm・ 深さ約30～

45cmで ある。 S D62の断面は,途中で段をもっていて上下に分けられ,上半分がU字形,下半分が逆台形

またはをU字形を呈する。埋土は 3～ 5層である。これら周溝があらわす平面は,直径約13.0～ 13.6mを

測 り,東側に約1.8mほ どの張出をもつ円を描いて S Hllを取り囲んでおり,囲んだ範囲の面積は約160ど

である。 S H03お よび S D63・ 99(S H03周溝)。 68(S H23周 溝)・ 72・ 104(S H23周 溝)と 重複 し,

S H03お よびS D99(S H03周 溝)。 68(S H23周溝)。 72・ 104(S H23周 溝)よ り先行するが,SD
63よ り後出する。

S D59の 出土遺物のうち比較的完形に近いものを見ると,奏 (234)イよ肩が張 り体部の球胴化が見られ

るとともに口縁部が水平にのび様相 5である。小形鉢 (242・ 243)は底部が平底を残すものの丸底化が進

んでおり様相 5である。 S D62の 出土遺物は, S Hllよ り先行するS H10の 時の遺物も混じるためか,奏

(250・ 251)は S D59出上のものより古い要素が認められ様相 4～ 5に相当すると考えられる。 S D81の

出土遺物は,日縁が直角近 くに屈曲し水平にのびる広口壼 (229)が 様相 5に相当する。奏 (230～ 232)

は,やや肩が張り球胴化がはじまっているが,口縁部がやや厚 くヨコナデが顕著であり,様相 4～ 5に相

当することから,こ れら出土遺物はS Hllと 同じ弥生時代終末期のものである。また, S D81か らは石鏃

(686)が出土しているが,混入の可能性がある。
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S H12(第 49。 50図 )

5区南東で検出した直径約5.5m前後を測る不整な円形と推定される竪穴住居で,深さは約20cmを 測る。

東半分以上が調査区外となり,さ らに平面形態が不整形であるため,床面積は不明である。住居外側には,

S D 138が周溝としてめぐっている。内部構造は,側壁の一部と中央に炉l■が残っているのみである。柱

穴は不明である。他の遺構との重複が著しく,側壁と他の遺構 との区別がつきにくく,ま た炉址は断面観

察でのみ確認した。埋上のうち,第 1～ 3層が S H12の埋没上であるが,第 1層 は別の遺構の可能性もあ

る。第 4層が炉址である。 S D55。 82・ 109延長想定部分 (S H22周 溝)な どと重複 し,S D55よ り先行

し, S D82よ り後出するが, S D 109と の前後関係は不明である。

埋土からの出土遺物は,古い時期のものが混じるが,奏 (262)イよ口縁部がうすく,高杯 (264)イま口縁

部のヨコナデが強 く,大形鉢 (265)も 口縁部のヨコナデが顕著なことから,様相 5に属するものと考え

られる。 S H12は ,弥生時代終末期のものと推測される。

S H12の 周溝であるS D 138は ,幅約30cm・ 深さ約35cmで断面U字形を呈し,平面は復元すると直径約

10.Omの 円を描いて S H12を取 り囲んでおり,囲んだ範囲の面積は約79ど と推測される。埋土は, 1層の

みである。 S D55。 82・ 52(S H19周 溝)な どと重複し, S D55よ り先行し, S D82よ り後出するが, S

D52(S H19周溝)と の前後関係は不明である。

S H13(第 51・ 52図 )

5区南西で検出した。 2基の炉址とそれを囲むように柱穴があることから,竪穴住居と考えられる。た

だし,削平が著しく,側壁・壁溝は失われ,炉址を遺構面上で検出した。このため,平面形態・床面積は

不明である。炉址が近接して 2基あることから,少なくとも1度の建替が行われたと考えられる。図面上

で,炉址とは別に 1基の主柱穴と6基以上の柱穴が配置されていると復元を試みたが,炉址が 2基あるこ

とから別の復元案も可能である。炉址と地山の間に,第 3層褐色シルト質極細砂の埋土が存在するが,こ

の上層が S H13に 伴うものか,ま たは別の遺構になるかは判断できない。しかしながら,後述する埋土か

らの出土遺物が様相 4に相当し, S■ 13に伴うものと想定した柱穴出土遺物も様相 4に相当することから,

第 3層 はS■ 13に伴うものと考えたい。また, S H13周辺から出土する遺物は様相 4が主体を占めること

から,第 3層が S■ 13に伴わないものとしても, S H13は様相 4に近い時期のものと考えられる。 S D57

(S H10周溝)・ 59(S Hll周溝)・ 109(S H22周滞)。 ■9。 120。 122・ 125な どと重複し, S D57(S

H10周溝)・ 59(S Hll周溝)。 109(S H22周 溝)よ り先行し,他の遺構との前後関係は不明である。

埋土からの出土遺物は,古い時期のものが混じるが,高杯 (272)や 大形鉢 (273)の 口縁部はヨコナデ

が施されるものの直線的であることから,様相 4に属するものと考えられる。一方, S■ 13に伴うものと

想定した柱穴からの出土遺物は,尭 (277)の 口縁部が内面のヨコナデは顕著だが端部が肥厚 しており,

小形鉢 (278。 279)イよ平底であることから,様相 4に属するものと考えられる。以上のことから, S H13

は様相 4ま たはこれに近い時期と推定され,弥生時代後期後半～終末期のものと考えられる。
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S H14・ 15(第 53～65図 )

6区南東で検出した。 2基の炉址とその周囲に柱穴と側壁の一部があり,さ らに周溝と考えられる溝が

炉址と柱穴を囲んでめぐっている。ただし,削平が著しく,側壁の大部分と壁溝は失われ,炉 l■ を遺構面

上で検出した。このため,平面形態・床面積は不明であるが,第 54図 -1の とおり, S H14炉址を中心に

6基の柱穴が配置されていると復元を試みた。なお, 2基の炉址は,約 2m40cm離れていることから,そ

れぞれ別の竪穴住居のものと考えられる。炉址と地山の間に,第 1層黒褐色シルト質極細砂の埋土が存在

するが,こ の上層が S H14・ 15に伴うものか,ま たは別の遺構になるかは判断できない。しかしながら,

後述するようにS H14炉址 と埋土出土遺物が同じ時期であることから, S H14に 伴う可能性はある。

S H14炉址から弥生土器甕 (280)と ミニチュア土器 (281)が出土しており,奏は短い口縁部で端部が

肥厚する。第 1層 である S H14・ 15下部埋土からは,長頚壺 (282)。 広口壷 (283)・ 高杯 (284)が出

上しており,長頚重が存在しており,広 口壺の口縁端部に竹管文の加飾があること,高杯の口縁部は短 く

立ち上がることから,様オロ2に相当し, S H14は 弥生時代後期後半と推定される。

次に, S H14・ 15の周溝及び関連溝について報告するとともに,その変遷について検討する。

S D42(S D36)は ,幅約30～ 50cm・ 深さ約20clllで断面台形またはU字形を呈し,平面は長径約17.4m

・短径11.2m以上 (推定約12.4m)の 南北に長い楕円形を描いて一周していると考えられる。東部分は調

査区外に及んでおり,調査地内で確認した総長は約38mである。 S D42が囲む範囲の推定面積は約186だ

である。埋土は 1層 を基本とし,部分的に 2層 に分かれる。なお,調査の都合上,S D42の一部をS D36

と呼称したが,同一の溝である。 S H01及 び S D34。 37・ 43。 44。 46。 48。 141・ 147と 重複し,調査時の

検討ではS H01と S D46・ 147よ り後出し,出土遺物の検討から他のすべての遺構より後出する。

S D42の 出土遺物は,甕 (285～ 286)。 高杯 (287～ 293)。 鉢 (294)が見られる。奏は口縁部が水平

近くに折れ曲がり,様相 5に相当する。高杯は,日縁部があまり長くなっておらず,脚部もあまり広がら

ず,様相 2～ 3に相当する。一方,底部 (295～ 297)は 丸底化が始まっており,新しい様相を呈する。こ

のように高杯と奏・底部に時期差が見られるが, S D42の下層に後述するS D46が存在し, S D46が様相

2に相当することから,古い様相の遺物を混入と捉えて, S D42の時期は新しい方である様相 5に相当し

弥生時代終末期のものと考えられる。

S D43は ,幅約30cm・ 深さ約10cmで 断面U字形を呈し,長さ約6.2mを 測る。 S D44・ 45・ 142交差地点

からまっすぐ北北東にのび, S D52(S H19周 溝)に合流することから, S H14・ 15の排水をS D52に 流

す目的で掘削されたものである。埋土は 1層のみである。 S D42・ 44・ 45・ 142と 重複 し, S D42よ り先

行し,他の遺構との前後関係は不明である。出土遺物は,弥生土器細片のみだが, S D52と 同じ時期であ

ることから,様相 4～ 5に相当し,弥生時代終末期と考えられる。

S D44は ,幅約30cm・ 深さ約20cIIlで断面U字形を呈し,検出した長さは約6。 9mを測る。 S D42の 途中

から北東方向に蛇行しながらのび,再びS D42と 一体化している。埋土は 1層のみである。 S D43・ 45・

46。 142・ 147と 重複し, S D 147よ り後出するが,他の遺構との前後関係は不明である。壼 (298)が出土

しており,底部の九底化が見られることから,様相 4～ 5に相当し弥生時代終末期と考えられる。

S D46は ,幅約40～ 60cm。 深さ約40cmで 断面U字形またはV字形を呈し,検出した長さは約13.8mを測

る。 S D42の途中から分岐して北東方向にわずかに湾曲しながらのび, S D53に つながる。 S H14・ 15の

周溝を兼ねながら,つ1水 をS D53に流す目的で掘削されたものである。平面はS D42か ら分岐しているが,

断面観察ではS D46は S D42の 下層に位置し,当初 S D46が あったものを再掘削して S D42を 設けたと考

えられる。埋土は 2層である。S D42・ 44・ 45。 46・ 48。 142・ 147と 重複し,S D42よ り先行し,S D147
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より後出するが,他の遺構との前後関係は不明である。

S D46の 出土遺物は,長頚壺 (307～ 310)。 奏 (311～ 315)。 高杯 (316・ 317)な どが出土している。

長頚壺は,口縁部がやや直角近くに折れ,体部は球形化が見られることから,様相 2前後に相当する。甕

(313)や 高杯 (316)の 口縁部も短いことから,長頚壷と同じ時期に相当すると考えられる。底部 (320

。321)も 平底である。以上のことから, S D46は 弥生時代後期後半と考えられる。なお,鉢底部 (322)

は,ハの字形に開く底部で灰白色を呈しており丸亀平野周辺からの搬入品である。また,奏 (312)イよ,

日縁端部に凹線文を施し後期前半に遡るものであり,混入品と考えられる。

S D48(S D45)は ,幅約30～40cm・ 深さ約10cmで 断面逆台形を呈し,検出した長さは約9.7mを 測る。

S D43・ 44。 142交差地点から東方向にのびて途中強 く湾曲しながら今度は北方向にのび, S D53と つな

がる。 S H14。 15の周溝を兼ねながら,排水をS D53に 流す目的で掘削されたものである。埋土は 1層 の

みである。なお,調査の都合上, S D48の一部をS D45と 呼称したが,同一の溝である。 S D43。 44・ 46

。142・ 147と 重複し, S D147よ り後出するが,他の遺構との前後関係は不明である。

S D48の 出土遺物は,長頚壼 (302)・ 高杯 (303～ 305)な どが出土している。様相 2ま で続 く長頚壺

があり,高杯の口縁部も短いことから, S D48は様相 1～ 2に相当し弥生時代後期後半と考えられる。な

お,306は ,壷の口縁端部に飾られていた円形付文が剥がれたものである。

S D142(S D37)は,幅約70cm～ lm。 深さ約10cmで 断面U字形を呈し,検出した長さは約12.3mを

測る。 S D43・ 44・ 45交差地点から南方向にゆるやかに湾曲しながらのびる。S D146と 交差するところ

で途切れているが,本来はS D37につながるものと考えられる。埋土は 3層確認しており,さ らに溝幅も

S D37同 様広いことから,再掘削を行っている可能性がある。 S D43。 44・ 45。 46・ 146と 重複するが ,

前後関係は不明である。

S D142の 出土遺物は,底部 (299)。 広口壷 (300)・ 鉢 (301)な どが出上している。底部は平底であ

る。広口壷は,口縁部がゆるく湾曲し,口縁端部を窪ませる。出土土器は様相 1～ 2に相当し, S D142

は弥生時代後期後半と考えられる。

S D143は ,幅約30cm。 深さ約10cmで 断面U字形を呈し,長さは約1.lmと 短い。 S D42が囲む居住域か

らS D42に 注いでいることから,S D 1431ま S D42へ の排水溝と考えられる。埋土は 1層のみである。高

杯 (323)が出土しており,日縁部が長 く強いヨコナデを

施していることから様相 4～ 5と 考えられ,S D 1431ま S

D42と 同じ弥生時代終末期のものと考えられる。

S D146(S D 144)は ,幅約30～ 50cm・ 深さ約15cmで断

面U字形を呈し,検出した長さは約11.Omを測る。調査区

東端から西方向に弧を描きながらのび,後世の削平により

途切れている。埋土は 1層のみである。 S H14お よびSD

142・ 147と 重複し,S D147よ り後出するが,他の遺構 と

の前後関係は不明である。

S D146の 出土遺物は,長頚壺 (324)。 細頚壺 (325)

。高杯 (326)が出土している。長頚壷が存在することか

ら様相 1～ 2に相当するが,細頚壷は体部上位に最大径を

もち,高杯は口縁部が長くなり強いヨコナデが施され,様

相 3～ 4に相当する。混入の可能性があり,細かい時期決

1 黒褐色シルト質極細砂 (5YR2/2,S D42上層)

2 第1層に地山をブロック状に含む (S D42下層)

3 黒色シルト質極細砂 (7.5YR 2/2,S D46上層)

4 第3層に地山をプロック状に含む (S D46下層)

5 黒褐色ンルト質極細砂 (10Y R 3/2,S D36)

6 暗褐色シルト質極細砂 (7.5YR 3/3,S D48上層)

7 黒褐色シルト質極細砂 (5YR2/1,S D48下 層)

8 黒褐色シルト質極細砂 (7.5YR 3/1,S D45)

9 黒褐色シルト質極細砂 (7.5YR 3/2,S D44)

10 暗褐色シルト質極細砂 (7.5YR 3/3,S D43)

11 黒褐色シルト質極細砂 (10Y R 2/1,S D142上層)

12 褐灰色シルト質極細砂 (10Y R 4/1,S D 142中 層)

13 黒褐色シルト質極細砂 (10Y R 3/1,S D142下層)

14 黒褐色シルト質極細砂 (10Y R 3/1,S D146上層)

15 褐灰色シルト質極細砂 (10YR 4/1,S D 142下層)

16 暗赤褐色シルト質極細砂 (5YR3/2,S D143)
17 黒褐色シルト質極細砂(7.5YR 3/1,S D12-1上層)

18 第17層に地山をブロック状に含む (S D12-1下 層)

19 黒褐色シルト質極細砂 (10Y R 3/1,S D12-2)

第54図 -2 S H14・ 15周溝断面上層名
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第56図  S H14・ 15周溝S D44
出土遺物実測図(縮尺1/4)
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定は不可能だが, S D 146は 弥生時代後期後半～終末期と考えられる。

以上, S H14。 15の周溝及び関連溝について報告したが,次はこれら遺構の変遷について検討する。各

遺構は,おおむね様相 2～ 5の限られた期間に入るが,遺構の重複が激しく出土遺物には混入が認められ,

また遺構どうしの前後関係も調査時に充分検討できなかった。このことから,遺構の変遷を復元するのは

困難を極めるが,周辺の遺構 との関係を絡めて復元を試みたい。

出土遺物から時期別に分けると,様相 1～ 2は S D48。 S D142,様相 2前後はS D46,様相 3～ 4は S

D146,様オロ4～ 5は S D43・ S D44・ S D 143,様 相 5は S D42と なる。及に重複している遺構の前後関係

を見ると, S D46→ S D42と なり,ま た S D 1431よ S D42に注ぐ排水溝であることから, S D 143と S D42

は同時期のものである。

周辺に所在する他の遺構で注目されるは S H01で ある。 S D44・ S D46は ,様相 2前後に属するS H01

を避けて掘削されており,様相 5の段階ではS D42が S■ 01を壊して掘削されている。このことは,当初

S H14・ 15周溝を掘削するにあたり, S H01が所在していたため S H01を避けて掘削していたが, S H01

廃絶後はS H14・ 15の居住範囲を拡張して周溝 S D42を 掘削したと考えられる。以上のことから, S D42

・44・ 46は ,一つの竪穴住居周溝の時期差を表し,出土遺物も考慮して, S D46→ S D44→ S D42の 変遷

が考えられる。

Ｄ

稲
】
蝋芹

第62図  S H14・ 15周溝変遷図 【第1段階】(縮尺1/200)

‐
_

第63図  S H14・ 15周溝変遷図 【第2段階】(縮尺1/200)
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次に注目される周辺の遺構は, S D53である。 S D46と S D48が合流して S D53と なっているが, SD

46と S D48は 途中で交差しており同時期のものではない。出土遺物から検討するとS D48→ S D46と なり,

同じS D53を排水溝として利用していることから,近い時期が考えられる。

一方, S H17周 溝であるS D12は S D46(S D42下層)と接しているだけでなく,途中に互いを繋 ぐ連

結滞を掘削しており, S D12つ まりS H17の 排水をS D46(S D42下層)つ まりS H14・ 15の周溝を経由

して下方に流している。 S D12の 断面が深いV字形を呈する特徴は,S D46と 共通している。

以上からS H14・ 15周溝の変遷を復元すると,

【第 1段階】 S D37・ 45。 48。 142に よって構成され,様相 1～ 2に相当する。 S D37・ 45。 48。 142に よ

って囲まれる範囲に竪穴住居が想定されるが,S H14・ 15炉址とは位置がずれるため, S H14・ 15と は別

の竪穴住居の存在が想定できる。S D141は S D37に繋がるため同時期のものであり, S D 141は 別の竪穴

住居の排水をS D37に流していたものと推定される。この排水は,S D 142。 45。 48と 通ってS D53へ と

つながり,最終的にはS R01へ注ぐ。

【第 2段階】S D46(S D42下層)に よって構成され,様相 2～ 3に相当する。S H14炉址がこの周溝と

組み合う可能性がある。S H01が存在していたため,こ れを避けてS D46が掘削されている。S H17周溝

であるS D12と は南端で繋がっており, S D12の排水を受けてS D53へ と流し,最終的にはS R01へ注ぐ

ものである。

第64図  S H14・ 15周溝変遷図 【第3段階】(縮尺1/200)

第65図  S H14・ 15周溝変遷図 【第4段階】(縮尺1/200)
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【第 3段階】 S D42・ 43・ 44に よって構成され,様相 4前後に相当する。 S D42・ 441こ よって囲まれる範

囲に竪穴住居が存在し, S D43は S D42・ 44の排水をS D52(S H19周溝)に流す目的で掘削されている。

なお, S D42'44が 直角に折れて屈曲している理由については, S■ 01が存在していたためと考えるより

は, S H01を壊しているS D52がすでに存在していることから,S D52と 等間隔に距離をおくためと考え

られよう。さらに,出土遺物を検討すると, S D144。 146も この段階に属する可能性がある。 S D144・

146を含めて考えると,S H15炉址またはもう少し東寄りにあった竪穴住居がこの周溝と組み合う可能性

がある。また, S D144・ 146が存在していた場合, S D42の南側は機能しなくなっていたか,ま たはSD
42と S D144・ 146の二重の周溝になっていたとも考えられる。さらに, S D 144・ 146の南にあるS D34・

145(S H20周溝)は ,同規模な周溝が隣接するというだけでなく,S D34が S D146と繋がっている可能

性があり,同 じ第 3段階に属する可能性がある。

【第 4段階】S D36・ 42に よって構成され,様相 5に相当する。S H15炉址がこの周溝と組み合う可能性

がある。S D143が竪穴住居のリト水を周溝であるS D42に流すために掘削された可能性がある。

S H16(第 66図 )

7区北西で検出した直径6.8～ 7.2mを 浪1る 円形と推定される竪穴住居である。削平が著しく,主柱穴と

柱穴,壁溝の一部が残っているのみである。側溝が北側の一部しか残っていないため,正確ではないが,

床面積は約38ゴであろう。内部構造は,主柱穴を中心として5基の柱穴が配置されている。出土遺物がな

いため詳細な所属時期は不明だが,周辺に弥生時代後期後半～終末期の竪穴住居が密集し,構造も類似す

ることから,同 じ時期のものと考えられる。 S D12(S H17周溝)と重複し, S D12よ り先行する。

S H17(第 67～72図 )

7区東で検出した。後世の削平が著しく,炉址や側壁も失われていたが,周溝であるS D12か ら竪穴住

居の存在が推定される。S D12に 囲まれた範囲に柱穴が集中しており,図面上で主柱穴を中心に4基以上

の柱穴の復元を試みた。柱穴からの出土遺物は,弥生土器細片のみである。

周溝S D12は ,直径約15,Omの 円を描いており,東端が調査区外に及ぶが,囲んだ範囲の面積は約177
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第66図  S H16平面・壁溝断面図 (縮尺1/60)
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だと推定される。周溝は一部二重となっているが同時並存ではなく,途中で溝が交差することから再掘削

されたためと考えられ,それぞれ S D12-1・ 2と 呼称した。北側ではS D12-1。 2は 1本だが,西側

ではS D12-1が外側となり,南側では反対にS D12-2が外側となる。さらに, S D12-1・ 2は】ヒ側

で分岐して, S D46(S D42下層溝, S H14。 15周溝)に連結する溝を掘削してお り, S D12-1・ 2の

排水をS D46に 流していたと考えられる。 S D12-1は ,幅約40～ 70cm。 深さ約20～ 40cmで,断面はV字

形もしくは逆台形を呈し,埋土は 2層である。 S D12-2は ,幅約40～ 50cm・ 深さ約30側で,断面はU字

形もしくは逆台形を呈し,埋土は 1層 のみである。なお,断面観察では, S D12-1が S D12-2よ り後

である。また,S D 1491よ 居住域からS D12-2に つながる短い溝で,お そらく排水用と考えられる。 S

P7-23(S H16主柱穴)お よび S D34・ 35と 重複し, SP7-23よ り先行し,他の遺構との前後関係は

不明である。
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S D12-1の出土遺物は,広口壷 (327。 328)・ 奏 (329)。 高杯 (330～ 334)・ 鉢 (335)な どが出土

している。広口壷は,口縁部が直角近 くに折れ端部をつまみあげ,短い頚部がつくもので,様相 2～ 3に

相当する。奏は,日縁部が短 く端部を肥厚させ,様相 2前後であろう。高杯は,口縁部がやや長くなり始

め,強いヨコナデを施すことから,様相 3前後であろう。鉢や底部 (336。 337)も 平底であり,様相 2～

3に納まるものである。一方, S D12-2の出土遺物は,蓋 (338)や 高杯接合部 (339)であり,細かい

時期決定はできないが, S D12-1と 同じ頃であろう。出土遺物から, S D12-1と S D12-2両者の細

かい時期差は判別できないが, S D12は 様相 2～ 3に相当し,弥生時代後期後半と考えられる。

S D12-1。 2混在の出土遺物を概観すると,南東部分で出土した遺物は,奏 (341～ 343)。 高杯 (344
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～347)。 鉢 (348)が出上している。奏は,口縁部が短く底部は平底であり,様相 2～ 3に相当する。高

杯は,日縁部が短く様相 2に相当する。鉢は,丸底だが表面にカゴロが残るもので,特殊な使用方法が想

定される。南部分で出土した遺物は,広 口壺 (349)。 高杯 (350)・ 奏 (351・ 352)。 底部 (353)が出

土している。広口壺は,口縁部が直角近くに折れ端部をつまみあげ,様相 2前後であろう。奏も,口縁部

が短 く端部を肥厚させ,同 じ頃であろう。高杯は,やや長い口縁部の破片で新しい様相が見られ,混入の

可能性がある。

S H18(第73図 )

10区南西で検出した。後世の削平が著しく,炉址や側壁も失われていたが,周溝であるS D05(S D06)

から竪穴住居の存在が推定される。 S D05に 囲まれた範囲に柱穴が集中しており,図面上で 7～ 8基の柱

穴による復元を試みた。柱穴からの出土遺物は,弥生土器細片のみである。

周溝 S D05は ,幅約40～ 70cm・ 深さ約10～15cmで ,断面はU字形を呈する。埋土は 2層である。周溝 S

D05が描 く平面は,直径約13.0～ 13.2mの 円であり,西端が調査区外に及ぶが,囲んだ範囲の面積は約135

∬となる。 S B10。 12と S D04。 07・ 41・ 154と 重複 し, S D07よ り後出し,S D04よ り先行 し,他の遺

構 との前後関係は不明である。

S D05の 出土遺物は,奏 (354・ 355)・ 広口壺 (356)。 底部 (357・ 358)がある。奏は,口縁部径 と

体部最大径がほぼ同じもので,底部が完全に丸底となっており,様相 6に相当する。広口壷は,日縁部が

直角近 くに折れ, しかも長いことから,様相 5に相当する。底部は,平底で様相 3前後と推定され,混入

品と考えられる。以上のことから, S D05は様相 5～ 6に相当し,弥生時代終末期の時期が考えられる。

S H19(第74図 )

5～ 6区西で検出した。後世の削平が著しく,炉址や側壁も失われていたが,壁溝の一部と考えられる

ものが残っていたこと,周溝であるS D52・ 120。 122。 125。 134。 137か ら竪穴住居の存在が推定される。

壁溝に囲まれた範囲にある柱穴から復元を試みたが,他の遺構との重複が激しく,ま た S D55に よって壊

されているため,柱穴は並ばなかった。

周溝は,幅約30～ 50cm・ 深さ約10～20cmで ,断面はU字形または逆台形を呈する。埋土は 1～ 2層であ

る。周溝の遺構番号が違うのは,整理段階において周溝であることを確認したためである。 S D120の 内

側にS D125が存在するが,同 じ弧を描いていることから周溝と関連する遺構と想定される。また, SD

52の途中で,S H14・ 15の排水を流す S D43が 合流する。 S D52は S D137を経て S D62(S H10。 11周

溝)へとつながっている。また,S D 122は S D57(S H10周溝)へ とつながっている。これら周溝が描

く平面は,直径約11.6～ 11.8mのやや不整な円であり,西端が調査区外に及ぶが,囲んだ範囲の面積は約

104だ となる。 S H01・ 13や S D54・ 55。 109・ 138な どと重複 し,S H01よ り後出し,S D55よ り先行 し,

他の遺構との前後関係は不明である。

周溝 S D52の 出土遺物は,甕 (359～ 361)・ 高杯 (362)が出土している。甕 (359)1ま ,日縁部が短い

が薄く,肩が張っており様相 4～ 5に相当する。3601ま穿孔があり甑として利用されている。3611ま ,外面

に叩きが施され底部にくびれをもち平底のもので,東讃でよく見られ,様相 4～ 5に並行すると考えられ

ている。 S D122の 出土遺物は,奏 (365)。 鉢 (367)。 底部 (366・ 368)が出土している。甕は,口縁

部に強いヨコナデが施され,やや肩が張っており様相 4に相当する。底部も,平底を残すが丸底イとが進ん

でおり,様相 4～ 5に相当する。 S D134か らは奏 (363'364)が 出土しており,363は 口縁端部を上下に

拡張し後期前半,3641ま 口縁部が水平近くに折れ,やや肩が張っており様相 4～ 5に相当する。 S D 137か

らは奏 (369)と 底部 (370)が 出上しており,奏は口縁端部を上下に拡張し後期前半,底部は厚さのうす
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い平底で後期後半と推定される。以上,周溝からの出土遺物を検討すると,様相 4～ 5に相当する遺物が

多く出土しており, S D57を 周溝として共有するS H10が様相 4～ 5に相当することから, S H19も 様相

4～ 5に相当し弥生時代終末期の時期が考えられる。

S H20(第75図 )

7区北東で検出した。後世の削平が著しく,炉址や側壁も失われていたが,周溝であるS D34・ 140・

145か ら竪穴住居の存在が推定される。周溝に囲まれた範囲に柱穴が集中しており,図面上で 4基以上の

柱穴による復元を試みた。柱穴からの出土遺物は,弥生土器細片のみである。

周溝は,幅約30～ 40cm・ 深さ約10～30cmで ,断面はU字形を呈し,坦土は 1層のみである。周溝の遺構

番号が違うのは,整理中において周滞であることを確認したためである。また,S D34と S D145が 交差

しており, 1度は再掘削が行われた可能性がある。これら周溝が描 く平面は,直径約11.Omの 円であり,

東端が調査区外に及ぶが,囲んだ範囲の面積は約95だ となる。 S D12(S H17周溝)。 36(S H14・ 15周

溝)。 37(S H14・ 15周溝)・ 147と 重複 し, S D147よ り先行し,他の遺構との前後関係は不明である。

出土遺物は弥生土器細片のみで時期決定はできないが,竪穴住居 S H14。 15の第 3段階で述べたとおり,

同規模の周溝 (S D 144。 146)が隣接または接続する可能性があることから,同 じ様相 4に属する可能性

があり,こ の場合 S H20の 所属時期は弥生時代終末期となる。

S H21(第 76図 )

10～11区西で検出した。竪穴住居相当部分は調査区外に及ぶが,周滞と推定されるS D08。 39。 41か ら

竪穴住居の存在を推定した。

周溝は,幅約30～ 90cm・ 深さ約10～30cmで ,断面はU字形を呈する。埋土は 1～ 2層 である。周溝の遺

構番号が違うのは,整理段階において周溝であることを確認したためである。周滞が描く平面は,直径約

14.Omの円であり,東端の一部を検出したにすぎない。囲んだ範囲の面積を算出すると約154ゴ となる。

S D04・ 05(S H18周 溝)。 135と 重複し,S D04よ り先行し,他の遺構との前後関係は不明である。

周溝 S D08。 41の 出土遺物は,底部 (371～ 374)。 高杯 (375)。 用途不明石器 (376)が 出土している。

底部は丸底化が認められるもまだ平底であり,高杯は回縁部が短いことから,様相 3前後に相当し,弥生

時代後期後半と考えられる。

S H22(第 77図 )

5区中央で検出した。遺構の重複や後世の削平が著しく,竪穴住居に伴う遺構は不明だが,周滞である

S D83・ 109か ら竪穴住居の存在が推定される。

周溝は,幅約30～ 40cm・ 深さ約40cmで,断面はU字形を呈し,埋土は 3層 である。周溝の遺構番号が違

うのは,整理中において周溝であることを確認したためである。これら周溝が描 く平面は直径約13.0～ 13,2

mの 円であり,囲んだ範囲の面積は約135だ となる。 S H10～ 12と S D55。 57(S H10周 溝)。 59(SH

ll周 溝)・ 62(S H10。 11周溝)・ 63・ 104(S H23周 溝)な どと重複 し,S D63よ り後出し,S D55よ

り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

周溝 S D83の 出土遺物は,甕 (377・ 378)の みが出土している。377は ,口縁端部を上下に拡張し後期

前半のもの,378は肩が張っているだけでなく体部の球形化が見られることから様相 5～ 6に相当する。

S D109か らは,細頚壺 (379)。 広口壷 (380)・ 奏 (381)・ 高杯 (382。 383)・ 底部 (384。 385)が出

土している。細頚壷は,回縁部がふくらまず様相 1～ 2に相当する。広口壺は,日縁端部を下方に拡張し,

退化した凹線を施し,後期前半に相当する。発は,口縁部が短 く端部のつまみあげをわずかに残し様相 3

前後に相当する。高杯は,脚部を大きく広げており,終末期に相当する。底部のうち,384は 丸底化が進
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んでおり様相 5～ 6に ,385は やや上げ底の平底で,様相 3前後であろう。以上のように,出土遺物は後

期前半から終末期のものが混じっているが,も っとも新しい時期を採用すれば,様相 5～ 6に相当し弥生

時代終末期と考えられる。

S H23(第 78図 )

5区西で検出した。遺構の重複や後世の削平が著しく,竪穴住居に伴う遺構は不明だが,周溝であるS

D68・ 104。 108か ら竪穴住居の存在が推定される。

周溝は,幅約30～ 60cm・ 深さ約10～ 50cmで,断面は逆台形を呈し,埋土は 1～ 2層である。周溝の遺構

番号が違うのは,整理中において周溝であることを確認したためである。これら周溝が描く平面は直径約

12.8mの 円であり,西端が調査区に及ぶが,囲んだ範囲の面積は約129∬ となる。また, S D 104か ら分岐

して S D 107が弧を描きながらのびてお り,周溝を拡張している可能性がある。 S H10。 11と S D55・ 57

(S H10周 溝)・ 59(SH■周溝)。 56・ 63・ 99(S H03周 溝)。 109(S H22周 溝)な どと重複 し,S
D63よ り後出し, S D55よ り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

周溝 S D68か らは,奏 (386)。 底部 (387)。 製塩土器 (388)が 出土している。奏は口縁部がうす く

長 く,底部はほぼ丸底であり,様相 5～ 6に相当する。 S D104か らは,長頚壷 (389)・ 甕 (390)・ 高

杯 (391)。 底部 (392～ 394)が出上している。長頚壷は口縁部が折れ曲がらないもので様相 1前後,甕

は口縁部が水平近くに折れ曲がり様相 5～ 6,底部も球形化しており様相 6に相当する。以上のように,出

土遺物は少し古いものが混じるが, S H23は様相 6に相当し弥生時代終末期と考えられる。

(2)掘立柱建物跡

弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属すると推定される掘立柱建物跡は,計12棟確認している。このう

ち,調査時に確認していた掘立柱建物跡は 8棟で,整理時に柱穴の位置から類推したのは 4棟である。平

面形態は,桁行 2間以上,梁間 1間の長方形を基調としている。桁行は 3間 のものが 4棟と多いが, SB

01の ように4間のものも見られる。主軸は,すべて東西方向でN64° ～89° Wま たはN78° ～89° Eを示

し,遺跡付近に残る条里地割とはあまリー致しない。また,柱穴は円形のものだけで,方形のものは 1基

も存在しない。

このため,数少ない出土遺物からも考慮して,掘立柱建物跡の時期を弥生時代後期～古墳時代前期初頭

とした。ただし,付近にわずかながら古代の溝が確認され,竪穴住居 S H09の ように弥生土器しか出土し

ないが,その構造から古代に属することが判明したものもあり,掘立柱建物跡の詳細な時期判定には,資

料の増加が待たれる。

S B01(第79図 )

11区中央で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN64° Wであり,桁行 4間 (7.9m),梁間 1間 (4.1

m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約32∬ を測る。桁行の芯心間の距離は1.7～ 2.lmを測る。柱穴

の平面は円形であり,その規模は直径30～40cm,深さ15～30cmを測る。柱穴の埋土は,黒色シルト質極細

砂が主体を占める。北側桁行のすべての柱穴は,柱穴の平面が 2基ずつ瓢箪形に重なっている。これは,

建替えが行われたのか,ま たは添え木をした可能性が考えられる。埋上の断面観察では, 2基の柱穴の新

旧は明らかにできなかった。

出土遺物は,弥生土器破片が見 られる。図化できたSP■ -9。 10出上の甕 (395)か ら, S B01は 弥

生時代後期後半のものと考えられる。
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S B02(第80図 )

11区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN77° Wであり,桁行 3間 (5。 4m),梁間 1間 (3.0

m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約16だ を測る。桁行の芯心間の距離は1.7～ 2.Omを測る。柱穴

の平面は円形であり,その規模は直径40～ 60cm,深 さ15～25cmを測る。柱穴の埋土は,黒褐色シル ト質極

細砂が主体を占める。 S Pll-40の底には,川原石を使った根石が残されていた。 S B03・ S D04と 重複

し, S D04よ り先行するが,S B03と の前後関係は不明である。

出土遺物は,弥生土器破片が見 られる。図化できたS Pll-30出上の広口壷 (396)か ら, S B02は弥
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生時代後期後半のものと考えられる。

S B03(第 81図 )

11区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN89° Eであり,桁行 2間以上 (3.7m以上),梁間

1間 (3.2m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約12だ以上を測る。東側が調査区外に及ぶため,全
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体の規模は不明である。また,南西隅の柱穴は,後世の削平により失われている。桁行の芯心間の距離は

1.5～1.8mを 測る。柱穴の平面は円形であり,その規模は直径20～40cm,深さ10～20cmを測る。北側桁行

の柱穴のうち, 2基の柱穴に別の柱穴が隣接していることから,建替えが行われたのか,ま たは添え木を

した可能性が考えられる。柱穴の埋土は,黒色シルト質極細砂が主体を占める。 S B02・ S D02と 重複す

るが,前後関係は不明である。

出土遺物は弥生土器細片のみで,図化できるものはなかった。他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模

をもつことから, S B03も 弥生時代後期後半のものと考えられる。

S B04(第 82図 )

10区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN78° Eであり,桁行 2間 (3.2m),梁間 1間 (2.3

m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約 7ゴ を測る。北東隅の柱穴は,後世の削平により失われてい
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る。また,他の掘立柱建物跡が 3間以上なのに対し, S B04のみが桁行 2間である。桁行の芯心間の距離

は1.6～ 1.7mを 測る。柱穴の平面は円形であり,その規模は直径30～ 35cm,深 さ10～20cmを測る。柱穴の

埋土は,黒色シル ト質極細砂が主体を占める。

出土遺物はないが,他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模をもつことから, S B04も 弥生時代後期後

半のものと考えられる。

S B05(第 83図 )

10区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN85° Wであり,桁行 3間 (4.5m),梁 間 1間 (2.5

m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約11ゴ を沢1る 。北桁行の柱穴 1基が,後世の削平により失われ

ている。桁行の芯心間の距離は1.35～ 1.5mを 測る。柱穴の平面は円形であり,その規模は直径30～ 60cm,

深さ10～15cmを 測る。柱穴の埋土は,黒褐色シル ト質極細砂である。

出土遺物はないが,他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模をもつことから, S B05も 弥生時代後期後

半のものと考えられる。

S B06(第 84図 )

10区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN88° Wであり,桁行 1聞以上 (1.3m以上),梁間

1問 (2.9m)の規模をもつ長方形の棟 と推定され,床面積は 4∬以上を測る。東側が調査区外に及ぶた

め,全体の規模は不明である。桁行の芯心間の距離は1.2～ 1.3mを測る。柱穴の平面は円形であり,その

規模は直径30～ 60cm,深 さ10～ 30cmを測る。柱穴の埋土は,黒褐色シルト質極細砂である。

出土遺物は,弥生土器破片が見られる。図化できた S P10-34出上の底部 (397)か ら, S B06は弥生

時代後期後半のものと考えられる。

S B07(第 85図 )

8区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN89° Wであり,桁行 2間以上 (5.Om以上),梁間

1間 (3.35m)の 規模をもつ長方形の棟で,床面積は17∬以上を測る。東側が調査区外に及ぶため,全体

の規模は不明である。桁行の芯心間の距離は2.5mを 測る。柱穴の平面は円形であり,その規模は直径50

～80clll,深 さ20～30cmを測る。柱穴の埋土は,黒褐色シル ト質極細砂である。S Dllと 重複 し, S Dllよ

り後出する。

出土遺物は弥生土器細片のみで,図化できるものはなかった。他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模

をもつことから, S B07も 弥生時代後期のものと考えられる。

S B08(第 86図 )

8区中央で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN88° Wであり,桁行 3間 (5。 4m),梁 間 1間 (3.7

m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約20� を測る。桁行の芯心間の距離は1.8mを 測る。柱穴の平

面は円形であり,その規模は直径40～ 60cm,深 さ20～40cmを 測る。南北桁行の柱穴のうち,対の位置にあ

る柱穴 1基ずつに別の柱穴が隣接しており,建替えが行われたのか,ま たは添え木をした可能性が考えら

れる。柱穴の埋土は,黒褐色シルト質極細砂である。S K03と重複するが,前後関係は不明である。

出土遺物は弥生土器細片のみで,図化できるものはなかった。他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模

をもつことから, S B08も 弥生時代後期後半のものと考えられる。

S B09(第 87図 )

8区西で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN85° Eであり,桁行 2間以上 (3.8m以上),梁聞

1間 (3.Om)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は■だ以上を測る。西側が調査区外に及ぶため,全体

の規模は不明である。桁行の芯心間の距離は1.8～ 2.lmを 測る。柱穴の平面は円形であり,その規模は直
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径30～ 50cm,深 さ20～30cmを測る。柱穴の埋土は,黒褐色シルト質極細砂である。 S K13と 重複するが ,

前後関係は不明である。
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出土遺物はないが,他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模をもつことから, S B09も 弥生時代後期後

半のものと考えられる。

S B10(第88図 )

10～11区東で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN86° Eであり,桁行 3間 (4。 4m),梁 間 1間
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第87図  S B09平面 。断面図 (縮尺1/60)
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出土遺物はないが,他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模をもつことから, S B10も 弥生時代後期後

半のものと考えられる。

S Bll(第89図 )

10区西で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN89° Wであり,桁行 1間以上 (2.Om以 上),梁間

1間 (2.5m)の 規模をもつ長方形の棟と推定され,床面積は 5だ以上を測る。西側が調査区外に及ぶた

め,全体の規模は不明である。桁行の芯心間の距離は1.5～ 2.Omを 測る。柱穴の平面は円形であり,その

規模は直径30～50cm,深さ10～20cmを測る。柱穴の埋土は,黒褐色シル ト質極細砂が主体を占める。

出土遺物はないが,他の掘立柱建物跡と類似する構造・規模をもつことから, S Bllも 弥生時代後期後

半のものと考えられる。

S B12(第90図 )

10～11区中央で検出した掘立柱建物跡である。主軸方位はN78° Wであり,桁行 2間 (5。 2m),梁間 1

間 (2.7m)の規模をもつ長方形の棟で,床面積は約14ゴ を測る。桁行の芯心間の距離は2.2～ 3.Omを 測

る。柱穴の平面は円形であり,その規模は直径30～ 60cm,深 さ10～20cmを測る。桁行の芯心間距離が南北

ともに長い個所があり,当初から柱穴がなかったのか,後世の削平により柱穴が失われたのか不明である。

柱穴の埋土は,黒色シル ト質極細砂が主体を占める。S H18と 重複するが,前後関係は不明である。

出土遺物は,弥生土器破片が見られる。図化できた S P10-67出上の壺口縁部 (398)か ら, S B12は

弥生時代後期後半のものと考えられる。

(3)極 U

検出した柵列は,計 6列である。すべて,整理時に柱穴の位置から復元したものである。柱穴 4基から

構成されるものが多い。主軸は,すべて東西方向でN73° ～87° Eま たはN59° Wを示し,遺跡付近に残

る条里地割とは一致しない。また,柱穴は円形のものだけで,方形のものは 1基も存在しない。

このため,数少ない出土遺物からも考慮して,柵列の時期を弥生時代後期～古墳時代前期初頭とした。

ただし,付近にわずかながら古代の溝が存在しており,柵列の詳細な時期判定には資料の増加が待たれる。

S A01(第91図 )

10区南西で検出した東西方向の柵列で, 4基の柱穴で構成される。主軸方位はN73° Eである。柱穴の

芯心間の距離は2.Omを 測 り,柵列の総長は6.Omと なる。柱穴はすべて 2基の柱穴が隣接して並んでいる

ことから,建替が行われたものと考えられる。柱穴は円形であり,その規模は直径40～ 50cm,深 さ10～ 20

cmを 測る。 S H18と 重複するが,前後関係は不明である。

出土遺物は,弥生土器破片が見られる。図化できたS P10-66出 土の底部 (399)か ら,S A01は 弥生

時代後期後半のものと考えられる。

S A02(第91図 )

9区中央で検出した東西方向の柵列で, 4基の柱穴で構成される。主軸方位はN78° Eである。柱穴の

芯心間の距離は1.8～ 2.2mを 測 り,柵列の総長は5。 7mと なる。柱穴は円形であり,その規模は直径25cm,

深さ10cmを測る。

出土遺物はないが,周辺に弥生時代後期の遺構が存在することから, S A02も 同時期の可能性がある。

S A03(第91図 )

9区中央で検出した東西方向の柵列で, 4基の柱穴で構成される。主軸方位はN70° Eである。柱穴の

芯心間の距離は1,3～ 1.6mを 測 り,柵列の総長は4.3mと なる。柱穴は円形であり,そ の規模は直径30～

50cm,深 さ10～20cmを 測る。

-72-



Ｄ

ｓＰ．ｏ

ノ
Ψ

↑

．
　

９
．

Ｏ
ｓＰ

一

――-1戸59m

SA01

⑤
SP9 40

-卜
59皿

SA02

SA03

扇
Ｏ
ｓＰ 併

］

〃

υ

令

〔）
］
一

1黒色シルト質種細砂

2黒褐色シルト質極細砂 (10YR2/21

3黒褐色シルト質極細砂 17 5YP2/り

4黒褐色シルト質極細砂 1751R3/1)

5黒色シルト
ー

9 5YP2/1)

6黒褐色ンルト質極細砂 (10Ⅶ3/1)

0     1m

-

〃

メ

一　
　
針

⑤
骰

一
　

　

針

⑤
ｓＰ

ひ
】

ガ

絹

↑

餅
蝉

一　

習

Ｏ
ＳＰ９

一
嚇

③

卸

SA04

篭7戸 QttOi
一―― とお9m

SA05

96戸
q戸〔堵―≪

_____ レ59m

SA06

＼
399 SA01(SP10-66)  400 SA03(SP9-26)

0               10 Cm

馬 400

第91図  S A01～ 06平面 。断面図 (縮尺1/60)出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

迎 ノ 翻9

-73-



出土遺物は,弥生土器破片が見られる。図化できたSP9-26出 上の高杯脚部 (400)か ら, S A03は

弥生時代後期後半のものと考えられる。

S A04(第91図 )

9区東で検出した東西方向の柵列で, 4基の柱穴で構成される。主軸方位はN87° Eである。柱穴の芯

心間の距離は1.9～2.lmを 測 り,柵列の総長は6.Omと なる。東端の柱穴が,調査区の端に位置するため,

さらに東へのびる可能性はある。柱穴は円形であり,その規模は直径30～ 50cm,深 さ10～20cmを測る。

出土遺物はないが,周辺に弥生時代後期の遺構が存在することから, S A04も 同時期の可能性がある。

S A05(第91図 )

8区南で検出した東西方向の柵列で, 6基の柱穴で構成される。主軸方位はN59° Wである。柱穴の芯

心間の距離は1.2～ 1.7mを 測 り,柵列の総長は7.Omと なる。柱穴は円形であり,その規模は直径40～ 50

cm,深 さ20～25cmを測る。弥生時代前期の環濠 S Dll外側に並列するが, S Dllがゆるやかに曲がってい

るのに対して S A051よ直線であること, S A05以外にS Dllと 並列する柵列がないことから, S Dllと は

無関係と考えられる。

出土遺物は弥生土器細片のみで,図化できるものはなかった。周辺に弥生時代後期の遺構が存在するこ

とから, S A05も 弥生時代後期の可能性がある。

S A06(第91図 )

7区東で検出した東西方向の柵列で, 6基の柱穴で構成される。主軸方位はN70° Eである。柱穴の芯

心間の距離は1.0～ 1.7mを 測 り,柵列の総長は6.7mと なる。柱穴は円形であり,その規模は直径40～ 70

cm,深 さ30～40cmを測る。 S H17と 重複するが,前後関係は不明である。

出土遺物は弥生土器細片のみで,図化できるものはなかった。周辺に弥生時代後期の遺構が存在するこ

とから, S A06も 弥生時代後期の可能性がある。

(4)井戸

弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属する井戸は,計 2基確認した。 2基 とも簡易な素掘 りの井戸であ

る。 S E02は本遺跡で主体を占める微高地上に存在するが, S E01は調査区北東隅で確認した別の微高地

(別 の集落)の ものと考えられる。

S E01(第92～94図 )

1区中央の旧1可道 S R01東岸で検出した。この井戸のみが,他の遺構 と違って,別の微高地に立地する。

南北1.lm,東西0.8m,深 さ1.lmを測る素掘 りの井戸である。埋土は 3層確認している。第 1・ 2層 (上

層)は黒色シルト質極細砂,第 3層 (下層)は暗灰色シルト質細砂である。 S R01に注 ぐ小河川 S R02の

底に位置し,雨期には水没したと推定される。

上下層から弥生土器が出土しているが, S R01に 隣接し, S R02河底にあたるためか,出土遺物は下層

においても時期幅が見られる。下層出上のうち,長頚壷 (403)イま様相 2に相当するが,広口壷 (401)は

やや丸底であり,細頚壷体部 (402)は 算盤形を呈することから,様相 4～ 5に相当し弥生時代終末期と

考えられる。また,土器と一緒に袋状鉄斧の柄 (406)が出土している。

S E02(第95～98図 )

7区中央で検出した井戸で,南北1,lm,東西1.lm,深 さ0。 7mを測る素掘 りの井戸である。埋土は 3

層確認しているが,第 1・ 2層は暗褐色シルト質極細砂,第 3層 は黒褐色シルト質極細砂である。 S K07

と重複し, S K07よ り後出する。

第 1・ 3層 から弥生土器が出土している。下層である第 3層 出土遺物を概観すると,奏 (416。 417)の
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1晴褐色シルト質薩報団♭17.5YM3,地山をプロック状に鉤
2第 1層と同じだが地山を含まない

3黒褐色シルト質極細砂 (lωR〃2)

第95図  S E02平面 。断面図 (縮尺1/60)
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第96図  S E02第 3

翁
僻

層出土遺物実測図 (縮尺1/4)

0             10cm

-76-



∩

令♀ポ
=罫ィド

＼＼
い

0              5 cm

第98図  S E02第 1層上部出土遺物実測図 (縮尺1/4,1/2)

口縁端部や高杯 (4豊2・ 423)の 脚端部には,凹線文または凹線文が退化した沈線を施している。底部 (420

・421)は 平底である。小山南谷遺跡 S H03出 土資料に並行すると考えられ,弥生時代後期前半中葉と考

えられる。なお,小形土器 (424)の 底部外面には,酸化鉄による赤色顔料が付着している。また,上層

である第 1層から出上した遺物も,下層と同じ特徴を示しており,同時期のものと考えられる。

(5)土坑

弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属する土坑は,計 8基確認した。平面形態は,不整な円形のもの 2

基,細長い楕円形のもの 5基,不明 1基である。特にS Kllは ,他の土坑と比べて溝状に細長い。この S

K llと 平面形態が類似するのが溝 S D24・ 25。 27で,調査時は溝として分類したが,機能的には土坑に分

類すべきものである。

S K01(第 99図 )

426

第97図  S E02第 1層下部出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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7区北東で検出した土坑で,調査のための排水用側滞を掘削中に検出したため,平面形態・規模は不明

である。埋土は,黒褐色シル ト質極細砂である。出上した弥生土器甕 (435)は ,日縁部が短 く端部がや

や肥厚することから様相 2～ 3に相当し,弥生時代後期後半と考えられる。

S K03(第 101図 )

8区東で検出した土坑で,南北2.2m,東西2.2m,深 さ0.2mを 測る不整円形の土坑である。埋土は,

黒褐色シル ト質極細砂である。出土遺物は,弥生土器破片が見られる。図化できた大形鉢 (439)は ,日

縁部にヨコナデを施すものの外反しないことから,様相 4に相当し弥生時代終末期のものと考えられる。

S K05(第 100図 )

5区北西で検出した土坑で,南北0。 7m,東西0。 9m,深さ0。 2mを測る楕円形の上坑である。埋土は,2

―一  ―― とも 3m

彰
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ー

0             10Cm

第99図  S K01出土遺物実測図(縮尺1/4)
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第100図  S K05平面・断面図 (縮尺1/60)

出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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第102図  S K08平面 。断面図 (縮尺1/60)出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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層に分かれる。この S K05は ,竪穴住居 S H03の 内部に所在することから住居内に設けられた土坑の可能

性もあり,出土遺物の時期 も一致する。出土した弥生土器には,広口壺 (436)が見られること,小形鉢

(438)の底部が丸底となっていることから様相 5～ 6に相当し,古墳時代前期初頭と考えられる。

S K08(第102図 )

7区中央で検出した土坑で,南北1.lm,東西1.6m,深 さ0.lmを測る不整円形の上坑である。埋土は

1層のみである。出上した弥生土器を概観すると,時期幅が認められる。奏 (440)1ま口縁端部を広 く拡

張し弥生時代後期前半にまで遡る可能性があり,底部 (442～ 443)イよ平底から丸底への過渡期として捉え

られ弥生時代後期後半と考えられる。新しい時期を採用して,弥生時代後期後半と推定したい。

S Kll(第 103図 )

8区北で検出した土坑で,南北0,9m,東西4。 7m,深 さ0。 3mを測る細長い楕円形の土坑である。埋土

は 2層 に分かれる。出土した弥生土器奏 (444～ 447)は口縁端部を厚 くさせず,製塩土器 (449)力Ⅵ 形ヽ

化していることから,様相 4～ 5に相当し,弥生時代終末期と考えられる。

S K12(第104図 )

7～ 8区西で検出した土坑で,南北1.6m以 上,東西0。 7m,深さ0.3mを 測る細長い楕円形の上坑であ

る。埋土は,黒褐色シル ト質極細砂である。出上した弥生土器甕 (451)は ,体部外面に叩きを施し,頚

部を強く屈曲させ,日縁部は外反しながら上にのびる。底部 (453)イよ平底を残すものの九底化が進んで

いる。これらの特徴から,弥生時代終末期と考えられる。ただし,底部 (454)の みが,角 を明瞭に残す

平底で後期前半まで遡る可能性があるが,こ れ 1点のみであることから混入と考えられる。

S K14(第105図 )

8区北西で検出した土坑で,南北1.Om,東西2。 lm,深さ0。 lmを 測る細長い楕円形の土坑である。埋

土は 1層 のみである。出土した弥生土器甕 (455)イよ口縁部がうす くのびるが,奏 (456)は 口縁端部がや

や厚 くなり古い様相を示す。底部 (457)イま,丸底となっている。高杯 (458・ 459)は ,口縁部にヨコナ

デが施され外反する。これらの特徴から,時期幅が存在するが,弥生時代終末期と考えられる。

S K15(第106図 )

9区北で検出した土坑で,南北0。 6m,東西1.9m,深 さ0。 15mを測る細長い楕円形の上坑である。埋土

は 1層のみである。出土した弥生土器壺 (460)イま,体部が丸みを帯びるが,底部は平底である。弥生時

代後期後半と考えられる。

(6)溝

弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属する溝は,計48条確認している。この数字には,竪穴住居の周溝

としたものは含まれていない。溝の多 くは,竪穴住居や周溝からの排水を目的として掘削されたものが多

く,排水先として旧河道 S R01に注いでいる。一方, S D24・ 25・ 27の ように滞とするより機能的には土

坑に分類すべきものもあり,特にS D24・ 27は大量の土器を棄てた廃棄土坑である。

S D02・ 09(第 107。 158図 )

10・ 11区東で検出した幅約40～ 50cm,深 さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは

約22mを 測る。11区南端より調査区内に入り,わずかに湾曲しながら北東方向に調査区を縦断し,10区東

端で調査区外に出る。11区 と10区での溝底の比高差はない。埋土は大きく2層 に分かれる。後世の削平に

より途中が削平されて途切れていたため,調査時は別の遺構番号としたが, S D02・ 09は 同じ溝である。

出上した弥生土器奏 (461)イま,口縁部がうす く伸びるもので,弥生時代終末期と考えられる。他に,

打製石庖丁状の石器 (682)が出土している。
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S D04下 層溝 (第 109・ 158図 )

11区で検出した東西方向の条里溝 S D04の西端下部において検出した。 S D04と 埋土が酷似するため,

調査時はS D04に含めて掘削したが,整理中にS D04と 分離することが判明した。 S D04に よって上部が

壊されているが,幅約70～ 110cm,深 さ約15cmを測る断面U字形の遺構 と推定され,調査区内で検出した

長さは約 3mを測る。遺構の西側は調査区外に及ぶため,全容は不明である。埋土は 1層のみである。溝

として分類 したが,完形に近い大形片口鉢が一括投棄されていることから,廃棄土坑である可能性もある。

出土した弥生土器の器種構成は,完形に近い大形片口鉢 (481～ 483)が 3個体も見られ,他に壷 (484),

甕 (485),鉢 (486),高杯 (488)の破片が認められる。大形鉢のうち481は 口縁部に強いヨコナデが施さ

れやや外反する日縁部をもつ。これに対して,4821よ 口縁部が直線的にのび481よ り古相を呈する。483は ,

丸亀平野からの搬入品と考えられるもので,下川津Ⅲ～Ⅳ式に該当すると考えられる。大形片口鉢 (481

・482)に わずかながら型式差があるが様相 4で も新しい時期と推定され, S D04下層溝は弥生時代終末

ご
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期と考えられる。壺・奏 。鉢は大形鉢と同じ時期と考えられるが,高杯は後期前半と推定され混入品であ

ろう。他に,打製刃器 (681)が出上している。

S D07(第108図 )

10区西で検出した幅約160cm,深 さ約20cmを 測る断面U字形の遺構で,調査区内で検出した長さは約 2

mを測る。遺構の西側は調査区外に及ぶため,全容は不明である。調査時は溝として分類したが,土器を

大量に投棄した廃棄土坑と考えた方が適当である。埋土は 1層のみである。 S D05。 06(S H18周 溝)と

重複し, S D05。 06よ り先行する。

出上した弥生土器の器種構成は,奏 (466～ 472)が多数を占め,次いで細頚壷 (463～ 465),高杯 (479),

大形鉢 (480)を 見ることができる。奏は肩が張って口縁部がうす く伸びるもので,底部 (473～ 478)は

平底を残すものの丸みを帯びており,様相 4～ 5と 考えられる。細頚壷は内彎する口縁部をもって,体部

は算盤形を呈し,様相 4と 考えられる。大形鉢は直線的な日縁部をもち,様相 4と 考えられる。以上のこ

とから,奏に新しい特徴が見られるものの全体的には様相 4で も新しい時期と推定され,弥生時代終末期

と考えられる。なお,壺 (462)は 後期前半と推定される破片で混入品であろう。

S D14(第110図 )

7区西端で検出した幅約60cm,深さ約20cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 lm

を測る。遺構の大部分が調査区外に及ぶため,全容は不明である。埋土は 1層 のみである。

弥生土器奏 (489・ 490)が出上しており,弥生時代後期後半～終末期と考えられる。

S D15(第 111図 )

9区北東で検出した幅約30cm,深さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 4m

を測る。 8区東端より調査区内に入 り,ま っすぐ西南西にのびる。調査区内での溝底の比高差はない。埋

土は 1層のみである。中世素掘溝と重複し,中世素掘溝より先行する。出土した弥生土器高杯 (491・ 492)

は,口縁端部を拡張させ脚端部も厚いことから,弥生時代後期前半と考えられる。

S D18(第 112図 )

9区西で検出した幅約40cm,深 さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 6mを

浪1る 。湾山しながら南北方向に長 く,調査区内で完結している。埋土は 1層 のみである。 S D19。 中世素

掘溝と重複し,中世素掘溝より先行するが, S D19と の前後関係は不明である。出上した弥生土器底部

(493)は ,角が明瞭な平底ながら器壁が薄いことから,弥生時代後期と考えられる。

S D20(第 113図 )

9区西で検出した幅約50cm,深 さ約10cm,長 さ約 3mを測る断面U字形の溝である。南北方向に長く,

調査区内で完結しているが,後世の削平を受けており,本来はもっと長い可能性がある。埋土は 1層 のみ

である。中世素掘溝と重複し,中世素掘溝より先行する。出上した弥生土器壷 (494)は ,日縁端部を上

下に拡張させるが紋様はなく,弥生時代後期と考えられる。

S D21(第 115図 )

8区東で検出した幅約40cm,深さ約10clllを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 7mを

測る。 8区東端より調査区内に入 り,ま っすぐ西北西にのび, S D22と 交差して終了している。溝底の比

高差はほとんどない。埋土は 1層のみである。

出土した弥生土器高杯 (495)。 底部 (496)か ら,弥生時代後期と考えられる。

S D22(第 114図 )

8区中央で検出した幅約50cm,深さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約9.5
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mを測る。北北東～南南西にまっすぐにのびている。滞底の比高差はほとんどない。埋土は 1層のみであ

る。 S Dllと 重複し, S Dllよ り後出する。出土遺物は弥生土器細片のみで図化できるものはなかったが ,

S D21と の関係が想定されることから,同 じ弥生時代後期の可能性がある。

S D23(第 116図 )

8区東で検出した幅約30cm,深 さ約10cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約3.5m

を測る。 8区東端より調査区内に入り,わずかに湾曲しながら西南西にのびる。埋土は 1層 のみである。

出土した弥生土器高杯 (498。 499)は ,口縁部にヨコナデが顕著だが外反しないで立ち上がり,脚端部

をやや肥厚させており,様相 3～ 4に相当し,弥生時代後期後半と考えられる。底部 (500)は ,平底で

ある。なお,高杯 (497)1ま浅い杯部をもち498～ 500よ り古い時期のものであり,混入品と考えられる。

S D24(第 117。 118。 158図 )

8区東で検出した幅70～ 90clll,深 さ15～30cmを測る断面U字形の遺構で,調査区内で検出した長さは約

5mを測る。 8区東端より調査区内に入 り,ま っすぐ西南西にのびる。調査時は溝として分類したが, S

D27と 共通した特徴をもち,土器が多 く投棄されていることから,廃棄土坑と考えられる。埋土は 2層 に

分かれる。 S D25・ 27と 重複し,こ れらより後出する。

出土した弥生土器の器種構成は,高杯 (509～ 518)が多数を占め,次いで甕 (503～ 506),中形鉢 (507),

小形休 (508)な どを見ることができる。甕は,肩が張って口縁部がうす く伸びるもので,様相 5と 考え

られる。高杯は,杯部が深 く口縁部は強いヨコナデで外反し,脚部も広がりを見せることから,様相 5に

相当する。中形鉢も,平底を残すものの九底化が進んでおり,様相 5の範囲に納まるものである。底部 (519

～521)は ,平底および丸底のものが見 られる。以上のことから, S D24は 弥生時代終末期のものと考え

られる。なお,細口壼 (501)の 破片は,直線的な口縁部をもち様相 1～ 2に相当することから,混入品

であろう。他に,砥石または叩き台と推定される石器 (683)が出土している。

S D25(第 119図 )

8区東で検出した幅約50cm,深 さ約15～25cmを測る断面U字形の遺構で,調査区内で検出した長さは約

7mを測る。 8区東端より調査区内に入 り,ま っすぐ西南西にのびる。調査時は滞として分類したが, S

D24。 27と 共通した特徴をもつことから,土坑の可能性がある。埋土は 2層 に分かれる。 S D24。 27と 重

複 し, S D27よ り後出し, S D24よ り先行する。

弥生土器細頚壺 (522・ 523)が出土しており,522は頚部が細長く外反することから様相 1～ 2に ,523

は頚部が短く内彎することから様相 4に相当する。高杯 (524)は 小形の脚部片で,端部はうすくなって

いる。 S D27→ S D25→ S D24と 遺構が重複し, S D24が様相5,S D27が様相 3に相当していることを考

慮すると,細頚重の時期である様相 4と なり,弥生時代終末期と考えられる。

S D27(第 118。 120・ 121図 )

7～ 8区東で検出した幅約50～60側 ,深 さ約35cm,長 さ約 6m以上を測る断面U字形の遺構である。南

北方向にまっすぐのびる。調査時は溝として分類したが,長さが短く,土器が多 く投棄されていることか

ら,廃棄土坑と考えられる。埋土は 1層のみである。 S D24・ 25と 重複し,これらより先行する。

出土した弥生土器の器種構成は,広口壷 (525～ 526),壺 (527),細 頚壷 (528・ 530～ 532),小形丸底

土器 (534・ 535),奏 (536～ 546),中形鉢 (547),小形鉢 (548),高杯 (549～ 555。 557・ 558)な ど各器

種を幅広 く見ることができる。大嶋編年案で様相 3に例示されていたもので,弥生時代後期後半と考えら

れる。広口壺は,頚部がまっすぐ立ち上が り口縁部が折れ曲がる。526は 口縁端部のつまみあげを残す。

細頚壷は,口縁部がわずかに内彎ぎみにまっすぐのび,扁平な球体の体部をもつ。528の底部内面には,
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片回のもので,底部は角を残す平底である。小形鉢は,平底に高台がつくものである。なお,細口壷 (529)

の破片はわずかに外反する回頚部をもち様相 1～ 2に相当し,高杯 (556)は 口縁端部に沈線化 した凹線

紋を施し後期前半に属することから,混入品であるう。

S D32(第 122図 )

7区南西で検出した幅約30～ 50cm,深 さ約30clll,長 さ約 3mを測 り,南北方向の断面U字形の溝である。

埋土は 2層に分かれる。 SP7-112と 重複するが,前後関係は不明である。

出土した弥生土器奏 (561・ 562)は ,回縁部がややうすくのび,端部のつまみあげを一部残す。底部 (563

・564)は ややふくらむが平底である。破片であり細かい時期決定は難しいが,様相 3～ 4に相当し弥生

時代後期後半のものと考えられる。

S D35(第 123図 )

7区東で検出した幅約35cm,深さ約15cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約6.5m

を波1る 。 7区東端より調査区内に入 り,ま っすぐ西南西にのびる。埋土は 2層に分かれる。溝底の比高差

は約 5 cmであり,東に向かって緩やかな傾斜をもつ。この溝は, S D12・ 42連結溝にあたって終結し, S

D12と S D36(S D42の延長)と並行しているが, S D12が様相 2～ 3に相当し,後述するようにS D35

が様相 4～ 5に相当することから,同一時期のものではない。ただし, S D36・ 42が様オロ5の時期に再掘

削されており, S D35と S D36・ 421ま 同時期の可能性がある。

出土した弥生土器は,壺 (565),奏 (566～ 570),高杯 (571)が見られる。壷は,口縁部が直角に折れ

る広口壺の頚部と考えられる破片であり,様相 4～ 5に相当する。奏は,やや肩がはり,口縁部はヨヨナ

デが施されて水平近 くになるものもあるが,底部は平底であり,様相 4～ 5に相当する。高杯は,日縁部

のヨコナデが顕著で外反し,壷 。甕と同時期と考えられる。以上のことから, S D35は 弥生時代終末期の

ものと考えられる。

S D37(第 124図 )

7区北東で検出した幅約100cm,深 さ約30cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約6.5

mを測る。 7区東端より調査区内に入り,湾曲しながら北西にのびる。埋土は 3層 に分かれる。この溝は,

S D142と 同一の可能性があり,さ らに分岐して S D 141が西に向かっている可能性がある。竪穴住居の周

溝と推定され,S H14・ 15の説明で周辺遺構との相互関係を述べている。S D145。 147と 重複し,S D147

より後出し,出土した土器からS D145よ り先行する。

出土した弥生土器は,高杯 (572)が見られる。 S D141・ 142は様相 2～ 3であることから, S D35も

同時期であり,弥生時代後期後半のものと考えられる。

S D38(第125図 )

11区南西で検出した幅約40cn,深さ約15cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 3m

を測る。11区南端より調査区内に入 り,やや湾曲しながら西端より調査区外に出る。埋土は 2層である。

出土遺物は,弥生土器細片と石鏃 (573)の みである。 S D38は 弥生時代後期のものと考えられる。

S D49(第 126図 )

6区東で検出した幅約50cm,深さ約15clllを 測る断面U字形の滞で,調査区内で検出した長さは約1.5m

を測る。 S D50・ 53と 重複するが,前後関係は不明である。出上した弥生土器は,底部 (574)と 製塩土

器 (575)が見られ,弥生時代後期のものと考えられる。

S D53・ 82(第 54・ 62・ 63・ 137・ 159図 )

5～ 6区東端で検出した幅約50～ 60cm,深 さ約40cIIlを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さ
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は約15mを 測る。調査の都合上, S D55よ り南側をS D53,北側をS D82と したが,同一の溝である。 S

D46と S D48が交わる地点から,北北東にまっすぐのび, 5区東端で調査区外に出るか S D79へ と続 く。

この S D53・ 82は ,竪穴住居 S H14・ 15の周溝 S D46・ 48のつ1水を,旧河道 S R01に 導くための溝である。

滞底の比高差は約20cmで あり,北に向かって緩やかな傾斜をもつ。なお, S D46・ 48は時期差があり, S

H14・ 15の項で述べたとおり, S D46は様相 2～ 3,S D48は様相 1～ 2に相当する。このことから, SD

53・ 82も 様相 1～ 3に相当し,弥生時代後期後半と考えられる。埋土は, S D82の個所で 2層 に分かれる。

なお, S H12と S D49・ 50・ 55・ 62・ 63・ 79。 109。 138と 重複し, S D63よ り後出し, S H12・ S D55・

62・ 79。 109・ 138よ り先行し, S D49。 50と の前後関係は不明である。
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S D53よ り,弥生土器細片とともに,漁労用と考えられる石錘 (684)が 出上している。また, S D82

において弥生土器 (602～ 627)が出上したが,調査時はS D82を 明確に認識して掘削できなかったため,

S H12・ S D 109な ど他の遺構出上の遺物が数多 く混入している。

S D56(第 127・ 132図 )

5区中央で検出した幅約40cm,深さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 6m

を測る。 S H10。 11周溝であるS D62の 延長でありS D124に続 くと考えられ,こ の場合, 5区南西端よ

り調査区内に入 り,湾曲しながら北東にのび, 5区東端で調査区外に出る。調査区内の総延長は,約23m

である。埋土は 1層のみである。 S D36・ 55。 107そ して S D 109(S H22周溝)と 重複し, S D55よ り先

行するが,他の遺構との前後関係は不明である。弥生土器細片しか出土していないが, S D62の延長であ

ることから同じ様相 5と想定され,弥生時代終末期のものと考えられる。

S D60(第 25'128・ 159図 )

5区西で検出した幅約90～ 100cm,深 さ約15cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約

13mを測る。 5区西端より調査区内に入 り,東に向かってまっすぐのびるが,途中で南に折れる。 S D36

へと続 く可能性はあるが,断定できない。埋土は 1層 のみである。滞底の比高差はほとんどない。 S H02,

S D59(S Hll周溝)・ 63。 104(S H23周 溝)。 105・ 106。 114・ 118と 重複 し,こ れらすべての遺構 よ

り後出する。

出上した弥生土器には,後期前半に属する細頚壷 (576),様相 4～ 5に属する甕 (577),製塩土器 (578),

底部 (579)が見られるが,様相 6に属するS H02よ り後出することから, S D60は様相 6よ り後のもの

である。なお,土器以外に漁労用と考えられる石錘 (685)が出土している。

S D66(第 129図 )

5区北東で検出した幅約20cm,深 さ約10clllを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約5.5

mを測る。 S H10周溝あたりから北東に向かってまっすぐのび,旧河道 S R01に注いでおり,S H10周溝

の排水溝の可能性がある。埋土は 1層 のみである。溝底の比高差はほとんどない。 S Hllo S D59(SH

ll周溝)。 72と 重複し, S D72よ り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

出土した弥生土器のうち,甕 (580)は 外面に叩きを有するもので,口縁部の屈曲が鋭 く,日縁部と体

部最大径が近いことから様相 5前後に相当する。底部 (581)イよ丸底化が見られる平底であり様相 4～ 5

に相当する。以上のことから, S D66は弥生時代終末期と考えられる。

S D66・ 67・ 80・ 81付近出土遺物 (第 130図 )

5区北東に所在するS D66・ 67・ 80。 81付近から弥生土器が多く出上したが,調査時は出土遺物がどの

遺構に属するのか判断できなかったので,こ こで一括して代表的なものを報告する。広口壷 (582)イま口

縁部が水平近く長くのびるもので様相 5に相当する。奏 (583)は 外面に叩きを有するもので,口縁部の

屈曲が鋭 く,口縁部と体部最大径が近いことから様相 5に相当する。鉢 (585)1ま丸底だがわずかに平底

を残し様相 4～ 5に相当する。これらの土器は,弥生時代終末期に属するものである。

S D74(第 131図 )

4区北西で検出した幅約40側 ,深さ約15cmを測る断面逆台形の溝で,調査区内で検出した長さは約10.5

mを浪1る 。調査区西端から東に向かってまっすぐのび,旧河道 S R01に注いでおり排水溝である。溝底の

比高差は約20cmで あり,東に向かって緩やかな傾斜をもつ。埋土は 2層 である。 S D72・ 92と 重複し, S

D72よ り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

出上した弥生土器のうち,広 口壷 (588)1よ頚部が筒状でさらに口縁部が外反しながら開くもので,後
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期前半末～様相 1の段階で見ることができる。甕 (589)は 口縁部が短 く端部を上下にやや拡張させるこ

とから,広口壺と同じ頃と考えられる。一方,甕 (590)は 肩が張 り体部下半にやや膨 らみがあり様相 5

に相当する。出土遺物が少ない上に 2時期に分かれるため時期決定は難しいが,後期前半末～後半初頭に

属するS D92を壊していることから,その時期の遺物が混入した可能性があり,こ の場合 S D74は弥生時

代終末期と推定される。

S D77(第 133図 )

3区南西で検出した幅約40clll,深 さ約15cmを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約1.5mを 測る。 S

H07周溝付近から東に向かってまっす ぐのび,旧河道 S R01に注いでいることから, S H07周溝の排水溝

である可能性がある。 S D72・ 73(S H06周溝)と 重複し, S D73よ り後出し, S D72よ り先行する。出

土遺物は,碧玉製管玉 (592)の みである。

S D78(第 134図 )

3区南西で検出した幅約30cm,深 さ約25clllを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約2.5

mを測る。調査区西端近 くから東北東に向かってまっすぐのび,旧河道 S R01に注いでおり排水溝である

う。埋土は 2層である。 S D72・ 73(S H06周溝)と 重複し, S D73よ り後出し, S D72よ り先行する。

出土した弥生土器のうち図化できたのは高杯 (594)の みで,脚部が途中折れ曲がってラッパ状に開き,

弥生時代終末期と考えられる。

S D79(第 136図 )

5区北東で検出した幅約40cm,深 さ約15cIIlを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約 6mを測る。後述

するようにS D82と 時期が近いことから, S D82の延長にあたる可能性がある。 S D63・ 80・ 81と 重複し,

S D63よ り後出するが, S D80・ 81と の前後関係は不明である。

出土した弥生土器は,広口壺 (595)。 奏 (596～ 598)・ 高杯 (599・ 600)。 底部 (601)が見られる。

広口壺は,回縁部がラッパ状に開くもので様相 1～ 2に相当する。甕は口縁部が短 く,高杯も口縁部があ

まり長くなく,底部も平底で角を明瞭に残すことから,広 口壷と同じ頃と考えられる。以上のことから,

S D79は 弥生時代後期後半のものと考えられる。

S D84(第135図 )

5区北東で検出した幅約40clll,深 さ約10cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約1.5mを測る。 S

D72・ 79・ 83と 重複し, S D72よ り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

出土した弥生土器は甕 (594)の みで,弥生時代後期後半～終末期と考えられる。

S D85(第138図 )

5区北東で検出した幅約20clll,深 さ約10cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約2.5mを 測る。 S

■11側壁あたりから東に向かってまっすぐのびている。 S Hll・ S D59(S Hll周 溝)・ 72・ 80。 81・ 116

と重複し, S D72よ り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

出土した弥生土器は,甕 (628・ 629)・ 紡錘車 (630)で ある。奏は,口縁部が水平近 くに折れ,やや

肩が張って体部下半に膨らみが出始めるが,底部はまだ平底であり,様相 4～ 5に相当する。紡錘車は土

器の再利用品だが,中央の穿子とは貫通していない。以上のことから, S D85は様相 4～ 5に相当し,弥生

時代終末期と考えられる。

S D87(第139図 )

3区南西で検出した幅約20cm,深 さ約10cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約 3mを 測る。南西

～北東にまっすぐのびる。 S X02・ S D72と 重複するが,前後関係は不明である。
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出土した弥生土器は,製塩土器 (631・ 632)

られる。

S D88(第 140図 )

小形土器 (633)で ,弥生時代後期後半～終末期と考え

3区南西で検出した幅約30cIIl,深 さ約10cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約 4mを測る。南西

～北東に蛇行しながらのびる。 S H05～ 07と 重複するが,前後関係は不明である。

出土した弥生土器は,高杯 (634・ 635)・ 底部 (636)で ,弥生時代後期後半～終末期と考えられる。

S D92(第 141図 )

4区北西で検出した幅約30cm,深さ約20cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約 6mを測る。調査

区西端から北東に向かって弧を描きながらのびており,竪穴住居に伴う周溝の可能性もある。 S■ 08。 S

D73(S H06周 溝)・ 74・ 91・ 95と 重複し,S H08。 S D73(S H06周溝)。 74よ り先行するが,他の遺

構との前後関係は不明である。

出土した弥生土器は,広口壷 (636)。 甕 (637)。 底部 (638)である。広口壷は,頚部が筒状でさら

に口縁部が外反しながら開くもので,後期前半末～様相 1の段階で見ることができる。発は日縁部が短 く

端部を上下にやや拡張させ,広口壺と同じ頃と考えられる。底部も平底で,広 口壷・奏と同じ頃である。

以上のことから, S D92は弥生時代後期前半末～後半初頭と考えられる。

S D93(第 142図 )

4区南で検出した幅約30～ 60cm,深さ約30～40cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは

約9.5mを 測る。調査区西端から東に向かってまっす ぐのび,旧河道 S R01に 注いでおり排水溝である。

溝底の比高差は約20cmであり,東に向かって緩やかな傾斜をもつ。埋土は 2層 である。 S■ 04・ 09と SD

72と 重複し,こ れらすべての遺構より先行する。

出上した弥生土器のうち,広口壷 (639)イま頚部が筒状でさらに口縁部が外反しながら開くもので,後

期前半末～様相 1の段階で見ることができる。奏 (640)イよ口縁端部を上下に拡張させ退化した凹線文を

施しており,後期前半である。奏 (641)イま外面に叩きが施されるもので,底部が平底であり,広口壺 と

同じ頃かやや新しいものと考えられる。製塩土器は底部のつくりが丁寧で体部外面にヘラケズリを施して

おり,他の遺物と同じ頃と考えられる。以上のことから, S D93は弥生時代後期前半末～後半初頭と推定

される。

S D94(第143図 )

4区北西で検出した幅約30cm,深 さ約10cmを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約 lmを測る。調査

区西端から北東に向かってまっすぐのびている。 S D73(S■ 06周溝)。 95'96と 重複するが,前後関係

は不明である。

出上した弥生土器は,壷 (643)・ 奏 (644)で ある。奏は口縁部が短いことから,弥生時代後期後半に

属すると考えられる。

S D97(第144図 )

4区北西で検出した幅約20～ 50cm,深 さ約15cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約 2mを測る。

調査区西端から南東に向かってのびている。 S D73(S H06周溝)と 重複するが,前後関係は不明である。

出上した弥生土器は底部 (645)の みで,弥生時代後期後半～終末期に属すると考えられる。

S D100(第 145図 )

4区南で検出した幅約30～ 60cm,深 さ約30～40cmを 測る断面逆台形の溝で,調査区内で検出した長さは

約14mを 測る。調査区西端から東に向かってまっすぐのび,旧河道 S R01に注いでおり排水溝である。溝
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底の比高差は約20cmで あり,東に向かって緩やかな傾斜をもつ。埋土は 2層 である。 S H04と S D72'99

(S H03周溝)と 重複し,こ れらすべての遺構より先行する。

出土 した弥生土器は,広口重 (646・ 647)・ 奏 (648～ 651)。 底部 (652)がある。広口壷 (647)は 口

縁部が直角近くに折れ曲がるもので,様相 4～ 5に相当する。奏 (648～ 650)は ,口縁部が強く折れ,様

相 4～ 5に相当する。底部は平底だが九みを帯びており,様相 4～ 5に相当する。以上のことから, SD

100は 弥生時代終末期と考えられる。

S D103(第 146図 )

5区中央で検出した幅約40cm,深 さ約10cmを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約1.5mを 測る。

出土した弥生土器は,中形鉢 (653)。 高杯 (654)・ 底部 (655。 656)がある。中形鉢は,口縁端部の

屈曲が弱 く,様相 5～ 6に相当する。底部は,平底だが丸底化が進んでおり,様相 4～ 5に相当する。以

上のことから, S D103は 弥生時代終末期と考えられる。

S Dl13(第 147図 )

5区中央で検出した幅約20cm,深 さ約10側 を測る溝で,調査区内で検出した長さは約0.7mを 測る。

出土 した弥生土器は,中形鉢 (657)。 底部 (658。 659)がある。この中形鉢は,大形鉢と形態が共通

するもので,日縁部がうすく長くなっており,様相 5～ 6に相当する。底部は,丸底だが平底が残ってお

り,様相 6に相当する。以上のことから, S Dl13は古墳時代前期初頭と考えられる。

S Dl14(第 148・ 159図 )

5区中央で検出した幅約15cm,深 さ約10cmを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約1.4mを 測る。

出上した弥生土器は,底部 (660)の みで平底であり,弥生時代後期後半～終末期と考えられる。また,

叩き石と推定される石器 (687)も 出土している。

S Dl19。 120(第 149図 )

5区南西で検出した溝で, S Dl191よ 幅約25cm,深さ約10cm,長 さ約 4mを 測る。 S D 1201ま S■ 19周溝

である。 S Dl19と S D120は重複しているが,前後関係は不明。

S Dl19。 120重複地点より,弥生土器高杯 (661)が出上しており,弥生時代終末期と考えられる。

S D121(第150図 )

5区中央で検出した幅約20clll,深 さ約10clllを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約 lmを測る。SD

59(S Hll周溝)と 重複するが,前後関係は不明である。ガラス玉 (662)が 出土しており,弥生時代後

期～終末期に属すると考えられる。

S D124(第151図 )

5区西で検出した幅約80cm以上,深さ約30cmを 測る溝だが,後世の S D55に より大部分が破壊され,長

さは不明である。 S D55。 131と 重複し,こ れらより先行する。甕 (663)が 出土しており,弥生時代終末

期～古墳時代前期初頭と考えられる。

S D132(第152図 )

6区北西で検出した幅約30cm,深 さ約10cmを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約2.8mを 測る。 S

D134と 重複するが,前後関係は不明である。

出上した弥生土器は,広口壺 (664)・ 底部 (665)がある。広口壺は,日縁端部に施される凹線文が省

略化されており,底部は角がとれた平底であり,弥生時代後期後半と考えられる。

S D133(第153図 )

6区北西で検出した幅約20cm,深 さ約10cmを 測る溝で,調査区内で検出した長さは約3.3mを 測る。
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0                 10

S D103出土遺物実測図 (縮尺1/4)

0              10 cm

660

第148図  S Dl14出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

3              10cm

“

1
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出上した弥生土器は,底部の破片 (666・ 667)で,666は 膨 らみが出た平底であり,様相 4～ 5に相当

する。667は上げ底で鉢の底部と考えられ,様相 3に相当する。出土遺物に時期差があり,弥生時代後期

後半～終末期と考えられる。

S D135・ 139(第 154図 )

5～ 6区中央で検出した幅約25～30cm,深 さ約10clllを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さ

は約3.5mを 測る。 S D55に より南北に分断されており,そのため遺構番号が別々となった。出土した弥

生土器は底部 (668)の みで,弥生時代後期後半頃と考えられる。

S D141(第 155図 )

6区南西で検出した幅約50～60cn,深 さ約30cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約

8.5mを 測る。調査区西端から東に向かってまっす ぐのび,S D37(S H14。 15周溝)につながる。 SH

14・ 15変遷の第 1段階で説明したとおり,おそらく調査区外の西にある竪穴住居からS H14・ 15周溝に排

水を流す目的をもっている。溝底の比高差はほとんどない。埋土は 2層である。S D42と 重複し, S D42

より先行する。

出上した弥生土器は,長頚壺 (669)・ 甕 (670。 671)。 高杯 (672・ 674)。 細頚壷 (675)。 底部 (676)

。鉢 (677)がある。長頚壺は,日縁部が直角近くに折れ長いことから,様相 2に相当する。甕は,口縁

部が短く,肩の張 りもないことから,様相 2前後に相当する。高杯は,日縁部が短く,脚部の開きも少な

いことから,様相 2前後に相当する。細頚壺は,口頚部がわずかに外反することから,様相 1～ 2に相当

する。鉢は,高台状の出っ張 りをもつ平底であり,様相 1～ 2に相当する。以上のことから, S D141は

様相 2に相当し,弥生時代後期後半と考えられる。

S D148(第 156図 )

6区中央で検出した幅約30cm,深 さ約10cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約2.5mを 測る。 S

D42・ 44・ 142と 重複し,前後関係は不明である。

出土した弥生土器は奏 (678)の みで,回縁部が短 く端部を肥厚させており,弥生時代後期後半と考え

られる。

S D154(第 157図 )

■区北西で検出した幅約40cm,深 さ約10clllを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約1.4

mを測る。 S D05。 41・ 55と 重複し, S D55よ り先行するが,他の遺構との前後関係は不明である。

出土した弥生土器は鉢 (679)の みで,浅い器形に平底を残 してお り,様相 4～ 5に相当し,弥生時代

終末期と考えられる。
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(7)柱穴

微高地上において,総計約900基の柱穴を確認している。そのうち,竪穴住居・掘立柱建物跡・柵列の

柱穴が一部あったが,残 りについては用途不明である。ただし,後述するSP5-02の ように土器埋納を

目的としたものもある。柱穴の所属時期については,弥生時代～古代という広い範囲で捉えられるもので

あるが,こ こでは柱穴から出土した弥生時代後期～古墳時代前期初頭の上器を中心に報告する。また,詳

細な時期は不明だが,柱穴から出上した鉄器 。石器についても合わせて報告する。

SP5-02(第 160図 )

5区中央で検出した土器埋納ピットである。柱穴の平面は,東に向かって尖る不整な円形である。埋土

は 2層 に分かれ,下層において土器が集中して廃棄された状態で見つかった。S H03と 重複し,出土土器

はSP5-02の 方が新しいことから, S H03よ り後出する。

出土した弥生土器は,奏 (688～ 691)を 主体としており,こ れに製塩土器脚部 (692)が混じる。奏は,

口縁部が直立または斜めにまっすぐのび,体部は球形で,底部は完全な丸底である。なお,691の 底には

焼成前の穿孔が見られる。 S H03様相 6の次の段階,大久保編年によれば讃岐⑦段階に相当し,古墳時代

前期と考えられる。

SP4-116(第 161図 )

4区南西で検出した。柱穴の平面は,東西に長い楕円形である。 S H04・ S D93と 重複し,出土土器が

S D93よ りSP4-116の 方が新しいことからS D93よ り後出する。 S H04と の前後関係は不明である。

出土した弥生土器は,轟 (699)・ 鉢 (698)。 底部 (697・ 700)である。甕は,日縁端部のつまみあげ

がなく,やや肩が張っている。底部は,平底だが少しふくらみが出ている。これらの特徴から,様相 4に

相当し, SP4-1161ま 弥生時代終末期と考えられる。

SP6-63(第 162図 )

6区南東で検出した。柱穴の平面は円形である。 S H14・ 15と 重複し, S H14炉址と近接するが,前後

関係は不明である。

出上した弥生土器は,奏 (712)。 蓋 (713)。 大形鉢口縁部 (716)で ある。このうち,奏 と蓋は弥生

時代前期中頃に属するものである。一方,大形鉢は,口縁部がほぼまっすぐ短く立ち上がるもので,様相

4に相当し,弥生時代終末期と考えられる。時代の古い前期のものが混入している可能性もあるが,近 く

に前期の遺構がないため,前期・後期どちらの上器が混入品かは判断できない。

その他の柱穴 (第 161・ 162図 )

上記で報告した以外の柱穴と出土遺物の封比は次のとおりである。

693S P2-07  694S P4-03  695S P4-49  696S P4-88  701S P5-21  702S P5-23  703S P5-22

704S P5-24  705S P5-31  706S P5-40  707S P5-66  708S P5-93  709S P5-114  710S P5-146

71lS P6-30  714S P7-109  715S P7-110  717S P7-50  718S P7-69  719S P7-78  720S P7-100

721S P8-17  722S P9-84  723S P4-06  724S P7-04

これらのうち,696奏・706高杯・710広 口重は,日縁端部や脚端部を拡張させ,退化した凹線文を施し

ており,弥生時代後期前半と考えられる。711ミ ニチュア土器は完形品である。718奏 は,全体の約半分が

残存していた破片で,図面上で復元している。723鉄器は, S字状の形状を呈し,厚 さはやや薄く,用途

不明品である。724石器は,全体に研磨を施していると思われるが,用途不明品である。
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第 5節 飛鳥時代～鎌倉時代の遺構と遺物

飛鳥時代 (古墳時代後期末)～鎌倉時代 と考えられる竪穴住居 1棟・滞 5条・土坑 1基を微高地上で,

水田 1面を小谷で検出した。水田は,弥生時代後期の旧河道を埋めている土層直上に営まれたものである。

また,調査区とは離れて,約 140m西 の地点において,鎌倉時代の上坑 1基を不時発見している。

S H09(第 163図 )

4区中央で検出した南北3.3m,東西4.2m以上を測る方形の竪穴住居で,深さは約30cmを測る。旧河道

S R01と 接しており,東の側壁は旧河道埋没土との区別がつかず調査では検出できなかった。床面積は約

14だ以上である。床面は 2面確認しており,少なくとも 1回の建替えが想定できる。第 1次面 (下層)で

は,中央に精円形の炉を設けている。床面では4基の柱穴を確認しているが,整然と並んでいない。第 2

次面 (上層)では,炉・柱穴とも判然としなかった。南西隅で竃を確認している。竃の焚き日は壊された

のか確認できず,竪穴住居南西隅から南にまっすぐのびる煙道を確認した。煙道は,幅30clll,深 さ20cm,

長さ約1.5mを測る。埋上のうち,第 1層 が 2次面の埋没土,第 2層 が第 2次面貼床,第 4層が第 1次面

の炉址である。S D93と 重複し, S D93よ り後出する。

出土遺物は,弥生土器広口壷 (725),長頚重 (726),中 形鉢 (727)が 出上している。これら出土遺物

の年代に従えば, S H09は 弥生時代後期～終末期の竪穴住居となる。ただし,弥生時代にはまだ篭が出現

しておらず,香川県内の類例からは古墳時代後期～飛′島時代に竃を付設した竪穴住居を見ることができる。

S H09に 隣接する旧河道 S R01が埋没した後には,後述する飛鳥時代～奈良時代初頭の水田が営まれてお

り, S H09も 同じ時期の遺構と判断される。出上した弥生土器は,付近にあった弥生時代の遺構からの混

入品と考えられる。
1黒褐色シルト質極細砂

175192/2,地山をブロック状に合む,S109埋上 1)

2第 1層に地山をブロック状に含む

15Y8/4,地 山の割合が多い,S109貼痢

3黒褐色シルト質極榊砂 9 5YR2/2,S109埋土の

4黒色朕層 lS109炉ゆ

5黒褐色シルト質極細砂 17 5YR3/1,Sめ

6黒褐色シルト質極細砂

9 5YR3/1,地山をブロック状に合む,SI109珈

725

第163図  S H09平面・断面図 (縮尺1/60)出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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S D01(第 164図 )

11区南西で検出した幅約50～60cm,深さ約20cnを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約

8mを測る。調査区西端から南東に向かってやや蛇行しながらのび,ふたたび南端より調査区外に出る。

埋土は黒褐色シル ト質極細砂の 1層 のみである。

出土遺物を概観すると,土師器杯 (728)は 半球形のものである。土師器奏 (729)イま口縁部の破片で,

球形の体部をもつものと推定される。須恵器壺 (730)は 底部の破片である。須恵器奏 (731・ 732)は頚

部と体部の破片で,同一個体と推定される。 7世紀後半頃と推定され,飛′鳥時代頃と考えられる。なお ,

混入品で弥生時代の絵画土器片 (第 158図 680)も 出上している。

S D04(第 165。 175。 176図 )

11区北で検出した幅約120cm,深 さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約16m

を測る。調査区西端から東端にかけて,N100° Eの方位をもってまっすぐのびてお り,付近に残る条里

地割と方位がほぼ一致する。香川郡 1条 18里10坪 と15坪の坪界線より,北に15mの位置にある。埋土は黒

褐色シルト質極細砂で 1～ 3層 に分かれる。

出土遺物には,弥生土器細片がある。出土遺物に従えば,所属時期は弥生時代となるが,こ のS D04が

条里地割と方位を同じくすることから,古代以降のものと考えられる。弥生土器は付近にあった弥生時代

の遺構からの混入品と推定される。さらに, S D04の 所属時期を細かく検討すると, S D01や 後述するS

D72は飛鳥時代～奈良時代初頭と推定される遺構だが,条里地割とは一致せず,こ の頃はまだ条里地割が

この地に及んでいなかったと考えられる。一方, S D04の 埋土は土壌化が進んだ黒褐色シルト質極細砂で

あり,中世後半～近世の遺構に見られる灰色細砂などとは区別できる。以上のことから, S D041よ 平安～

鎌倉時代頃と推定される。

S D55(第 167・ 175'176図 )

5区南と6m街路区で検出した幅約110～ 150cm,深 さ約20～50cmを測る断面逆台形の溝で,調査区内で

検出した長さは未発掘部分を合わせて約30mを測る。調査区西端から東端を通って 6m街路区に抜けてN

104° Eの方位をもってのびており,付近に残る条里地割 と方位がややずれるが,滞の場合は多少のぶれ

が出るのでほぼ一致する範疇であろう。香川郡 1条18里18坪 と22坪の坪界線より,北に13mの位置にある。

埋土は黒褐色または灰褐色のシル ト質極細砂で 1～ 2層 に分かれる。

出土遺物には,弥生土器がある。弥生時代後期前半～終末期にかけての遺物が混在してあるが,終末期

のものが主体を占める。出土遺物に従えば,所属時期は弥生時代終末期となるが,こ の S D55が条里地割

と方位を同じくすることから,古代以降のものと考えられる。また,付近に密集している弥生時代の溝は,

幅が狭 く平面が円形を描 くことを基調としているのに対して, S D55は幅広でほぼ直線であることからも,

弥生時代の溝と性格を異にする。弥生土器は付近に密集している弥生時代の遺構からの混入品と推定され

る。さらに, S D55の 所属時期を細かく検討すると, S D04で述べたように飛鳥～奈良時代はまだ条里地

割がこの地に及んでいなかったと考えられ,一方 S D55の埋土は土壊化が進んだ黒褐色シルト質極細砂で

あり,中世後半～近世の遺構に見られる灰色細砂などとは区別できる。以上のことから, S D55は 平安～

鎌倉時代頃と推定される。

S D72(第166図 )

3～ 5区で検出した幅約50cm,深さ約30cmを測る断面逆台形の溝で,調査区内で検出した長さは約50m

を測る。 5区東端から微高地の縁辺に沿って蛇行しながら北北西にのび,途中 S H09を 避けて迂回し, 3

区西端で調査区外に及ぶ。溝底の比高差は約25cmで ,南から北に向かって緩やかに傾斜している。埋土は
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4層に分かれる。

出土遺物には,弥生土器と打製石庖丁がある。出土遺物に従えば,所属時期は弥生時代終末期となるが ,

このS D72が飛鳥時代～奈良時代初頭に属するS H09を 避けて迂回していること,重複する弥生時代の各

遺構より後出することを考えると, S H09と 同じ飛鳥時代～奈良時代初頭と推定できる。

さらに,微高地に隣接して後述する水田があり, S D72が水田側の微高地縁辺に沿っていることを考慮

すると,水田への配水を目的として掘削された可能性がある。

S D131(第 168図 )

6区北西で検出した幅約40cm,深 さ約10cmを測る溝で,調査区内で検出した長さは約2.7mを 測る。 S

D55と ほぼ直角に交わるが,同時に併存 していたかは不明である。出土遺物には,弥生土器高杯 (768)

。底部 (769)と 不明土器 (767)が ある。高杯は弥生時代後期前半,底部は終末期に属する。不明土器は,

中空のもので土馬の可能性があるため, S D 131を 古代の遺構と推測した。

S K04(第 169図 )

4区中央, S H09に 隣接して検出した土坑で,南北0,7m,東西0。 7m,深 さ0。 2mを 測る円形である。

埋土は, 2層 に分かれる。この S K04か ら弥生土器奏 (770)が出上してお り,調査時は弥生時代後期の

ものと考えた。しかしながら,飛鳥時代～奈良時代初頭の竪穴住居 S H09か らのびる電の煙道が, S K04

の下を潜っていることから, S■ 09よ り後出するものと考えられる。

不定形小区画水田 (第170～ 172図 )

1～ 3区の小谷において検出した水田遺構である。水田は,東西を微高地に挟まれ,北西方向に向かっ

て調査区外へと広がり,南では後世の削平を受けて途中で消失している。地形的には,南から北に向かっ

て下る。月ヽ谷埋没土層での位置は,第 8図に示すとおり,第 6層上面において畦畔を確認した。なお,第

6層 より下には,弥生時代後期～古墳時代前期初頭の旧河道 S R01が所在し,水田耕作が一部,旧河道坦

没土まで達 している。

第168図  S D131出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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水田を区画する畦畔の南北方向は,小谷の地形に沿って設定されており,直線を維持しながらも地形に

沿って蛇行している。南北方向の畦畔に直行して東西方向の畦畔が存在している。区画内の比高差は約 3

cm程度である。畦畔の規模は幅70～200cm,高 さ6～ 8 cmを 測る。畦畔を途中で切る水口がないことから,

給水方法は「畦越 し」によると考えられる。

検出された水田の総区画数は 5区画である。面積が最大のもので50ゴ以上,最小のもので約18だである。

各水田区画における平均標高をみてみると,最 も高い標高が最南端のもので4.9m,最 も低い標高が最北

端のもので4.65mであり,距離にして約32mで比高差は25cmである。

さらに,水田畦畔の一部に,人頭大の石を多量に埋めこみ,地盤の安定を図った石組畦畔がある (第 171
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第171図 不定形小区画水田唯畔内の石組平面図 (縮尺1/60)出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

第172図 不定形小区画水田石組畦畔平面図 (縮尺1/100)
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・172図 ,第 8図 S R01断面①)。 この石組畦畔が東西方向にのびることから,小谷の東西両側にある微高

地どうしを結ぶあぜ道として機能していたと考えられる。

まず出土遺物としては,石組畦畔内から出上した須恵器杯 (784)が もっとも古く,佐藤竜馬編年の I

-1に相当し7世紀中葉である。次に水田土壌層 (第 6層)か らは,須恵器蓋 (771～ 773)。 杯 (774～

775)・ 高台付杯 (776～ 779)・ 高杯 (780)・ 壷 (781)。 甕 (782)が出上している。蓋や高杯に古相を

呈するものがある一方,杯の体部が直線的になり始め,高台の貼付位置が底部タト縁に近くなるなど新しい

様相も呈している。佐藤編年のI-2～ Ⅱ-1に相当し7世紀後葉～ 8世紀前葉となる。以上のことから,

不定形小区画水田は, 7世紀中葉 (古墳時代後期末または飛鳥時代)につくられ 8世紀前葉 (奈良時代初

頭)ま で営まれていたと考えられる。なお,水田土壌層より混入品として弥生時代に属すると考えられる

管玉 (783)が出土している。

参考文献
佐藤竜馬1993「香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年」『関西大学考古学研究室開設四十周年記念 考古学論叢』

調査区外検出土坑 (第 173図 )

調査期間中に,調査区より約140m西に離れた地点において土坑 1基を不時発見 した。当時,こ の地域

は区画整理事業による基盤整備が実施され,表土層の除去作業が行われていた。事業主体者である太田第

2土地区画整理事務所と協議の結果,調査区西側には同様な遺構が存在する可能性が高いことから,必要

最低限の表土層除去を行うことで合意した。一方,土坑については応急的処置として土坑内の出土遺物を

取 り上げた。なお,遺構の残存状況が悪 く土坑の規模は確認できなかった。出土遺物は,土師器皿 (785

～787)。 須恵器奏 (788)で ,13世紀中頃 (鎌倉時代中葉)の ものと考えられる。

0             100m

0             200m

中

第173図 調査区外検出土坑位置図 (縮尺1/10,000)出上遺物実測図 (縮尺1/4)
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第 6節 室町時代～江戸

時代の遺構と遺物

室町～江戸時代と考えられる

溝 3条・土坑 2基・水田 1面を

確認した。検出した遺構は,ど

れも時期が判明する出土遺物を

伴っていなかったが,埋土は灰

色細砂である。この埋土は高松

平野で通例見られるもので,堆

積してからの年月が短いため褐

色や黒色のシル ト質極細砂にな

るまで土壌化が進んでいない。

江戸時代の陶磁器片を出土する

場合が多 く,江戸時代を中心と

する時期のものとして扱った。

中近世水田 (第 174図 )

1～ 3区の小谷において検出

した水田遺構である。この水田

面の存在は,機械掘削時に偶然

気付いたため,調査区東半分は

すでに機械掘削が終了しており

西半分しか検出していない。古

代の水田と比べて,小谷の埋没

が進み,小谷と微高地の標高差

はほとんどなくなっている。た

だし,地形的には,南から北に

向かって下る。検出した水田は

標高5。 03～ 5。 24mに存在する。

小谷埋没土層での位置は,第 8

図の第 3層 にあたる。

畦畔は確認しておらず,鋤跡

などの耕作痕や牛の足跡を検出

した。他に東西方向の溝,土坑

も検出している。溝はN106°

E,耕作痕はN9° E前後を示

し,ほぼ条里地割と一致する。
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第174図 中近世水田平面図 (縮尺1/200)
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中近世溝 (第 175。 176図 )

6。 8・ 10区で検出した東西方向を主体 とする溝である。 6区の滞は,幅約90cIIl,深 さ約15cmを 測 り,

調査区内で検出した長さは東西約16mを測る。 8区の溝は,幅約30cm,深さ約10cmを 測 り,調査区内で

検出した長さは南北約 6m。 東西約16.5mを 測る。10区の溝は,幅約180cm,深 さ約10cmを 測 り,調査区

内で検出した長さは東西約16mを測る。埋土は, どれも灰色細砂である。 8区溝からは,図化 していない

が土師質土器脚部や備前焼体部片が出上しており, 6。 10区溝の出土遺物はない。

東西方位は, 6区の溝はN92° Eを , 8・ 10区の溝はN99° E示 し,付近に残る条里地割とほぼ一致す

る。 6区の溝がやや角度を異にするのは,第 177図 に示すとお り条里地割も細かく見ると若干のゆがみが

認められるからである。さらに,条里地割と照合すると, 6区の溝は香川郡 1条 18里 15。 22坪の里界線を

一致し, 8区の溝は香川郡 1条 18里 15坪のほぼ中央に位置し,10区の溝は香川郡 1条 18里 10。 15坪の里界

線より北35mに位置する。なお,溝のほかに, 6区 と11区 において,土坑を検出している。

第 7節 その他の遺物

工事立会及び遺構検出時出土遺物 (第 177図 )

昭和63年度の道路側溝工事に伴う立会中において出上した遺物のうち,完形に近いもの 2点 を図示した。

789は ,弥生土器壺で,肩部の 2条の沈線間に列点文を施しており,弥生時代前期中頃のものである。790

は,弥生土器奏で,日縁部はやや長くなりかけているが,体部は肩が張っておらず,弥生時代後期後半の

ものである。

調査中の遺構検出時に出上した遺物のうち,代表的な石器 2点 を図示した。791は打製の石鏃で,サヌ

カイト製,平基無茎式で,弥生時代のものである。792は磨製石庖丁で,石材は粘板岩系のものである。

調査区内に弥生時代前期の環濠・土坑があることから,本来はこれらに伴うものである。
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第177図 工事立会及び遺構検出時出土遺物実測図(縮尺1/4,1/2)
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第 4章 まとめ

第 1節 遺構の変遷

天満 。宮西遺跡は,大 きく5時期に分かれる。ここでは,簡単に遺構の変遷を報告し,遺跡の最盛期で

ある弥生時代後期～古墳時代前期初頭については第 3節で詳細に報告する。

第 I期 【弥生時代前期前半後葉～後半前葉】(第 9図 )

天満・宮西遺跡に初めて人が住み始める。微高地上に環濠 S Dll・ 63と 土坑 S K06・ 07・ 10が見られ,

環濠集落が営まれる。微高地北側には小谷が存在する。

第Ⅲ期 【弥生時代後期～古墳時代前期初頭】

もっとも多くの遺構 。遺物を確認した時期である。微高地上に,竪穴住居24棟 。掘立柱建物跡12棟・柵

列 6列・井戸 2基・溝48条・土坑 8基が掘削され,大規模な集落が存在する。微高地北側の小谷には旧1可

道S R01が存在するが,こ の時期に埋没していく。

第Ⅲ期 【飛鳥時代～奈良時代初頭】

微高地上に竪穴住居 S H09。 滞 S D01・ 72が ,微高地北側の小谷に不定形小区画水田が存在する。小規

模な集落と水田が営まれていた。

第V期 【平安～鎌倉時代頃】

微高地上に,条里地割に沿った溝 S D04・ 55が掘削される。この時期には,遺跡付近は農地になってい

た可能性がある。

第V期 【室町～江戸時代頃】

微高地上に,条里地割に沿った溝 3条 と土坑 2基が掘削され,ほぼ完全に埋没した小谷にも鋤跡などの

耕作痕や牛の足跡が見られる。この時期には,完全に農地として利用されていた。なお,調査区東隣にあ

る松縄城跡 (室町～安土桃山時代)に関係する遺構は認められなかった。

第 2節 弥生時代前期の上器と集落の位置付け

弥生時代前期の遺構から出土した土器について検討し,時期的位置付けを明らかにするとともに,旧地

形と集落について報告する。

弥生時代前期の上器

弥生時代前期の土器は,環濠 S Dll・ 63と 土坑 S K10か ら良好な形で出上している。 S Dll・ 63は上層

・下層に分かれ,上層出土土器に下層のものが若千混じるが, 2時期に分けることができる。また, SK

10は SD■・63上層出土のものに近い様相を示す。各遺構・土層の代表的なものを列挙したのが第178図

である。

【壷】全体の器形がわかるものが一部しかないが,下層と上層では次のような違いを指摘できる。

①器形は,下層のものは扁平だが,上層のものは器高が高くなっている。

②下層では45の ように段をもつものがあり古相を呈するが,上層では52・ 55の ように削り出し突帯が出現

している。なお,層位不明で6m街路区S D63よ り貼付凸帯をもつもの (第 16図75)が 1点出上している。

③沈線の数が,下層では1～ 2条だったが,上層では3～ 4条 と沈線の多条化が見られる。

【奏】奏は,器形によって次のように分類が可能である。

a.体部がふくれ,紋様を施すもの (12・ 14・ 15。 60・ 57)。 大きさは様々である。
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b.体部がふくれないもの。紋様を施すもの (10。 13・ 29)と 施さないものがある (第 12図 30)。

c.体部がふくれるが,無紋のもの (16・ 62)。 底部に穿孔があり,甑である。

次に口縁部の形態から見た場合,いわゆる如意状口縁をもつものが圧倒的に主体を占め,一部に段奏 (第

12図 31・ 第15図59)が存在する。一方,縄文時代の凸帯文土器の系譜を引く,凸帝文系・縄文系と呼ばれ

る一群は全く存在せず,逆 L字状口縁のものも存在しない。凸帯文系土器の久如は,同 じ高松平野に所在

する鬼無藤井遺跡 (川 部浩司2001)と 共通する。

次に,下層と上層では次のような違いを指摘できる。

①下層では見られなかったが,上層では29の ように削り出し突帯が出現している。

②沈線の数が,下層では1～ 2条だったが,上層では3条 と沈線の多条化が見られる。

壷と同様な変化を指摘できる。なお,奏の体部外面の調整は箆磨きであるが,上層ではほぼ完形品1点の

みだが刷毛を施した奏 (57)が出現している。

〔その他】壺・奏以外に,高杯 (17)・ 蓋 (90)・ 鉢 (33)と いった器種が少量見られる。

さて,香川県内の弥生前期土器の編年は,宮崎編年 (宮崎哲治1995),森下編年 (森下英治1998),真鋼

編年 (真鍋昌宏2000)な ど最近幾つか示されている。このうち,天満・宮西遺跡出土土器が所属する時期

がもっとも細密に区分されている森下編年によれば,環濠SD■・63下層出土土器はIc期に相当し,環

一笠

SDll下層

SD63下層
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一
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・．
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r蜀 ヽ

SDll上層

SD63上層
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第178図 天満・宮西遺跡における
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濠の掘削は弥生時代前期前半後葉と考えられる。環濠 S Dll・ 63上層および土坑 S K10出 土土器も,下層

とほぼ同じ時期に含まれるが,一部に新 しい様相が看取でき, Ⅱa期 にかかると考えられる。遅 くとも前

期後半前葉には環濠が埋没し,天満・宮西遺跡の前期弥生集落は廃絶したと考えられる。

弥生時代前期の環濠集落

天満・宮西遺跡の弥生時代前期を特徴付けるものは,環濠集落である。環濠は一重で,直径約65mを測

る平面円形の規模をもつ。環濠内側からは,後世の削平によるためか土坑以外の遺構は確認できなかった

が,内部に集落が存在 したことは容易に想定できよう。現在,高松平野で確認されている弥生前期の環濠

集落は,鬼無藤井遺跡 (二重環濠・鬼無町藤井),汲仏遺跡 (二重環濠 。多肥下町)であり,可能性があ

るものは,松並・中所遺跡 (一重環濠・松並町),凹原遺跡 (一重環濠・多肥下町),諏訪神社遺跡 (一重

環濠・東山崎町),光専寺山遺跡 (一重環濠・池田町)がある。これらを時期別に見れば,鬼無藤井遺跡

はⅡa期 ,汲仏遺跡は Ic～ Ⅱa期 ,松並・中所遺跡は Ic期 ,凹原遺跡はHc期 ,諏訪神社遺跡はⅡa

期,光専寺山遺跡はⅡc期である。現時点における高松平野での環濠の掘削開始は Ic期 であり,天満・

宮西遺跡も環濠集落出現期のものと考えられる。一方,地形別に見れば,諏訪神社遺跡と光専寺山遺跡が

丘陵部に位置し,他は平野部に位置する。 Ic期 に平野に出現した環濠集落は, Ha期には丘陵部にも出

現している可能性がある。

奏 その他

弥生時代前期の上器変遷図 (縮尺1/8)
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弥生時代前期における遺跡の周辺

天満・宮西遺跡の環濠集落を微地形分析で復元した旧地形から見れば,第 179・ 180図 のとお り南北約250

m・ 東西約100mの 規模をもつ微高地の南東部分を占める。微高地北側に隣接 して幅約 5mの小さな旧河

道 S R01が所在する。微高地南側にも隣接 して大きな旧河道が存在するが,調査範囲外のため詳細は不明

である。

さて,第 1章第 2節で紹介したとお り,昭和40年 に細渓・六車両氏によって報告された天満遺跡 (弥生

時代前期)は,調査地が属する宮西地区の南側にある天満地区と考えられる。詳細な出土地点は今となっ

ては不明だが,天満・宮西遺跡調査中において,天満遺跡と関連する可能性のある遺構を確認している。

調査範囲南端より東へのびる 6m街路側溝工事において,調査地より東へ約100mの地点で,弥生時代前

期の溝を確認した。遺構上面のみの確認だが,幅約 lmで円弧を描いており,環濠の可能性 もある。宮西

と天満地区の境に位置し,溝は南の天満地区に向けてのびている。出土遺物は,弥生土器底部の破片が中

心で詳細な時期決定はできないが,弥生時代前期に属するものである。細渓 。六車両氏の報告文に紹介さ

れている出土遺物を概観すると,多条沈線が見られるものの,逆 L字口縁は出現しておらず,森下編年の

Ⅱa～ b期に相当すると考えられる。天満・宮西遺跡の環濠集落が Ic～ Ⅱa期であることを考えると,

天満遺跡は天満・宮西遺跡の直後にあたることから,天満・宮西遺跡から天満遺跡に集落が移動した可能

性を指摘できる。

参考文献
川部浩司2001「鬼無藤井遺跡の前期弥生土器と環濠集落J『鬼無藤井遺跡』高松市教育委員会
細渓福太郎・六車恵-1965「高松市天満弥生式遺跡」『文化財協会報 特別号7』 香川県文化財保護協会
真鍋昌宏2000「讃岐地域」『弥生土器の様式と編年 四国編』木耳社
宮崎哲治1995「香川における弥生前期土器の様相JF財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要Ⅲ』
森下英治1998「龍川五条遺跡出土前期弥生土器の編年」F龍川五条遺跡Ⅱ飯野東分山崎南遺跡』香川県教育委員会ほか

第179図 天満・宮西遺跡周辺の等高線
(縮尺1/4,000)

第180図 天満 。宮西遺跡周辺の旧地形 と
前期弥生集落 (縮尺1/4,000)
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第 3節 弥生時代後期～古墳時代前期初頭における集落の変遷

弥生時代後期～古墳時代前期初頭における遺構の変遷について,出土土器及び遺構の重複関係などから

検討すると第181・ 182図のとおりとなる。なお,出土土器についても,弥生時代前期と同様に変遷を試み

たが,混入が著しく変遷図を作成するには至らなかった。

第Ⅱ-1期 【弥生時代後期前半】

弥生時代前期からしばらくの空白期間をおいて,再び天満・宮西遺跡に人が住み始める。まだ遺構数は

少なく,確実なものは井戸S E02のみで,後期前半中葉の標式となっている小山南谷遺跡 S■ 03出土資料

に並行する時期と考えられる。ttS D15も 後期前半に属する可能性があるが,出土土器が少なく断定でき

ない。S E02に続く時期の遺構は明確でないが,土器は後期後半～終末期の遺構に混入して出上している。

微高地北側の小谷には旧河道S R01が あり,古墳時代前期初頭まで続く。

第Ⅱ-2期 【弥生時代後期後半①】

遺構数がしだいに増加している。大嶋編年の様相 1に あたり,一部様相2を含む。周溝 S D37・ 142・

45。 48に 囲まれた範囲に竪穴住居の存在が恕定でき,周溝から溝 S D53・ 82・ 79を 通して旧河道S R01に

排水を流している。tt S D 141は 周滞S D37に接続しており,調査区外 (西)に所在が予想される竪穴住

居からの排水をS D37に流していた可能性がある。滞 S D93も 調査区外 (西)に所在が予想される竪穴住

居からの排水をS R01に流していたと考えられる。滞 S D92も ,こ の時期に属する。

調査区南側で掘立柱建物跡群が検出されているが,出土遺物が少ないため細かい時期決定はできなく,

掘立柱建物跡の変遷も不明である。ただし,弥生時代終末期まで下る土器は見られないこと,終末期には

調査区南側に竪穴住居が出現することから,弥生時代後期の範疇におさまるものと考えられる。

第正-3期 【弥生時代後期後半②】

様相2に あたり,一部様相3を含む。竪穴住居 S H01・ 14。 17が営まれる。S H14は周溝S D46を , S

H17は周溝S D12を もっており,さ らに両周溝の間に連結溝を掘削して繋げている。つまり, S H17周溝

S D12の 排水を, S H14周 溝S D46を経由して,溝 S D53・ 82・ 79を 通して旧河道S R01に流している。

竪穴住居S H01は周溝をもたないが, S H14周溝S D46は S H01を迂回して掘削されている。なお, SH

17の周溝S D12は , S D12-1・ 2と いうように2時期が認められる。

第Ⅱ-4期 【弥生時代後期後半③】

様相3に あたり,一部様相4を含む。竪穴住居 S H04・ 06・ 13・ 21が営まれる。竪穴住居S H06は周溝

S D73を , S H21は 周溝 S D08・ 39。 41を もつが, S H04。 13は周溝をもたない。また,第 Ⅱ-3期で報

告した竪穴住居 S H01・ 14・ 17も この時期まで続いている可能性がある。廃棄土坑と考えられるS D27は ,

S H17廃絶直後に掘削されたと考えられる。溝 S D23も この時期にあたる。

第正-5期 【弥生時代終末期①〕

遺構がもっとも密集しており,こ の 5期から次の6期 にかけて,集落は最盛期を迎える。様相 4にあた

り,一部様相 5を含む。

竪穴住居 S H05。 10・ 19。 (14)。 20が営まれ,こ れら竪穴住居は全て周溝を有している。竪穴住居 S

H05は S D91。 96を周溝として, 4期のS■ 06廃絶後に続いて営まれたものである。竪穴住居S H10は S

D62・ 57。 106・ 116。 80を , S H19は S D137・ 52・ 57・ 134・ 120。 122を 周溝としており, S H10と SH
19は S D57部分を周溝として共有している。竪穴住居SH(14)は S D42。 44。 146を , S H20は S D34

・145。 140を 周溝としている。竪穴住居 S■ 20は 2時期認められ,こ のうち周溝S D34が SH(14)周溝
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第181図 天満・宮西追跡における弥生時代後期
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～古墳時代前期初頭の遺構変遷図① (縮尺1/500)
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第132図 天満 。宮西遺跡における弥生時代後期



～古墳時代前期初頭の遺構変遷図②(縮尺1/500)
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S D146と 繁がってお り,SH(14)と S H20も 周溝

を共有している。さらに, SH(14)周溝 S D44か ら

分岐するS D43は , S H19周溝 S D52へ と繋がってお

り, SH(14)・ 20周溝の排水をS H19周 溝からSH
10周溝を経由して,旧河道 S R01に 流 していると考え

られる。

溝 S D74・ 100は ,調査区外 (西)か らまっす ぐ旧

河道 S R01に 注いでおり,調査区外に想定される竪穴

住居の排水を流す目的で掘削されたものである。溝 S

D154と S D04下 層溝は同一の溝である可能性があり,

円弧を描いていることから,さ らに竪穴住居の周溝の

可能性もある。溝 S D07は ,土器が大量に出土してお

り,廃棄土坑と考えられる。

第正-6期 【弥生時代終末期②】

5期から続いて遺構が密集しており,集落の最盛期

が続いている。様相 5にあたる。様相 5は ,他の様相

と比べて期間が長く,幾つかに細分が可能である。

竪穴住居 S H07・ 11。 12。 15が営まれ,こ れら竪穴

住居はS H07以 外すべて周溝を有している。 S H07は 時期が分かる出土遺物もないことから,第 Ⅱ-7・

8期に下がる可能性 もある。竪穴住居 S H07は 5期の S H05廃 絶後に営まれたものである。竪穴住居 SH
llは S D59・ 62を周溝としており, 5期の S E10廃 絶後に続いて営まれたもので, S H10周溝 S D62を 引

き続いて使用 している。竪穴住居 S H12は S D138を 周溝として,さ らにS Hll周 溝 S D62を も周溝 とし

て共有している可能性がある。また, S D62の延長として S D56が続いており,別の竪穴住居の存在も予

想される。 5期のSH(14)に 続いて,竪穴住居 S H15が営まれ, S D42・ 36を周溝としている。 S D36

に接して溝 S D35がある。溝 S D24は ,ま とまって土器が出土しており,廃棄土坑と考えられる。

第Ⅱ-7期 【弥生時代終末期③～古墳時代前期初頭】

5。 6期に比べて遺構の密集度は減っている。様相 5～ 6にあたる。

竪穴住居 S H03・ 22・ 18が営まれ,これら竪穴住居はすべて周溝を有している。竪穴住居S H03は SD
99を 周溝としている。竪穴住居S H22は S D109・ 83を周溝として,さ らにS H03周 溝S D99を も周溝と

して共有している可能性がある。竪穴住居S H18は S D05を周溝としている。

第Ⅱ-8期 【古墳時代前期初頭】

遺構は希薄になり,集落は終焉を迎える。様相 6以降にあたる。

竪穴住居 S H02・ 23が営まれるが,重複しており,時期差がある。竪穴住居S H02は 平面方形プランで,

S123よ り後出する。竪穴住居S H23は S D68。 104・ 108を周溝としている。

土器がまとまって出上した柱穴SP5-02は ,様相 6の次の時期に属するものであり,弥生時代後期～

古墳時代前期初頭においてもっとも新しい時期の遺構である。

以上,弥生時代後期～古墳時代前期初頭における遺構の変遷について復元を試みた。ただし,遺構の重

複が激しく,遺物の混入も著しい本遺跡の場合,今後ある程度の補正が必要になるであるう。

また,集落が立地する微高地と調査区の関係は,第 183図 のとおりである。微高地全体に集落が広がっ

第183図 天満 。宮西遺跡周辺の旧地形と
弥生後期集落 (縮尺1/4,000)

-128-



ていたと想定した場合,集落南側の一部に縦断する形で調査区を設定したことになる。この集落 (微高地)

の南から西にかけては大きな旧河道があり,北東にある別の微高地との間 (小谷)には小さな旧河道 (S

R01)が流れている。

竪穴住居の周溝について

天満 。宮西遺跡における弥生時代後期～古墳時代前期初頭の竪穴住居は,平面形態は円形を基調として

おり,新 しい時期において方形のものが出現している。さらに,本遺跡の竪穴住居で特徴的なことは,竪

穴住居の周 りに周溝をめぐらせるのものが圧倒的に多いことである。これは,本遺跡の立地が,標高が約

5。 0～5.8mと 低 く,旧河道に面していることを考慮すると,排水をする上で必要不可欠であったのかもし

れない。しかしながら,周滞をもたないものも少数ながら各時期に存在し,こ れが立地条件や社会的制約

などを反映するものなのかは判断できない。

掘立柱建物跡について

調査区南半分でのみ検出できた掘立柱建物跡は,少ない出土遺物からではあるが,弥生時代後期のもの

と推測 した。ただし,竪穴住居 S H09の ように出土遺物からだけでは判断できない例もあるので,すべて

の掘立柱建物跡が弥生時代に属するものかは現況では即断できない。

集落全体から掘立柱建物跡を見た場合,集落 (微高地)南側に掘立柱建物があり,北側に竪穴住居が営

まれており,弥生時代中期の例だが日暮・松林遺跡 (多肥上町)においても類例を見ることができる。こ

の集落構造が,高松平野において普遍的であったのかどうかは,各遺跡の全容解明が必要である。

一方,掘立柱建物を個別に見た場合,平面形態は桁行 3間 ,梁間 1間の長方形を基調としており,桁行

2間 (S B04)ま たは4聞 (S B01)の ものも見られる。主軸は,すべて東西方向でN64° ～89° Wま た

はN78° ～89° Eを示し,遺跡付近に残る条里地割とはあまリー致しない。また,柱穴は円形のものだけ

である。床面積は,■～20だがもっとも多 く, S B04が約 7だ と最小で, S B01が約32だ と最大である。

S B01の床面積規模は,県内の弥生時代では羽間遺跡 (仲多度郡満濃町)。 成重遺跡 (大川郡白′鳥町)で

検出された掘立柱建物跡に次ぐ大きさである。

弥生時代後期～古墳時代前期初頭における天満 。宮西遺跡の位置付け

最後に,天満・宮西遺跡でもっとも遺構数が多い弥生時代後期～古墳時代前期初頭の集落であるが,高

松平野においてもこの時期の遺跡数は多 く,平野の各所に集落が営まれたと考えられている。これらの集

落は,微高地上に立地し,隣接する旧河道などに土器を大量に廃棄しており,本遺跡も例外ではない。し

かしながら,本遺跡の竪穴住居を中心とした遺構密度の高さは,他の遺跡と比べても圧倒的であり,人口

密度の高い集落であったと推測される。そうした状況にあって,こ の時期出現してくるのが古墳である。

本遺跡からも望むことができる石清尾山塊にも数多 くの積石塚古墳が築造され,出現期の古墳 として鶴尾

神社 4号墳が著名である。古墳築造にあたっては,平野に所在した各集落の協力が不可欠だったことは容

易に推測できるが,鶴尾神社 4号墳から直線距離にして約 3 kmと 比較的近い距離にある本遺跡の集落も一

定の役割を担ったと考えられる。この後,石清尾山古墳群の築造は古墳時代中期まで継続的に営まれるが,

本遺跡を含め高松平野の集落は古墳時代前期初頭を過ぎると多 くは終焉を迎える。新たに出現する集落も

あるが,集落数は確実に少なく,そ うした中にあっても古墳の築造は維持されている。このように,天満

。宮西遺跡の集落も,歴史の流れの中で,平野に所在した他の集落と同じ消長を辿ったのである。

参考文献
大久保徹也2002「四回北東部における地域的首長埋葬儀礼様式の成立時期をめぐって」F論集徳島の考古学』徳島考古学論集刊行会

大嶋和則2001「高松平野における庄内並行期の上器様相」『庄内式上器研究XXⅣ 』庄内式土器研究会

信里芳紀2000「讃岐地方の掘立柱建物の地域差J『羽問遺跡現地説明会資料』財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

-129-



告

号

報

番
器  種

法 量 にm)
形態 手法の特徴 色 調 土 備 考

口 径 底  径 器  高

1 145 (136)
のた鯰 2 5Y R6/8

2 5YR6/6
4 El以下の石英 長石 を 体部 !沈線 1条

2
弥 生土器

16 4 (175)
滅のた 外面 :淡黄橙 10Y R8/4

内面 :淡苦縛 loY R8/4
21d以下の石英 長石を
含む

3
弥生上器 減のため調整不明

滅のため調率不明
面
面

外
内

灰白7 5YR3/2
灰白7 5YR3/2

2 mm以下の石英 長石を
含む

4
弥 生土器

(147)
分
八

滅のため調整不明
滅のため調整不明

外面 :に ぶい橙7 5YR6れ
内面 1に ぶい橙7 5YR6/4

6 mm以下の石英 長石 を
含む

体都中都外面 :黒斑

5
弥生土器 82 (194)

列
広

摩減のため調整不明
座減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7九
灰白5Y R8/1

5m以下の石英 長石等
を含む

弥上土器 12 1 薗 :摩減のため謝蟹イヽ明
面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

明褐7 5YR5/6
明褐7 5YR5/8

7 ma以下の石英 長石を
含む

底部外面 :黒斑

弥生土器 39 外面
'摩

減のため調整不明
内面 :摩減のため調 T_t不 明

面
面

外
内

灰黄25Y6/2
灰責25Y6/2

4 alu以 下の石英 長石を
含む

弥生土器 面
面

外
内

で

で
外面 :灰 自10Y R8/2
内面 :灰 白10Y R3/2

2Ш以下の石英・長石 を
含む

弥生土器 (62)
画
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR5/4
にぶい褐7 5YR5/4

41m以下の石英 長石を
含む

日縁端部 !亥 I

顎部 :沈線 2
文

弥生 土器
黎 22 4 (160)

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

面
面

外
内

赤褐5Y R4/8
赤褐5Y R4/8

4血以下の石英 長石を
含む

日縁端部 :刻
覇報 :,オ線 1

文

弥 生土器
藝 (119)

画
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

外面
内面

黄橙10Y R8/6
浅黄橙 10Y R8/3

4 11al以 下の石英 長石を
含む

口縁端部 :刻
噸書【:,オ線 2 都 外 而 :黒引

弥生土器
裂

202 (126)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
刷毛 目,板なで,箆磨 き

外面
内面

こ灰25Y6/1
i灰25Y6/1

5 um以 下の石英 長石を
含む

口縁端 部 :亥J日 文壊 部 :沈線 2条
内面 :黒軒

弥生土器
墾

(110)
面
面

外
内

歴減のため調整不明
摩減のため Itq整不明

外面
内面

にぶい赤褐5Y R5/4
灰自5Y R8/2

211以下 の石 栗  長 石 を :亥 J 文

14
弥生土器

斐
32 0 (121)

部
外
部

嚇仰
臨
螂

Ⅲ面 :な で
巨 :縦箆磨 き後,横箆磨 き
勺面 :なで
旨市序痕 構笛磨 き

外山 :に ぶい橙7 5YR5/4
内面 :浅黄橙10Y R7/4

2 um以下の石柔 長41を
含む

朴血 :黒斑

15
斐

390 1)
で 37 5Y R5/6

ヨ7 5YR5/6
4噸以下の石英 長石を 口縁端部 :刻 目文

節部 :沈線 3条の間 2列 に竹管攻

16
器
＞

土
甑 21_8

のた
のた

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/3
にぶい袴7 5YR7/3

5剛以下の石英 長石を
含む

17
弥生上器

高杯

だ
■

の

の
外面 :浅黄25Y7/3
内面 :浅蓋25Y7/3

6 au以下の石英 長石を
含む

弥生 上器
廣都 (107)

えのため謝蟹イヽ明
見のため調整不明

外面 :にぶい橙5Y R7/3
内面 :にぶい橙7 5YR7/4

6剛以下の石英 長石を
含む

弥生土器
庇部

132 摩減のため調整不明
産減のため調整不明

外面 1に ぶい橙5Y R6/4
内面 :灰褐5YR5/2

7 dI以下の石英 長石を
含む

弥生土器 (44)
面
面

外
内

減のため調整不賜
滅のため調整不明

外面 :灰 白10Y R7/1
内面 :灰 自loY R7/1

3 md以 下の石英 長石を
含む

底部外面 :黒斑

21
弥生土器 78

画
面

外
内

滅のため調整不明
減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7/4
灰褐7 5YR6/2

5 mI以下の石英 長石を
含む

弥生土器 76 (58)
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

面
面

外
内

灰白7 5YR8/1
灰白75YRyl

3剛以下の石英 長石を
含む

外面 :黒斑

弥生土器
底都

72 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

画
面

外
内

にぶい貢橙10Y R7/3
にぶい褐7 5YR6/3

2 ulal以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
底部

86 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

橙5Y R7/8
褐灰7 5YR6/1

4 mm以下の石英 長石を
含む

粥生土器
底都

87 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外面 :橙2 5YR6/8
内面 :褐灰5YR5/1

5Ha以下の石英 長石を
含む

弥生 土器
廃都 75 (58)

面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

面
面

外
内

橙5Y R7/6
褐灰7 5YR4/]

5 na以 下 の石 英  長石 を
合お

弥生土器
底部

81 (73) 外面 :摩滅のため調整不
内面 :摩減のため調整不

1灰5Y R7/ユ

弥生土器
底部

70 (54)
外面 :摩滅のため調整
内面 :摩滅のため調整

ミ2 5YR5/2
を7 5YR5/1

5 mm以 下の石英 長石を

巽
27 6 63 (224)

外

広
のた確 灰貢25Y7/2

にがい赤楊5YR5/3
41m以下の石英 長石を 口縁端部 :刻 目文

節部 :肖1出 突帯上に束1突 文

弥生土器
斐

144 (170)
のため言
のため言

橙5Y R7/6
にぶい精5Y R7/3

1～ 51mの 石英 長石を
含む

弥生上器
碧

外白 :摩滅のため言
内面 :産減のため言

外面 :に ぶい橙 5Y R7/4
内面 :に ぶい構5Y R6/4

4111以下の石英 長石を
含む

体部上位 :段 1段

弥生 土器
碧 (75)

外画 :摩滅のため謝蟹イヽ明
内面 :座減のため調替不明

面
面

外
内

浅黄25Y7/3
浅責25Y7/4

3dm以 下の石英 長石を
含む

口縁端部 :刻 目文
頸部 :沈線 2条

弥生土器
鉄

115 外面
内面

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

面
面

外
内

灰白10Y R8/1
灰白loY R3/1

5 tlal以 下の石央 長石を
含む

日縁部 :穿
体部下都外

穴
黒斑

弥生土器 (58)
面
面

外
内

箆磨 き
摩滅のため調整不明

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R6/3
にぶい黄橙10Y R6/3

788以下の石英 長石 を
含む

体部か ら底面外面 :黒斑

弥生土器 (104) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外面 :灰白10Y R7/]
内面 :灰 自10Y R7/]

31u以下の石英 長石を
含む

外面 !黒斑

弥生土器
底部

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

外面 :に ぶい赤褐5Y R5/3
内面 :に ぶい赤褐5Y R5/3

5 nd以下の石英 長石 を
含む

弥生土器
底部

10 0
画
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :褐灰5Y R71
内面 :に ぶい褐7 5YR6/3

4 am以下の石英 長石を
含む

体部下半外向 :黒斑

弥生土器
底都

89
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

タト面 :橙2 5YR6/8
内面 !明 褐灰5Y R7/1

5m以 下 の石 栗  長石 を

弥生土器
庫都 68 外面 :摩減のため調整不明

内面 :摩滅のため調整不明
外函 :赤褐5Y R4/6
内面 :灰苦25Y6/2

3m以 下 の石 英・ 長右 を

弥生土器
底部

92 (50,
氏部外面 :板 なで
氏面外面 :箆磨 き
Å面 :陸減のため調整不明

外向 :灰褐5Y R5/2
内面 :明 褐灰5Y R7/1

5 mm以下の石英 長石を
含む

弥生土器
底部

(44)
た
た

の

の
外画 :淡貢25Y8/4
内面 :淡輩25Y8/4

3 nd以下の石英 長石 を
含む

弥生土器 (48) 外面 !摩減のため調整不明
内面 :座減のため調整不明

外面 :淡黄25Y8/4
内面 :淡黄25Y8/4

5 mu以下の石英 長石を
含む

弥生土器 (74)

外面 :に ぶい黄橙10Y R7/2
内面 :に ぶい黄橙 10Y R7/2 き響

以下の石英 長石を
1回

縁部 :黒斑

弥生土器 (185)1佃 獣待署:鍵饉自
面
面

外
内

灰自5Y R3/1
褐灰5Y R5/1 暮響以下

の石英 長石を
1投謝隻緑r 線 2条 ,本菜 文 ,抑

弥生土器 (249) 体部外面 :箆磨 き
内面 :箆磨 き

面
面

外
内

灰白10Y R7/1
灰白10Y R7/1 魯響

以下の石英'長石を
1給載:琵根空餐柔

条

天満・宮西遺跡出土遺物観察表

※法量の ( )は ,残存値を表す。
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番号
器  種

法 量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 怖 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器 (71) 胴部外面 !横箆磨 き
内面 :摩減のため調整不明

νく褐5Y R6/1
灰褐5Y R6/1

21u以下の石英 長石を
含む

用部 :鈍描 沈線 1条 , 2本の 区匹
籠

47
弥生土器 77 (130) 体部外面 :密 な箆磨 き

体部内面 :密 な鈍磨 き
にぶい橙5Y R7/4
明褐灰7 5YR7/2

3 mI以 下の石英 長石を
含む

弥生 土器
薯 (56)

面
面

外
内

摩滅のため調整不
摩減のため調整不

にぶい橙5Y R7/4
灰白5Y R8/2

7 ajl以 下の石英 長石を
含む

日縁部 :刻 目文
頸部 :箆描沈線 2条

弥生上 器
率 70 (115) 衡唇:標機2発協調毒

明褐灰5Y R7/2
明褐灰5Y R7/2

3m以 下の石英 長石を
含む

弥生 土器
蓼 77 (71) 外面 :摩滅のため

内面 !産減の /‐ め
面 :橙 5Y R6/6
面 :に ぶい橙7 5YR7/4

41d以下の石英 長石を
含む

弥生土器 外面 :摩滅のため
内面 :摩滅のため

画
面

外
内

にぶい橙5Y R7/4
明褐灰5Y R7/1

4 mm以 下の石英 長石を
含む

器牡
士霊

弥
15 2 (37)

口縁 言[外薗
口綴 書【内而

箆磨 き
範磨 き

外面 !に ぶい褐7 5YR6/3
内面 :灰褐7 5YR6/2

311m以 下の石英 長石を
含む

頸部 :削 出突雨

器騨
廿
望

殊
13 6 (29) 綺解:藍盤8先協弱姦索謁

面
面

外
内

3Ш以下の石英 長石を
含む

54
希虫

一空

鰤 向
南

面
面

外
内

2 nd以 下の石英 長石を
含む

顕都 :箆描沈線 1条

弥生土器 (54)
面 :摩減のため調整不明
1面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

4 dm以下の石英 長石 を
含む

顕部 :箆描沈線 4条

株生土器
15 7 32 7

明不
き
き

整
磨
磨

調
箆
箆

め

，

た
で
で

の
な
な

滅摩
面
面

内
内

面
部
都

外
体
底

外面 :灰自10Y R8/1
内面 :灰 自10Y R8/1

5 mm以 下の石英 長石を
含む

願都 :箆描沈線 2条
胴部 :箆精沈線 3条 ,黒斑

弥生土器
鶏

21 1
明不整調

で
日
め

な
毛
た

離
剤
励

絣
姉
楚

略
螂
肺

外面 :に ぶい黄橙 10Y R7/2
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/2

5m以下の石乗 長ねを
含む

日縁部 :刻 目文

弥生土 器
顎

236 (54) 口縁部外面 :な で
内面 :陸減のため調整不明

外面 :灰褐7 5YR5/2
内面 :灰苦楊10V R6/2

3dm以 下の石英 長石を 回縁部 :刻 日文
頭都 :箆描沈線 2条間に刺突文

弥生土器
織雲:屡機8先協調鍾索謁

面

而

外

内
褐灰5Y R5/1
灰褐5YR6/2

3 HE以 下の石英 長石を

弥生土器
斐

(97) 屎鍮謎観善争蔑箆磨き
口縁部内面 :な で
体部上部内面 :箆磨 き

外血 :橙5Y R6/6
内面 :橙5Y R6/6

2 dd以 下の石英 長石を
含む

頸部 :箆描沈緑 4条

弥生 土器
薯 (47)

で
で

な
な

面
面

外
内

画
面

外
内 '5Y R7/6

'5Y R7/6

21w以 下の石英 長石を
含

=F

弥生土器
墾

236 85 31 7
口縁部外面 :な で
体部外面 :なで
康郎丙耐 指市序痛

外面 :灰 白10Y R8/1
内面 :灰 自10Y R8/1

2～ 3 dlBの 石英 長石を
含む

弥生土器
高杯

20 0 (50)
外面
内面

箆磨 き
陸減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR6/3
にぶい褐7 5YR6/3

2 nm以 下の石英 長石を
含む

殊生土器
底部

126 (56)
底部外向 :板 なで
底部内面 :箆磨 き

面
面

外
内

61w以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
底部

外薗 :摩減のため調整イヽ明
内面 1摩減のため調格不明

外面 :にぶい橙7 5YR7/3
内面 !褐灰7 5YR6/1

3 ad以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
底部

71 (52)
外面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

画
面

外
内

褐灰5Y R6/1
褐灰5Y R6/1

llm以 下の石奥 長石 を
含む

弥生 土 器
,斉 書ほ (50) 外面 :摩減のため調整不明

内面 :座減のため調整不明

橙
橙

画
面

外
内

2 mm以 下 の石栗  長る を
含帝

弥生 上器
底菩【 (44) 外薗 :指顕庄及

内面 :なで
外面 :褐灰10Y R6/1
内面 :褐灰 10Y R6/1

3nm以 下 の石栗  長ね を

弥生土 器
高杯

(76)
外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

雰
内

にぶい橙5Y R7/4
明褐灰 5Y R7/1

3111以 下の石英 長石を

(長 さ)

45 ∽
蛹

(厚 さ)

1 1
外面 :な で 外面 !明 僑灰7.5Y R7/2

内商 :明褐灰7 hVR7/2
l mm以下の長石を合む

71
1生 土器
方錘車

(長 さ)

51 ｍ
蜘

(厚 さ)

14
外面 :な で 外

内
褐7 5Y R6/2 4 dI以下の石英 長石を 孔径 :0 6cm

弥生土器
紡錘車

(長 さ)

50 ｍ
踊

(厚 さ)

13
外 面 なで 外 薗 :種 Hue5Y R7/6

内面 :給 Hue7 5Y R7/6
3 11al以 下の長石 石英を
含む

重さ:318g

弥生土器 142 (75)
面
面

外
内

摩減のため調整不 F/1

摩減のため調整不明
タト面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :褐灰7 5YR7/3

5 mD以 下の長石・石英
雲母を含む

部
文

顎
孤

沈線 3条 ,沈線下に箆描円

74
弥生土器

壺
130 (77)

日縁部か ら顕部外面 :なで

合殻織粟を祭鯨島面:なで
体 瓢 内面 :修磨 X

外面 :灰 白25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

1～ 2 wa以 下の石英 長
石を含む

器牡
・霊

弥
15 2 (46)

日縁部外薗 :な で
日縁部内面 :な で
菊絋内面 !指頭序痕

面
面

外
内

灰自25Y8/2
灰黄25Y7/2

2 dta以 下の石英 長石を
含む

頸部 :突帝

弥生土器 体部外向 :冤磨 き
体善【内面 :指頭F痕  なで

面
面

外
内

灰自25Y8/1
灰自25Y8/2

2 am以 下の石英 長石 を
含む

体部上半 :沈線 2条 ,黒斑

弥生土器 外面 :摩減のため調整不明
内面 :座減のため調整不明

外面 :灰 自10Y R8/2
内面 :灰 白10Y Ry2

l mm以 下 の長石 を含 む 体部上部 :沈線 2条

弥生土 器 内面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :に ぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 3 ndの 石栗  長ね を 外面 :黒斑

弥生 土器 (59)
外面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :褐灰7 5YR4/1

3 at以 下の長石 石英を 外面 :沈線上が 4条以上 と下が 1

条間に木葉文

弥生 土器 (40) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外面 1に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :褐灰7 5Y R71

4 am以 下の長石 石英を 外面 :沈繰 3条以上 と木葉文

弥生土器 (45)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

外
内

にぶ�ヽ橙7 5YR7/4
にぶい昔拾 loV R7/3

3 ma以 下の長石・石英を 沈線 3条 ,木菜文 字

弥生土器 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

外 向 :にぶ い橙 5Y R7/4
内面 :にぶ い希 5Y R″ 4

l lm以 下の長石 石英を
含む

木葉文 ?

弥生土器 (46) ―
で

回
面
な

外
外

部
部
面

体
底
内

なで
外面 :灰黄25Y7/2
内面 :灰黄褐 10Y R6/2

4m以 下の石英を含む

弥生土器 (37)
底部外面
体部外面
休郎内面

沢Ｌ
き

映
磨

で

外面 :,完 黄25Y7/3
内面 :褐灰10Y R6/1

1～ 3mの石英 長石を
含む

体部中位 :羽状文 2快 ,羽 状文 I

朱

弥生土器
甕

254 (76)

で
き
で

な
磨
な
で

箆
　
な

白
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

聯
脚
聰
榔

外面 :灰黄褐 10Y R4/2
内面 :に ぶい黄橙 10Y R7/2

3 ddl以 下の長石 角閃石
を含む

回縁端部 :刻 日文
頸部 :沈線 2条

弥生 土器
率 待屠i筐盤8先協弱饉栗謁

面
面

外
内

にぶい責橙 10Y R6/3
灰黄褐10Y R5/2

2 du以下 の長石  石柔 を 口縁端部 :刻 目文
体都上部 :沈線 2条

弥生土器
襲

420 (101)

日縁部外面 :な で

頸部外面 :指頭圧痕
体部外面 :摩減のため調整不明
内面 :な で

外面 :灰 自25Y8/2
内面 !灰 白25Y8/2

6 mI以 下の長石 石英を
含む

弥生土器 222 (52) で
で

な
な

面
面

外
内

にぶい黄橙 10Y R7/3
灰蓄褐 10Y R6/2

2 dm以下の石英を含む 顎部 :沈線 2条

弥生 土器
芽 14 9

外両 :な で
体部内面 :な で,指頭圧痕

外血 :茂煮25Y8/3
内面 :に ぶい責袴 loY R7/3

3 EI以 下の石英 長石を
含む

日縁端言[:刻 目文
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告

号

報

番
器   種

法 量 (cln)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

回 径 底  径 器  高

弥生土器
蓋

21 0
(頭径)

58 90
向
而

外
内

た
´

り

の

明
明

不
不

外面 :褐灰 10Y R4/1
内面 :褐灰 10Y R4/1

3 ma以 下の石英 長石を
含む

外面 黒 斑

弥生土器
鉢

49
磨

自
面
傍

外
外

部
部
商

体
底
内

1頭圧涙
|で

外面 :浅黄橙 10Y R8/3
内面 :にぶい黄橙 loY R6/3

1～ 5 dIの 石英 長石を
含む

弥生上器
底都 (甑 )

92 瓜部外 ]

底部内る
なで,指頭庄痕
なで

面
面

外
内

灰自7 5YR8/2
灰 白10Y R7/1

1～ 511B以 下の石英 長
石を含む

氏部 :竿子し1穴

弥生土器
底部

75 (55)
底部外面 :指頭庄痕,な で
底部内面 :指頭圧痕 なで

面
面

外
内

明褐灰7 5YR7/2
にぶい黄橙10Y R7/3

1～ 5 1uI以 下の石栗 長
石を含む

体郁か ら底面 :黒班

弥生土器
底部

(56)
底部外面 :なで
底部内面 :な で

面
面

外
内

灰白10Y R8/1
灰白10Y R8/1

1～ 2晒以下の石奥 長
石を含む

弥生土器
底部

(123)
体部外面 !鈍磨 き,指頭圧痕
底部外面 :な で
内面 :なで

面
面

外
内

灰自25Y8/1
灰自10Y R8/2

1～ 5 dB以 下の石英 長
石を含む

弥生上器
底部

(165)
体部外面 :な で
底部外面 :指頭圧痕 ,な で
内面 :な で

外面 :灰 自7 5YR8/2
内面 :灰 白7 5YR8/1

1～ 4 1t at以 下の石英 長
石を含む

打製石器 (長 さ)

109
ｍ
用

(厚 さ)

14
外 lal i ttN5/ 予衰,平焦

8g

打製石器 (長 さ)

59
畑
璃

(厚 さ)

08
外薗 :灰 N6/ 重さ:122g

サメカイト

打製石器
刃器

(長 さ)

30
ｍ
弱

(厚 さ)

10
外 向 :灰 N6/

零衰身平ヾ
g

磨製石器 (長 さ)

6 1
蛹
窮

(厚 さ)

07
外 向 :炊 N6/ 重さ :349g

磨製石器 (長 さ)

46
幅

Ｉ
(厚 さ)

14
外面 :黄灰25Y6/よ 重さ :1290g

弥生上器
底部

(37) 底部外血 :指頭圧泉
内面 :摩減のため調整不明

外面 :にぶい赤褐5Y R5/4
内面 :楊灰 10Y R5/1

1～ 3 mIの 石英  長石 を
合 子r

弥生土器
底部

77
面
繭

外
内

減のため調整不明
減のため調整不明

外面 :灰 白10Y R7/1
内面 :灰 白10Y R7/1

3 mm以 下の石英 長石を
含む

琳面 :黒斑

弥生土器
底部

98 (17)
由

南

外

内
減のため調整不明
減のため調整不明

外面 t赤橙 10R6/6
内面 :灰 白 :25Y8/1

1～ 4 1uuの 石英 長石を
含む

弥生土器
底部

88 (62)
なで,指頭圧FR

なで
面
面

外
内

にぶい黄栓10Y R7/3
にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 2 ddの 石英 長石 を
含む

弥生土器 (132)
靭糾
納
納

堀
体
頸
体

ヨ磨き
二磨き
ξき

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R6/3
にぶい橙7 5YR7/4

5 mu以 下の石英 長石を
含む

頻部 :泥繰 3条
体部 :沈線 3条

弥生土器
底部

94 (101)
体部下部外面 :箆磨 き
底部外面 :指頭圧痕
内面 :陸滅のため調整不明

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/2
灰白10Y R7/1

7 DE以 下の石英 長石を
含む

弥 生 上器
華

(30)
日縁部外面 :なで
日縁部内面 :な で

外面 :明褐7 5YR5/6
内面 :明褐7 5YR5/6

148以 下 の右 英  長れ

弥生土器
高杯

140 (26)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

外面 :橙 5Y R6/6
丙面 :潜7 5V R6/R

l II a以 下の石英 長石

弥生土器 (21)
面
面

外
内

部
部

杯
杯

で

で

な
な

外面 :橙5Y R6/6
内面 :給 Yヽ R6/6

2 dd以 下の石英 長石
角閃石を合む

打製石器
石鏃

(長 さ)

25 ｍ
‐５

(厚 さ)

03
外 向 :簡灰 10Y R5/1 重 さ 0 7g

弥生土器
菱

(145) 痕圧頭指で
削

な
箆

叩
面
面

‥
内
内

面
半
半

外
上
下

部
部
部

体
体
体

外面 1にぶい黄栓10Y R7/3
内面 :にぶい黄橙10Y R7/2

2ad以 下の石英 長石を
多量に含む

弥 生 土 器
藝

面
面

外
内

摩減のため調整不明
陸減のため調率不明

外面 :橙5Y R6/6
内面 :搭7 5YR7/6

1～ 2 ndの 石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
広日壷

15 6 (23)
口縁部外由
口縁絡内蘭

で
で

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

l IIt以 下の長石 角閃石
を含む

弥生上器
壷

79 (32)

部
外
部
内

聯椰
醸
脚 痕

で
目
で
圧

な
毛
な
頭

刷
　
指

向
　
面

‥

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :橙7 5YR6/8

lro以 下の石英 角閃石
を含む

弥生土器
底部

(13)
底部外面 :な で
庇部内面 :な で 指頭圧痕

画
面

外
内

にぶい奄7 5YR7/4
橙7 5YR6/6

1～ 3111の 石英 長石
角閃石を含む

外面 :黒斑

弥 生 土 器
鉄

(30)
外面 :摩減のため調整不明
日縁部内面 :扁 1毛 目

面
面

外
内

橙2 5YR6/8
橙2 5YR6/8

l ma以 下の石英 長石を

弥生土器
小形鉢

体部外面 :な で
回縁部内面 :な で,指頭圧痕
体部内面 :な で

外面 i橙7 5YR7/6
内面 :橙 7 5Y R6/6

l du以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
小■l女 底土器

(41)
で
で

な
な

面
面

外
内

部
部

徐
体 指頭圧痕

ぶ
ぶ

面
面

外
内

橙10Y R7/3 4剛以下の長石 角閃石

弥生土器
高杯

(4 7)
杯部外面
杯部内面

で

で

な

な
橙7 5YR6/6
潜7 5YR6/6

l aD以 下の石英 長石・
雲母を含む

弥生土器
小形整

面
面

外
内

減のため調整不
減のため調整不

にぶい橙5Y R7/4
医白7 5YR8/2

l mm以 下の石英 長石
角閃石を含む

外面 :黒斑

弥 生 土器
首林 (16)

面
面

外
内

部
部

裾
裾

で

で

な

な
面 :にぶい褐7 5YR5/4
面 :にぶいt37 5YR5/4

lШ以下の長石を含む 裾部 :円形透か しく貫通せす )

弥生土器
小形鉢

54
画
面

外
内

摩減のため調整不 IIB

産減のため調整不明
面 :橙5Y R6/6
1面 :にぶい褐7 5YR6/3

4 mm以下の石英 長石
角閃石を含む

弥生上器
整

(17) 目綴穀待零i察奪       1待冨:|:套とt悟 :¥岳子チ4
21m以下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
巽

21 6 (25) 目撥載織需!後寒    1織需:健疑聰

`等

R6/4
1酬以下の長石を含む

弥生土器
斐

痕

目
　
圧
り

で
毛
　
頭
削

で
な
刷
で
指
箆

な

‥
　
な

‥

面
面
　
面
面

鰤帥醐鰤蜘帥

聰
榔
脚
瞭
仰
榔

外面 :に ぶい橙5Y R6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

l n8以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
斐

(196) 徐談隼母古冨争亀欝;謡
郭明

1禽
署:描震お奪&誘 Wμ 2 mm以 下の石英 長石

角閃石を含む

弥生土器

霧鶏日ぞ錘痕   1畑 :捉露そ穏昴ち
ん 1～ 2Emの 石英 長石を

含む

弥生土器
襲

(46)

計

列

苗

沐

聰椰
臨
鰯

面
面

外
内目

　
毛

毛
　
刷

で
刷
で
い

な

い
な
か

…
粗
　
細

両

‥
面

ぶい黄橙 10Y R7/4
ぶい橙7 5Y R6/4

3 nd以 下の長石 石英
角閃石を含む

発
(24)

外面 :に ぶい褐7 5YR6/3
内面 !にぶい橙7 5YR7/3

回縁部外薗
口緑部内面

なで
なで

1画以下の長石 角閃石
を含む
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報告

番号
器  種

法 量 (cD)
形態・手法の特徴 色 ItB 土 備 考

日 径 底  径 器  高

弥生土器
鉢

で
　
で
き

な
で
な
磨

な
‥
箆

面
　
面

外
面
内
面

醐脚醐帥

外面 :に ぶい橙7 5YR7/3
内面 :に ぶい橙7 5YR7/4

l na以 下の長石 角閃石
を含む

外面 :黒斑

弥生土器
底部

(26)
底部外面 :なで
底部内面 :な で

外面 :灰黄褐10YR6/2
内面 :褐灰10Y R4/1

2 mm以 下の石英 角閃石
を含む

弥生土器
底都

(28)
底部外開 :い‖き
丙面 :座減のため調整不明

画
面

外
内

灰白10Y R8/2
炭白loY R8/2

3 mm以 下の長石 角閃石
を含む

磨製石器
FFf病

阻
鮒

厚

歩

外面 :灰 N/6

磨製石器
砥石

ｍ
病

厚

歩

面
面

外
内

灰自10Y R8/1
灰白loY R3/1

茎 さ :322g

弥生土器
暮 (32)

外面 :摩減のため調整不明
内雨 :座減のため調整不明

橙
橙

面
面

外
内

l aal以 下の石英 長石
雲母を含む

弥生土器
底部

(29)
外面 :なで,刷 毛 目
内面 :産滅のため調整不明

外面
内面

!ぶ い橙7 5YR6/4
:灰 25Y5/1

1～ 5剛以下の石栗 長
石 角閃石を含む

弥生土器
紡錘車

岬
翻

(厚 さ) 外両 :刷毛 日 外面 :橙 5Y R6/8 04m以 下 の 石 栗  長 れ
_T母 ,合 Ff

重さ :46g

広日壷
(21)

口縁部外面 :な で
口縁部内面 :な で

面
面

外
内

ぶい黄橙10Y R7/3
ぶい黄橙10Y R7/3

l dd以 下 のる栗  長れ
衛 閃所 を含 む

140 17 (22)
底部外面 :叩 き
底部内面 :なで

面
面

外
内

1褐 10Y R3/1
〕灰10Y R5/1

1硼以下の石英 を含む

卜生 土
36

体部外面 :な で
体部内面 :な で 指頭圧痕

面
面

外
内

ユ黄橙10Y R8/3
:灰 10Y R4/1

l mt以 下の長石を含む

弥 生 上器
高杯

(28) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外面 !に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :栓7 5YR6/6

3 um以 下の石英 長石
雲母 角閃石 を含む

弥 生土 器 (18) 日縁部外面
口縁都内面

で
で

な
な

外面
内面

5Y R6/6 l aun以 下の角閃石を含む 日縁端部 :凹線 2条

弥生土器
斐

(54)

日縁部外面 :な で
体郡外面 :刷 毛日
日縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痰

外向 :橙 5YR6/6
内面 :橙5Y R6/6

lm以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
底部

外面 :摩減のためBHi整 不明
内面 :な で

タト面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

閃
合萌

践”峰
以
１

２
石
む

弥生土器
高杯脚部

脚部外面 :な で
脚部内面 :な で

面
商

外
内

明褐7 5YR5/6
明褐7 5Y R5/6

1～ 2 mm以 下の石英 長
石 角閃石を含む

居端那 :凹線 2条
蘭吉【:HTI

弥生土器
甕

日縁部外面 :な で
口縁部内両 :なで

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内両 :に ぶい橙7 5YR6/4

1硼以下の石英 長石
角閃石を含む

日縁端郡 :沈線状の凹線 1条

弥生土器
鉢

(33) 外面 :摩滅のため調整不明
丙面 :陸流のため調整不明

外

内
黄橙10Y R8/3
ぶい黄橙10Y R7/3

1～ 3 mdの 石英 長石 を
含む

体部外 嵐 :黒斑

踏 製 れ 喬

石庖 丁 34

厚

α
外面 :褐灰 10Y R5/1 藍 さ :110g

暦 製 石 喬

石 庖 丁 10 3
(厚 さ) 外面 :灰 自10Y R7/1 童さ :1084g

磨製石器
投弾

(即日) ナ早さ ) 外面 :褐灰 10Y R6/1

弥生土器
広日壺

(47)
外面 :摩滅のため調整不明
内面 :座減のため調整不明

面
面

外
内

登2 5YR6/6
05Y R6/6

1～ 3 dI以下 の石 奥・ 長 日縁端部 :沈線化 した凹線 2条

弥生 上 器
牽

回縁部外面 :な で 面
面

外
内

ぶ

ぶ
橙10Y R7/4
橙10Y R7/2

4 oml以 下の石英を含む

弥生土器
甕

‥
面
　
面

面
外
面
内

外
半
内
半

部
上
部
上

醜
脚
聯
鶴

なで
:刷毛目
なで
:指頭圧痕

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :にがい橙7 5YR6/4

2 mm以 下の石英 長石
雲母 角閃石を含む

弥生土器
底部

(35) 外面 :な で
内面 :箆磨 き

[ぶい掲7 5YR6/3
奪7 5YR6/6

l ua以 下の石英 ‐長石
角 lAl石 を含む

内面 :赤色顔料勺着

弥生土器
底都

(44) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

5Y
苗5 1/1

lnm以 下の石英 長石 を
含む

弥生上器
底都

(50) 外面 :摩・FRの ため調整不
内面 :摩減のため調整不

10Y R8/1
10Y R8/2

2 nI以 下の石英 長石を
含む

弥生 土 器
黎 34 待召i懸騒8先協調整索

白7 5YR8/1
白7 5YR8/2

2剛以下の長石を含む

土
器
ア

牡
チュ
器

弥

ニ 31
底部外面 :指頭圧痕
底部内面 :板 なで

外面 :灰 白25Y8/1
内面 :灰白25Y8/1

l oat以 下の石英・長石を
含む

底部か ら底向 :黒斑

弥生土器
高杯

141 外 面 :摩減 の た
内面 :産減 の た

外
内

灰白10Y R8/2
灰自loY R8/1

3m4以 下の石英 長石 を
含む

斑
:円 刊 1× 4簡所

弥生上器
高杯

画
面

外
内

箆暦 き
絞 り目 指 頭 圧 痕

外面 :灰 自10Y R8/2
1内 面 :橙 5Y R6/6

1～ 2 omの 石英 長石
雲母を含む

円 Jし 4穴

弥生土器
外

外面 :板 なで,指頭圧痕
内而 :濡 1韮 日

面
面

外
内

灰自75Y8/1
にぶい黄栓10Y R7/4

l mm必 下の石英
3噸以下の砂粒 を

内外面 :黒斑

弥生土器
細頚壷

外面 :摩減のため調整不明
内面 :座減のため調整不明

面
面

外
内

橙7 5YR7/6
にぶい橙7 5YR7/4

2 mm以 下の石英 長石 を

弥生土器
箋

で
　
で

な
目
な

横
毛
横
で

‥
刷

‥
な

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
頸
口
車

外面 :にぶい褐7 5YR6/3
内面 :灰黄褐10Y R6/2

l IInl以 下の石英 長石・

角閃石を含む
口縁部外面 :凹線 3条
日縁部内外面 :黒斑

弥生 土器
暮

日縁都外面
日縁部内面

で

で

な
な

淡橙5Y R3/3
にぶい僑5Y R7/3

l EU4以 下の石英 長石
角閃石を含む

回縁端部 :竹管文

弥生上器
箋

152 (21)
回縁部外面 :な で

習激筆房善
〕
;琴辱

TR
外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :黒褐7 5YR3/2

l dI以 下の長石 角閃石
を含む

日縁部内外面 :黒斑

弥生土器
製塩土器

(25)
で
で

な
な

面
面

外
内

t

t

（
ぶ

韓橙10Y R6/3
創奇10Y R6/3

1 4nl以 下の長石 角閃石
を含む

弥生土器
製塩土器

36 (16) 外面
内面

で

で

な

な
外面 :に ぶい黄橙10Y R5/3
内面 :褐灰10Y R4/1

l mal以 下の長石 角閃石
を含む

幹靱
10 5 94 痕

で
り
圧
り
り

な
削
頭
削
削

箆
指
箆
範

面
　
　
‥卿的的的的

外面 :に ぶい赤褐5Y R5/4
内面 :にぶい赤褐5Y R5/4

lm以下の石英・長石を
含む

頃部外 薗 :黒斑

弥生土器
斐

(34)

で
日
で
で

な
毛
な
な

刷
　
板

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

聯
柳
酷
鰯

外面 :橙25YR6/6
内面 :橙 2 5Y R6/6

l alE以 下の石英 長石 を
含む

171
弥生土器

憩
(22) 日縁部外面

日縁都内面

で

で

な
な

外 IHl i橙 7 5Y R6/6
内南 :捨 7ヽ YR6/6

i nm以 下の石英 長石
角間石 雲母を含む

弥生土器 140 (22)
日縁部外面
日縁部内面

で

で

な
な

にぶい
1こ ぶい

75YR6/4
7 5YR6/4

l dln以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器 124 (36)
面
両

外
内 鬱織8充協調簸宋

卜面 :にぶい橙7 5YR6/4
こ面 :給 7 5Y R6/6

lm以下の長石 雲母
角閃石を含む
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報告

番号
器  種

法 量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器  高

174
弥 生 土器

奪
(40) 口縁部外面 :なで

回縁部内面 :な で
外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :橙7 5YR6/6

l mm以 下の長石 角因石
を含む

弥生土器
高杯

で
り
で
き

な
削
な
磨

箆

…
箆

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

聯
榔
酪
椰

外面 :橙 2 5YR6/6
内面 :橙 2 5YR6/6

21a以 下の石栗 長石
角閃石を含む

弥生土播
高杯

(35)
日縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で

にぶ�ゝ褐7 5YR6/3
にぶいIS7ヽ YR6/3

l ln以 下の長石 雲母

打製石器
石鏃

(長 さ)

20 明
別

(厚 さ)

07
褐う(10Y R4/1
掲)天 10Y R4/1

重さ :35g

磨製石器
砥石

(長 さ)

14 1
Ю
躙

(厚 さ)

16
外 白 :灰 自10Y R7/1 重さ :14238

弥生上器
整

(41)
指
　
箆

画
　
面

‥

糾瓶
納
輌

臨仰
酪
榔

i圧痕
|で ,指頭圧痕

外 向 :火貢綺 10Y R5/2
内面 :褐灰 :10Y R4/1

2um以 下の石英 長石・

角閃石 雲母を含む

弥生土器
奏

(14)
口縁 者卜外 薗
口縁 鶏 内雨

で
で

面
面

外
内

橙5Y R6/6
F9R5Y R6/6

I Iu以 下の長石・石奥を
含む

弥生土器
高杯

(22)
口縁音卜外向 :な で
口縁部内面 :なで

面
面

外
内

橙5Y R6/8
橙5Y R6/6

l mm以 下の長石を含む

弥生土器
鉢底部

(29) 一硼硼鰤軸

箆磨 き
指頭圧痕
箆磨 き
指頭圧痕

外面 :灰 白7 5YR8/1
内面 :灰 白7 5YR8/1

2 nd以下の石英 長石を
含む

弥生 土 器 外面 :摩滅のため調整不明
脚部内面 :箆肖1り

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR5/4
明褐7 5YR5/6

44U4以下の石英・長石
雲母 角閃石を含む

弥生 上器 42
外面 :箆磨 き
内面 :板 なで

面
面

外
内

淡黄25Y8/3
黄灰25Y6/1

6m以 下の石英, 181以
下の雲母 .角 閃石を含む

弥 生土 器
小 形 鉄

33 63
面
面

外
内

指頭圧痕,な で
指頭圧痕、なで

外面 :橙 2 5YR6/6
内面 :に ぶい橙2 5YR6/4

1～ 2 aa以 下の石英 長
石を含む

弥生上器 52 (53)
面
面

外
内

電磨 き
肇滅のため調整不明

外面 :黒 10Y R2/1
内面 :にぶい黄橙 10Y R6/4

l蜘以下 の石 栗  角 閃石

弥生土器 134 (28)
面
面

外
内

部
部

縁
縁

回
日

で

で

な
な

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
明褐7.5Y R5/6

148以下 の長 /Hを 含 f」・

弥生土器
広日壷

面
面

外
内

肇滅のため調整不明
堕滅のため調整不明

4/1 笹7 5YR6/6
潜7 5VR6/S

lm以下の石英 長石

弥生土器
広口三

(15)
面
面

外
内

部
部

縁
縁

日
日

で
で

外 向 :にぶ い橙 7 5YR6/4
内面 :にぶ い褐 7 5YR6/3

2 EE以 下の長石 角閃石

弥生土器
墾

日縁郡歩
体部外 i

口縁部「

体部内 F

面
　
面

痕

で
日
で
ｒ

外向 :にぶい褐7 5YR5/4
内面 :にぶい褐7 5YR5/4

l II以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
高杯

192 (43)
日縁 部外 薗
回縁 吉ほ内面

で
で

外面 :にぶい黄橙 10Y R6/4
内面 :にぶい黄橙 loY R6/4

l ILa以 下の石英 長石・

角閃石を含む

弥生土器
小型丸底土器

104
外向 :な で
口縁部内面
体部内面 :

毛
で
り

粗い刷毛 目
面
面

外
内

明掲灰7 5YR7/2
灰黄褐 10Y R5/2

1～ 2d14以下の石英 長
石を含む

弥生 土 器 98 (26)
日縁部外面 :なで
回縁部内面 :な で

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/4
にぶい橙7 5YR7/4

l wd以 下の石英 '長石
角閃石 雲母を含む

弥生 上 器 外 薗 :吊 J七 日
肉面 1隊繭 の ■あ調 整本 側日

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :灰 自25Y7/1

1～ 3 nd以 下の石英 長
石を含む

氏面外面 :粗 い刷毛 日

弥生 土 器 体部外面
体部内面

で

で
面
面

外
内

灰自7 5Y R3/1
灰白7 5YR8/1

0 5od以 下の長石を含む

弥 生 土器 (29) 口縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で

面
面

外
内

灰自75Y8/1
灰白75Y8/1

1～ 211m以 下の石英 長
石 を含む

弥生土器
底都

36 (19) 外面 :な で
内面 :摩減のため調整不明

外面 :に ぶい黄橙 10Y R7/3
内面 :にぶい黄橙10Y R7/4

4剛以下 の石奥  長石 を
学す|

弥生土器 32 (19) 外面 :な で
底部内面 :摩滅のため調整不明

画
面

外
内

明褐灰5Y R7/1
灰白5Y R8/1

38d以 下 の石 栗  長 ね を

弥生土器 39 外面 :指頭圧痕
内面 :な で

外面
内面

浅黄橙 10Y R8/3
灰白lov RA/2

2 du以 下の長石 角閃石

弥生土器
広日壷

178
部
部

縁
縁

日
日

面 :刷毛 目,箆磨 き
面 :なで

にぶい種7 5YR6/4
1こ ぶぃ昔給loY R6/4

l mm以 下の長石を含む

弥生土器
高杯

228 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

タ 明褐灰7 5YR7/2
にぶい縛7 5YR6/4

3 DII以 下の石英 長石を

弥生土器
高杯

174 (34)
外面 1摩滅のため調整不明
脚郎内面 :懐剖的

外
内

07 5Y R6/6
裕7 5YR6/6

2 mm以 下の石英 長布
角閃石を含む

円了し1穴

弥生土器
高杯

(49,
指 顕圧 戻 ,板 なで

指 頭圧 痕
板 なで

外面 :にぶい橙5Y R6/4
内面 :にぶい橙5Y R6/4

1～ 31m以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

弥生土器
底都

(57)
外
内

減のため調整不明 外面 :灰 白10Y R8/2
内面 :橙 5Y R6/6

1～ 2 dtu以 下の石英 長
石 雲母を含む

弥生土器
底部

(42)
養滅のため調整不明
銭滅のため調啓不明

外面 :栓 5Y R7/6
内面 :灰 白loY R8/2

3 aa以下の石英を含む

弥生上器
小形甕

90

外面 :黒褐10Y R3/2
内面 :灰黄褐10Y R4/2

1～ 248以 下の石英 長
石 雲母を含む

弥生土器
台付鉢

脚部外面 :指頭圧痕
体部上半外面 :箆磨 き
脚部内面 :指頭圧痕

外面 :にぶい黄橙10Y R7/2
内面 :灰 白7 5YR8/2

3m以下の石英 長石を
含む

弥生土器
夫形片口鉢

31 0
底部外面 :箆削 り
底部内面 :箆磨 き

外
内

黒褐7 5YR3/1
にぶい褐7 5YR6/3

4 ma以下の長石 石英 底部外面 :黒斑

弥生土器
鉢

(79)
屎鍮卍筆界善f霧係編毛會F指頭
圧痕
日縁部内面 :なで
体鶏

「
半内面 :指函序痕 刷毛 目

外向 :灰 日25Y8/2
内面 :灰 自25Y8/2

2 aII以 下の長石 石英を
含む

弥生土器
発

132 (20)
滅のため調整不明
llRの ため調移不明

面
面

外
内

橙5Y R6/6
橙5Y R6/6

2 dI以 下の長石 石英を
含む

211
弥生土器

鉢
12 0

減のため調整不明
滅のため調啓不明

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙5Y R7/8

3 dol以 下の長石 石英を
含む

弥生土器
斐

52 27.0

口縁部外面 :な で
体部下半外面 :箆磨 き
日縁部内面 :なで

襟喜|十華烏審:箭電督「箆磨き

外面 :にぶい栓5Y R6/3
内面 :明褐灰5Y R7/2

1～ 3剛以下の石英 長
石 角閃石を含む

体部・底部か ら底画 :黒斑

弥生土器
高杯

縁
合
縁
合

口
接
回
接

お外面 :刷毛目
語外面 :刷毛目

“

内面 :摩滅のため調整不リ
市内面 :刷毛目

外向 :淡橙 5Y R3/3
内面 :灰 白25Y8/2

1～ 2剛以 卜のね柔 長
石を含む

-134-



告

号

報

番 器  種
法 量にm)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
小型鉢

13 2 53 窪騒8先協調塞宋隅
面
面

外
内

浅黄橙 7 5YR8/3
灰自75YRν 2

l dun以 下の石英 長石を
合む

外面 :黒斑

弥生土器
底部

(27)
摩
度

えのため調整不明
見のため調整不明

面 :橙5Y R6/6
面 :潜 5V R6/6

2m以下の石英, l mm以
下の雲母を含む

弥生土器
高杯

22 2 (37)
口縁部外面 :な で
然都外面 :箆削 り
口縁部内面 :な で

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :橙7 5YR6/6

l mm以 下の石英・長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器
大型片日鉢

(52)
で
で

な
な

面
面

外
内

部
都

縁
縁

口
口

面
葡

外
内

にぶい橙
にぶい裕

5Y R6/4
5Y R6/4

l mu以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

甕
色 3)

縁

協
口

回
で
で

な
な

面
面

外
内

部
部

面
面

外
内

にぶい橙
にぶい給

5Y R6/4
5Y R6/4

l alm以 下の長石 雲母を
含む

弥生土器
箋

(29)
ロ

ロ
1部外面
1部内面

で
で

な
な

画
面

外
内

ぶい橙
ぶい掩

5Y R7/3
5YR7/3

1～ 2 na以 下の石英 長
石を含む

弥生上器
高杯

160 練載待零:麗織2先協調藍宋
面

面
浅黄橙 7

浅首給 1 報ＹＲ８
lEm以 下の長石を含む

弥 生 土 器
喜杯

152 (25) 棚載待召:な尋,刷毛目
面
面

外
内

浅黄橙7 5YR8/3

'た

橙5Y R8/4
14U4以 下の砂粒 を含む 岬詈卜:円士し

剪 174 体部外面
体部内面

で

で

画
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/4
浅責橙10Y R8/3

1～ 511m以 下の石英 長
石を含む

弥生土器 35 摩減のため調整不
摩減のため調整不

面
面

外
内

自
白

灰

灰
1～ 2剛以下の乃央 長
石を含む

弥生土器
底部

外
内

,指襲 l■ 涙 面
面

外
内

にぶい芸
にぶい花

橙10Y R5/3
7 5YR6/3

1～ 2 dal以 下の石英
石 角閃石を含む

長

弥生土器 (34) 待尋:鬱機8先協調整索明
面
面

外
内

灰自10Y R7/1
にぶい橙5Y R6/4

l Hal以下の石英 長石 を

弥生土器 (16)
面

面

外

内
なで
/Fで

外面 :黒褐7 5YR3/1
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

0211t以 下の石英 長 石 外面 :燥付着

弥生土器
製塩土器

36 (16)
外山
内面

滅のため嗣蟹イヽ明
減のため調整不明

外面 :赤 7 5YR4/6
内面 :にぶい褐7 5YR6/3

1～ 2 mm以下の石英 長
石・角閑石 を含む

弥生土器
小型鉢

67
摩滅のため調整不明
座蔵のため調整不明

面
面

外
内

灰 自7 5Y R8/1
灰白7 5YR3/2

微砂泣 を含む

229
弥生土器
広日壷

(59)

外
口
顕
株

:な で
部内面 :なで
内面 :指頭圧痕
上半内面 :指頭圧痕

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 !にぶい橙7 5YR7/4

2剛以下の長石 雲母 を
含む

230
弥生土器

甕
(72)

‥
面

　

面

面
外
　
面
内

外
半
　
内
半

部
上
　
部
上

瞼
仰

明
睦
螂

なで
:摩減のため調整不

なで
:指頭圧痕

紹 |に鐵級評岳雛
31H以 下の石英 長石 を
含む

弥生土器
甕

136 (120) 屎鍮舜告T羞農おため調整不明
日縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

待唇iにぶヤ建鸞蚤腸:/3
l dd以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
巽

144

騨
期
約
μ
帯

磁
椰
輔
椰
椰

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/3
にぶい黄橙10Y R7/3

3 mm以 下のる楽 長右
雲母を含む

弥生土器
広日壷

(13)
日縁部外画 :な で
口緑部内面 :な で

外面
内面

にぶい橙7 5YR7/3
にがい褐7 5YR6/3

lm以下の石英 ,長石・ 日縁部内面 :凹 線 2条

234
弥生土器

箋
14 0 (190)

痕

で
き
で
圧

な
磨
な
頭

箆

…
指

面

‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

疏
榔
嚇
脚 箆削 り

外面 :灰責25Y7/2
内面 :にぶい黄橙10Y R7/2

1～ 211以下の石英 長
石を含む

弥生土器
甕

15 2 (40)
鼻贄害号を雷台ζ

た輔 杯 明

1待
唇 iに針 離 評 酵

1画以下の石英 長石
角閃石 雲母 を含む

弥生土器
発

面
面

外
内

箆痕

で
き
で
圧

な
磨
な
頭

‥
箆

‥
指

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

醒
脚
疏
脚

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

lm以下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器
箋

12 0 (105)

痕圧

目
　
頭

毛
　
指

刷後
で
日

き
な
千

印
　
刷

で
‥
面

な
面
内
南

部
外
部
内

聯
棚
瞼
脚

外面 :に ぶい赤褐5Y R5/3
内面 :にぶい褐7 5YR5/3

l mm以 下の長石 角閃為
を含む

弥生土器
甕

(24)冨
向 :な で
:Πコき
蔵のため調整不明

画
面

外
内 `こ

ぶい責橙10Y R7/4
にぶい黄橙10Y R7/3

2 dI以下の石英 長石を
含む

弥生土器
霙

134 (74)1貧需
減のため調整不明
滅のため調整不明 丙面 :,ウ 苦ポ

10Y R8/4 248以 下の石英 長石を
合む

240 弥生土器
高杯

画
面

外
内 魯機器売協調整奈明   1待罹

にぶ �

lこ チ式ヤ
5Y R5/4 l an以 下の石英 長石・

角閃石 を含む

弥生土器
高杯脚部 彿票売雷r制宅省

調整不明
   1織

にぶ ヤ

にぶ ヤ
75YR7/3
iY R6/4

l mm以 下の長石 石英を
含む

卿部 :円 fし 1× 4箇跡

小型鉢
14 2 75 1待露i睦騒8花協調整奈明   1織

炊 日10
1こ

'ゞ

セヽ

.R8/1

こ給10Y R7/4
lm以下の長石を少量含
む

外向底部 :黒斑

弥生土器
小型鉢

と12 59 外面 :摩減のため調整不明
内面 :なで

に
'ボ

ヽ
1こ ぶヽ

橙7 5YR7/4
椅7 5YR7/3

2 1tm以 下の石英 長石を
含む

弥生 上器
/卜羽ち傘k

28 待詈i雷機8売協調錘栗
橙7 5YR7/6
給7 5YR7/6

3 HI以 下の石英 lm以下
の雲母を含む

土 器
十器

外面 :冤削 り,指 ypR圧 涙
内面 :指頭圧痕

外顧
内騒

橙

橙
14a以 下の石英 長る
角閃石 を含む

弥生土器
小形台付鉢

39
面
面

外
内

指頭圧痕
なで

外

内
継
５Ｙ

淡
橙

Ｒ
γ

2 mm以 下の石栗
角閃石を含む

長 る

弥生土器
庇部

(55) 終需i窪露属握め調著不明
外
内

灰自10Y R8/1
褐灰 10Y R4/1

2Em以 下の石英 111以下

弥生土器
底都 需:筐機8充盆襄簸栗朋

面
面

外
内

浅黄橙10Y RS/3
灰白10Y Rν l

l lm以 下の長石 石英を

弥生土器
底都

(26)
外面 :指頭圧痕後刷毛 目
内面 :刷毛 目後なで

外面 :浅黄瑶
内面 :灰 自2

10Y R8/3
5Y8/2

3 mm以下の石英 雲母を

250
弥生土器

箋

面
面

外
内

痕

き
　
圧
り

磨
　
頭
削

で
箆
で
指
箆

な
　
な

面
　
面
面

面
外
面
内
内

外
半
内
半
半

部
下
部
上
下

酷
榔
略
榔
綿

にぶい褐7 5YR5/4
にぶい褐7 5YR5/4

2m以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
発

150 仙DI癬鋲ζig罰夢
外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

l ma以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器
高杯

部外面
部内面

二磨き
itt X

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

3m以下のね奥  長右
雲母を含む

-185-



告

号

報

番 器  種
法 量 (cm)

形態 手法の特徴 色 調 i 備 考
回  径 底  径 器  高

弥生土器
小形鉢

底部外面 :摩滅のため調整不明
底部内面 :指頭圧痕 ,な で

外面 :黄灰25Y4/1
内面 :灰 白25Y8/1

0 5mm以 下の長石等 を含
む

254 弥生土器
底部

37 織需i蓬浜ぁ型蒜晶整不明
外面 :黒褐 7 5YR3/1
内面 :に がい褐7 5YR5/4

一
む

１

含
3 mdの 石爽 長石を 底部 1祟刻

弥生 土器
廃書K

32
面
面

外
内

摩減のため調整不 FJl

摩減のため調整不明
外面 :灰 自25Y8/2
内面 :橙 5Y R7/6

5 od以 下の石葵・長石を
含む

弥生土器
底部

34 (31)
外面 :摩減のため IIH整不明
内面 1摩減のため調整不明

外血 :灰 日10Y R8/2
内面 :灰 自10Y R8/1

l HE必 下 の長石 を含 む

弥生土器
底部

50 底部外面 :コ

“

き
内面 :摩減のためJR整不明

外 向 :褐灰 10Y R4/1
内面 :灰 白loV RA/1

2 na以 下 の石英  角 閃石

底 部
26 (22)

外血 :Π‖き
内面 :摩減のため調整不明

外 Hl i灰 黄 約 10Y R6/2
広1而 :灰斎格 loY R6/2

l dd以 下 の

弥生土器
底部

29 (20) 底部外詢
虞都内雨

で
日

外 国 :貢灰 k25Y5/1
内面 :灰 白25Y8/1

2m以 下 の
角 閃病 を合

畷部 :黒斑

弥生土器 (70
ロ
ロ
体

で
で
り

な
な
削笛

向
面

外血 :橙 5Y R6/6
内面 :橙5Y R6/6

l mI以 下の石莫 長石
角閃石を含む

日縁端部 :凹線 2条

弥生 土器
広 口帝 (15)

口
回

面 :な で
面 :な で

外面 :にぶい橙5Y R7/4
内面 :に ぶい橙7 5YR7/3

3 mm以 下の長石 角閃石
等を含む

弥 生土 器
率

(25)
日縁都外面 :な で
回縁部内面 :/k・ で 指頭圧痕

外面 :にぶい黄橙 10Y R7/4
内面 1にぶい責橙 10Y R7/3

lm以下の長石 角閃石
を含む

弥生 土器
底 都 (31)

外薗 :な で
内面 :な で

外面 :黒 25Y2/1
内面 :橙 2 5YR6/6

lla以 下の石英 長石を
含む

弥生北器
高杯

236
日縁都外面 :な で
体言卜外面 :摩減のため調整不明
日縁部内面 :な で
徳都内面 :箆磨 き

外面 :に ぶい橙7 5YR7/3
内面 :橙 7 5YR6/6

lm以下の石英 長石
雲母を含む

弥生土器
大形片口鉢

(90)

日縁部外面 :横 なで
体部外面 :飽削 り
回縁部内面 :横 なで
体部内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

にがい橙7 5YR7/4
にぶい黄橙10Y R6/4

l duu以下の石英 長石
角閃石を含む

日縁部内外面 :黒斑

器牡
・軍

弥 口縁部外面
口縁部内面

で

で

な

な
外面 :にぶい橙7 5Y R6/4
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

l mIIl以 下の石英 長石
角閃石 雲母 を含む

国縁端部 :凹線 3条

弥生土器
書噸都 (54) 外面 :摩減のため調整不明

内面 !摩滅のため調整不明
外 ml iに ぶい赤褐5Y R5/3
内面 :にぶい赤楊5v R5/3

.fl郡 :沈i/R4条,板圧戻

弥生土器
藝 130 Q 7)

面
面

外
内

部
部

縁
縁

日
口

なで
なで

外 向 :にぶ い種 7 5Y R7/4
内面 :に ぶ い縛 7 5VR7/4

弥生土器
甕

98

で
目
で
日

な
毛
な
毛

刷

‥
刷

画
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

外向 :に ぶい笹 5Y R7/4
内面 !にぶい橙5Y R7/4

lom以下のね栗 長石を
含む

弥 生 土器
奪

面
面

外
丙

減のため調整不明
減のため調整不明

外面 :浅黄橙10Y R8/4
内面 :灰 白7 5Y R8/1

4 au4以 下の石英 長石を
合む

弥生土器
高杯脚部

(72)
脚部外面 :な で
脚部内面 :な で,指頭圧痕,箆削

外面 :明褐7 5YR5/8
内面 :橙 7 5Y R6/6

1～ 51s以 下の石英・長
石 角閃石を含む

脚部 :円孔

弥生土器
大形片口休

29 0 (57) 口縁部外面 :横 なで
回緑都内面 :横 なで

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい黄橙 loY R7/3

2 mat以 下の石英, l dd以
下の雲母 角閃石を含む

弥生土器
大形片日鉢

312
日縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で
体部内面 :箆削 り

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR6/3
にぶい褐7 5YR6/3

1～ 2 nd以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

弥■土器 58 外面 :摩減のため調整不明
底部底部内面 :指頭圧痕

外面 :浅黄橙 10Y R8/3
内面 :灰 白25Y8/2

2 na以 下の長石を含む

弥生土器
製塩土器

外面
内面

で

で 指頭圧痕
クト面 :にぶい4FJ7 5Y R6/3
内面 iにぶい橙7 5YR6/4

1～ 3am以 下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生土器
製塩土器

(30)
体
体

お外国 :な で
部内面 :才旨頭圧痕

外面 :灰 自25Y8/2
内面 :灰 白25Y8/2

3 atm以 下の石奥 長石を
含む

弥生土器
斐

15 0
外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

外間 :にがい橙5Y R7/4
1Å面 :橙 5Y R6/6

1～ 2 Da以

石 雲母を
の石 英  長

嘲岬
25 66

面
面

外
内

で
で

な
な

橙7 5YR8/4 徴砂 4‐ を含 む

小型鉢
122 61

画
面

外
内

―
減 の ため訓堅 不 明
減 の ため調 整不 明

R8/2 2 Ha以 下 の右英  長 41を

280 弥生土器
甕

口

お

口

体 痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

‥
刷
　
指

向
　
面

画
面

外
内

にぶい種7 5Y R6/4
にぶい橙7 5YR7/4

3am以 卜のね柔 長る
雲母を含む

ミニチュア土
外面 :なで,凹
内面 :な で,指頭圧痕

外面 :浅黄橙 10Y R8/3
内面 :黄橙 10Y R3/6

2 EU以 下の石英 長石等
を含む

弥生土器
長頭壷

日縁部外面 :な で
yH‐部外面 :刷 毛 目
口縁部内面 :な で
頸部内面 :指頭圧痕

外面 :橙 5Y R6/6
内面 !褐灰7 5YR5/1

1～ 2 mm以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

頸部 :沈線 3条

坤購
(12)

口縁部外面
口縁部内面

で

で

な

な
外面 :に ぶい褐7 5YR6/3
内面 :に ぶい褐7 5Y R6/4

l nd以 下の石英 長石
角関石 雲母を含む

日縁端部 :竹管文

弥生土器
高杯

日縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で

外面 1明赤褐5Y R5/6
内面 :明赤褐5Y R5/6

lom以下のT

角閃石 雲丁,合すr

弥生土器
整

外面 :摩減のため訓整不明
内面 :摩減のため調整不明

外向 :橙 7 5YR7/6
内面 :にぶい橙7 5YR7

l III以 下 の長 石  角 閃石

弥生土器
斐

140 (57)

酎
僻
酬
僻

卜面 :な で
F:摩滅のため調整不明
]面 :な で
i:指 頭Ft痕

外血 :礎 7 5YR6/6
内面 :橙 7 5YR6/6

1画以下のる楽 長石
肇母を含む

弥生 土器 摩滅のため調整不明
歴減のため調幕不明

外面 :橙 7 5YR6/6
内面 !袴 5Y R6/6

l llm以下の石英 長石
角閃石・雲母を含む

288 弥生土 器 摩減のため調整不明
座滅のため調整不明

外面 !にぶい橙2 5YR6/4
内面 :にぶい橙2 5Y R6/4

2111以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
高杯

(56)
緋
絣
納
納

杯
脚
杯
脚

箆磨き
なで
摩減のため調整不明
箆削り

面
面

外
内

橙7.5Y R6/6
橙5Y R6/6

1～ 3 dw以下の石英 長
石 要母を含む

弥生土器
高杯

外面 :摩減のためIIR整不 F/1

杯部内面 :飽磨 き
脚部内面 :箆削 り

画
面

外
内

にがい橙7 5YR6/4
橙5Y R6/6

511n以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器
高杯

(65)

面
面
面
而

外
外
内
内

部
部
部
郎

杯
脚
杯
脚

磨
毛
磨
削

箆
刷
箆
修

外面 :橙 5Y R6/6
内面 :に ぶい橙5Y R6/4

3m以下の石英 長石
雲母を含む

高杯

外 血 :摩滅 のため調 堅小 明
杯 部 内面 :笛磨 き

外血 :にぶい橙7 5Y R6/4
内面 :に ぶい精7 5YR6/4

l EUtI以 卜の長右  角 閃ね
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報告

番号
器  種

法 量 lem)
形態・手法の特徴 色 調 胎 士 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
喜杯

17 6 (105) 外面 :摩減のため調整不明
脚部内面 :箆削 り

5Y RI
5Y R

5m以 下の石英・長石
角閃石 雲母を含む

卿部 :刊 fL l穴

弥生土器
鉄

32
外面 i摩滅のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

白10Y R7/1
白loY R8/1

1～ 2 1al以 下の石英 長
石を含む

:体 ! 土器
都

(70) 外面 :摩減のため調整不明
内面 !摩滅のため調整不明

白10Y R3/2
精5Y R8/4

l mm以 下の長石 を含む

弥 土器
都

面
面

外
内 屋磯2花協襄藍宋士

にぶい橙7

にぶい橙 7

れ
泡

l mm以 下の長石を含む

弥生土器
底部

面
面

外
内

摩lJRの ため J・H

摩減のため調

面
面

外
内

灰自10Y
責橙10Y

l alI以 下の石奥 長石を
含む

弥生土器 (195) 体部外面
rk辛【丙雨

吊1毛 日
脂雨 ,ギ殖

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R5/4
灰責褐10Y R5/2

6 du以下の石英 長ね
角閃石 雲母 を含む

底部 :黒斑

弥生土器 76
外面 :摩滅のため調整イ`明
内面 :箆削 り

面
面

外
内

橙75Y
橙75Y

ハ
ん

lm以下の長石 石奥を
含む

外面 :黒斑

弥生土器
広日壺

15 5
面
而

外
丙

摩減のため訓肇 4ヽ 明
座滅のため調整不明

画
面

外
内

橙5Y R6/6
明赤褐2 5YR5/6

1～ 3 mm以下の長石・石
英を含む

口縁端部 :凹 線 ユ条

弥生土器
鉢

45 (23)

1部外薗 :箆 削 り
郡 外面 :指頭圧●R
I部内面 :な で
1鶴内面 :な で

待署:径蒸僚饗慈品γ密6/3
1～ 3 oo以下の長石 石
英を含む

弥生土器
長頚壷

頸部外面 :刷 毛 目
車部内面 :指頭圧痕 綿 :程疑瑠等R6/4

2剛以下の石英・長石
角閃石 を含む

弥生土器
高杯

196 (35)

口
杯
口
杯

:部外面 :な で
i外面 :箆削 り
i部 内面 :なで
,内面 :摩減のため調整不明

外面 :橙5Y R6/6
内面 :橙5Y R6/6

l dI以 下の長石・石英セ
含む

304
沐生土器

高杯
(75)

磨
で
磨
削

箆
な
飽
箆

面
面
面
面

外
外
内
内

部
部
部
都

杯
脚
杯
脚

外面 :に ぶい橙5Y R6/4
内面 :灰褐5Y R6/3

1～ 5 dm以下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生土器
高杯

外面 :摩滅のため調整不明
脚部内面 :絞 り目

面
面

外
内 湊薔篤争温凡

3/3 1～ 5剛以下の石英 長
石を含む

弥

円
二土器
多付支

外 面 :摩減のため調整不明 面

面
ぶい黄

'

ぶい責 ,

10Y R7/3
10Y R7/3

lna以下の長石 を含む

弥生土器
長頚壺

16 0 (122)

痕

で
日
で
Ｆ

な
毛
な
蘭

‥
刷

‥
指

面
　
面

‥

糾
獅
納
姉

縁
部
縁
報

回
顕
口
菊

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい橙7 5Y R6/4

3 ua以下の長石・石英
角閃石・雲母を含む

顕部 :沈線 2条

308
弥生土器
長頚壷

172 外面 :な で
内而 :盗 で

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

l DII以 下の石英・長石
雲母を含む

弥生土器
長頚壷

(241)
外面 :摩滅のため調整不明
内面 :指頭圧痕
内面 :指頭圧痕

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR6/3
褐7 5YR5/4

1～ 3 dal以 下の石英 長
石 雲母を含む

頸部 :凹 線 6条

弥生土器
長頚壺

頸罰
`外

Hl
範部内面 痕

日
圧

毛
煎

頸部外面 :橙 7

頸部内面 !橙7

Y R6/6
Y R6/6

l all以 下の石英 長石

弥生土器
甕

痕庄頭

き
　
指

で
磨
　
後

で
な
箆
で
り

な
‥
　
な
削

‥
面
面

‥
箆

面
外
外
面

‥

外
半
半
内
面

部
上
下
部
内

醒
脚
榔
睡
卿

待署1浜簑浩喬等智静景
5/3 21u以下の長石 石英

角閃石を含む

弥生土器
斐

痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

刷

指

面

‥
面

緋
獅
納
繭

聴
螂
疏
仰

外面 :にぶい橙7 5YR7/3
内面 :に ぶい橙7 5YR6/3

l dal以 下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
斐

166
‥
　
面

面
面
内

外
内
半

部
部
上

瞬
聯
榔

なで
なで
:指頭圧痕

織零:樗翫略子:5Y R7/3
l dU4以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
斐

32 ‥
内
内

面
面
面
半
半

醐
棚
醐
碓
価

]顕圧 摂
こで

:頭圧 痕

f:指 頭圧 痕 ,な で

J:な で

外面 :に ぶい黄橙 10Y R6/4
内面 :に ぶい黄橙 10Y R6/3

l IIII以 下の長石 角閃れ
を含む

弥生土器
発

26 (105) 待署:纂碁宅々窪謡諸交盟調整不
面
面

外
内

灰自10Y R8/2
灰白25Y8/2

1～ 5 nd以下の石英 長
石 を含む

底部か ら底面 :黒斑

高杯
(101)

外面 :摩減のため調整不明
内面 :産減のため調整不明

面
雨

外
丙

1こ が セ

にぶ ヽ
5Y R6/4
5Y R6/4

1～ 3nm以下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生土器
高杯

(55) 偶載織離樫議尻ため調整不明
外面
内面

にぶい褐7 5YR5/4
反昔2 5YR7/2

1～ 3 dat以 下の長石 石
英 角閃石 雲母を含む

円孔 1穴

弥生上器
台付鉢

52 (32) 織零:睦騒8先協調整宋明
にぶい
ιこぶヤゝ

5Y R7/4
5Y R7/4

2 dd以下の石英 長石を
含む

弥生土器
1、■l台 付 el

(27) 偽謬:懸機2先協調整宋隅
外
内

浅黄橙10Y Ry4
ヱ霊蓋給7 5Y R8/3

lam以 下の長石を含む

土器
き【

色 7)
外面 :摩減のため調整不明
II都 内面 :指萌序痛

灰白10
灰白lo

3m以下の長石 石英等
を含む

二土器 (17)
き
で

磨
な

箆
板

面
面

外
内

面
面

外
内

黒褐10
黒褐 10

2 dal以 下の長石 石奥を
含む

鬱2 弥
亀き

器 (17) 衡需i蓼震房据め調整不明
画
面

外
内

灰黄25Y7/2
灰白7 5YR8/2

1～ 2 11un以 下の石来・長
石を含む

噴部か ら底面 :黒班

3231 弥各赤
器 (57)

摩

！
箆

画
　
面

‥

外
面
内
面

部
外
部
内

聴
榔
酪
椰

gp罐利1絣
棗M 1～ 3 mm以下の長石・石

英 角閃石を含む

弥生土器
長頸重

D 織尋:最撃宅々驚訟驚套
明 外

内
明褐杯7 5YR7/2
明褐杯7 5YR7/2

1～ 2 mBの長石 石英
角閃石 を含む

顕部外面 :凹 線 4条
頸部内面 :煤付着

3251聯
鵬 慧

(119)
外面
内面 魁:宮 :を 4會ち:そg高 り  1子寺署

ぶ
ぶ

7 5YR5/ 1～ 31m以下の長石 石
英 雲母 を含む

3261 弥嵩赤
喬 謬:遂機2先協弱藍奈隅   1織零

橙5Y
lこ ぶヽ

/6

iY R6/4
4 mm以下の長石 石英
雲母 角閃石を含む

3271]降
慧

15 2 (34) 待謬:儀機8先協調整宋謁   1待 ;

ぶ
ぶ

霊7 5YR6/4
金7 5YR6/4

l HI以 下の石英 長石
角閃石 を含む

3281ツ隆 静
(59) 待署:療蜂?名裟認穫

不明
   1織

ぶ

ぶ
自7 5YR6/4
登7 5YR6/4

l lllt以 下の石英 長石
角閃石を含む

3郷 1弥亀誹
器 142 (115)

酔巽 争篇
盛圧痕

閂
獄 細 幹沈

2m以下の石英 長石
角閃石を含む

3301 弥告泰器 21 0
ミ部外面 :な で
報ヽ内面 :盗で

外面 1にぶい橙7 5YR6/4
内面 :橙7 5Y R6/6

2 1tI以 下のる奥  長る
角閃石 雲母を含む

3311 弥告赤
器 (52)1待需i筐毬協売協弱筆栗謁 偽雲:明粂燿:¥ミ :チ:

1～ 5 dI以下の石英 長

生土器
高杯

(48)1織需:基盤協先協襄睦宋謁
外面 :橙7 5YR6/6
内面 :にぶい橙7 5YR7/4

1～ 3 nm以下の石英 長
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報告

番 号
器   種

法 量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
高杯 (32)

外面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

橙7 5YR6/6
にぶい橙7 5YR7/3

1～ 3m以下の石英 長
石を含む

弥生土器
高杯

面
面

外
内

で

で

な

な
外面 :に ぶい落
内面 :灰黄褐Ⅲ

５Ｙ Ｒ

Ｙ Ｒ６
l luD以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
鉢

40 (57) 外面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

外面 :にぶい
内面 :にぶい

i橙 10Y R7/4
:橙 10Y R7/4

311n以 下の石英, lm以
下の雲母 角閃石を含む

弥生土器
FFttК

42 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

にぶ ヤヽ

1こ ぶ い
7 5YR6/4
7 5YR6/3

l ddl以 下の長石 角閃石
を含む

底都中央 :穿孔

弥生土器
底部

30 (27)
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

外面 :浅黄橙7 5Y R8/4
内面 :浅黄橙7 5YR8/3

l lm以 下の長石を含む

弥生土器
鉢

66 体部外面 :な で
体部内面 :板 なで,指頭庄痕

外面 :にがい黄25Y6/3
内面 :灰黄25Y6/2

l mm以 下の長石を含む 外面 !黒斑

弥生土器
高杯

(47)
外面 :摩滅のため調整不明
杯部内面 :箆磨 き
脚柱部内面 :覚削 り

外面 :にぶい橙 5Y R6/4
内面 :橙 2 5YR6/6

1～ 34H以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

弥生土器
高杯

体
脚
杯
聞

外
外
内

削
で
磨
削

箆
な
箆
簿

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :にぶい褐7 5Y R6/3

1～ 3 ED以 下の長石 石
英 角閃石を含む

弥 生土 器
碧

13 2 (79)
:摩滅のため調整不明
内面 1指頭圧痕

健5Y R
ιこがいポ

/6

7 5VR6/4
1～ 2 oal以 下 の石粟・ 長

弥生 土器
華

174 (42)
口
車

薗 :な で
:指頭序痕 `こ

ぶヽ
1こ ぶヽ

5Y R7/4 長奥冶

す．

の

合

下

´

以

石
ｍ
門

２

色
一１

石

弥生土器
甕

54 (69)
体部外国 :理磨 き
底部外面 :箆磨 き,指頭圧痕
体部内面 :範削 り

外画 :にぶい絢7 5Y R5/4
内面 :にぶい褐7 5YR5た

l aI以 卜の右栗 長冶
角閃石 雲母を含む

弥生土器
高杯

148
口縁部外面 :な で
杯部外面 :箆削 り後箆磨 き
日縁部内面 :な で
杯部内面 :座減のため調整不明

外面 :にぶい掲7 5YR6/3
内両 :にぶい褐 7 5YR6/3

2 mm以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
高杯

面
面
面

外
内
内

部
部
部

杯
杯
脚

:箆 磨 き
:箆 磨 き
!覚 削 り

外面 :橙5Y R6/6
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

1～ 3 dld以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

346 弥生土器
高杯

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

2m以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
高杯

12 6

外
雰
内
内

部
部
部
部

杯
脚
杯
脚

なで
なで
なで,絞 り目
なで

外面 :にぶい黄橙 10Y R7/3
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/3

1回以下の長石を含む 脚部 :円 孔 lX4箇 所

弥生土器
鉢

70 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

外面 :灰 自10
内面 :灰 白10

R7/1
R7/1

l mm以 下の長石を含む 体部外面 :か ごロイi着 ?

弥生土器
広日壷

216 (38) 外面 :摩

'
仄1面 :産 ,

のため調整不明 7 5YR6/6 14m以下 の石英  長石 を 日縁端部 :竹管文

弥生土器
高杯

25 6 (32)
E
E

で

で

な

な
7/6
7/6

1 5 dIIt以 下 の 石 栗・ 長 石

弥生 土器
率 (20) 外 向 :摩

i

内面 :摩Ⅲ
つため調整不 明 イこぶラヽ

1こ ぶい
■
潜 7/4

2 11Jd以 下 の石奥  長石
角 関石 を含 む

弥生 土 器
薯 (29)

口縁 部ぢ
口縁 都 I

で
で

な
な

州
内

2 ′3
/3

2 mm以 卜のね栗 長れを

弥生土器
底都

45 (20) 外画 :指顕圧反
内面 :な で

外面 :灰 白7
内面 :灰 白7

Y R8/2
Y R8/1

11H以 下の石英・長石を 底部外面 :黒斑

弥生土器
発

112 (86)
日縁都
体部外
体都内

/1・面 :指頭庄痕
五 :刷毛目
面 :箆肖1り 後指頭圧痕

外面 :灰黄褐 10Y R4/2
内面 :にぶい黄25Y6/3

3 atu以 下の石英 長石を
含む

弥生 土器
率 (52) の

の
滅
滅

摩
摩

面
面

外
内

め調整不明
め調整不明

外面 :に ぶい黄橙 10Y R7/4
内面 :灰 白25Y7/1

lla以 下の長石を含む

幹艤
口縁部外面 :な で
口縁部内面 :な で

外面 :橙75
内面 :橙 5Y

Ｒ
ν

3 um以 下の石英 ,長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器
底部

体部外面 :毘磨 き
底部外面 :箆磨 き
内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR5/3
にがい黄橙 10Y R6/3

1～ 3m以 下の石英 長
石を含む

体部 底部外面 :黒斑

弥生土器
底部

(19) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/4
にぶい黄橙10Y R 7/3

1～ 3 Hu以 下の石英 長
石を含む

氏部外面 :黒斑

弥生土器
鶏

140 (49)

回縁部外面 :な で
体部外面 :刷 毛 目
日縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 1に ぶい褐7 5YR6/3

lm以下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土 器
奉

なで
/k・ で

2 Y8/3 l ld以 下 の長石 を含 む 畷部 :円 fし

弥生 土器
率 (30)

き
で

叩
々

画
面

外
内

5Y R7
白75る 民8/2

l IIJ以 下 の長 IHを含 む

弥生 土器
高杯

170 外血 :摩減のため調整イヽ引
内面 :座 lFRの ため調落不明

灰 日 10
1こ ぶ ヤヽ

ヽ

■
4剛以 卜の長る 狛葵を
含む

脚部 :円孔 1穴

弥生土器
葵

(34)

痕

で
目
で
圧

な
毛
な
頭

刷
‥
指

面
　
面

糾
姉
納
蛹

聯
脚
醒
榔

外面 :に ぶい黄橙 10Y R7/2
内面 :灰 白10Y R3/1

211以下の長石 石英
角閃石を含む

弥生土器
箋

回縁部外面 :な で
体部外面 :摩減のため調整不明
口縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

面
面

外
内

明褐7_5Y R5/6
橙7 5YR6/6

1～ 24d以 下の長石 石
英を含む

弥生土器
甕

痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

刷
　
指

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

聯
脚
聯
仰

外面 :にぶい褐7 5YR5/4
内面 :に ぶい褐7 5YR6/3

1～ 2画の長石 石英・

角閃石を含む

弥生土器
底部

62
のため調整不明
のため調藩不明

10Y R8/1 34a以 下 の長石等 を含 む

弥生 土器
鉄

1)
外
内

のため
のため

10Y
7「●為

1～ 2 alIの 長石  石 栗 を 外 国 :黒斑

VIN生土器
康都 (70)

のため言
のため言

2 mI以 下の長ね ね英を
合む

氏吾卜外 画 :黒斑

弥生土器
奏

17.0 (43)

日縁部外面 :な で
体部外面 :摩減のため調整不明
口縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

外面 :明褐7 5YR5/8
内面 :橙7 5YR6/8

l dln以 下の長石・石英を
含む

日縁端部 :凹線 3条

弥生 土器
虚芸R

56 (21)
両
面

外
内

摩滅のため調整不明
麿波のため調整不明

面
面

外
内

褐灰 5Y R6/1
ぶい橙 5Y R7/3

l II以 下の長石 角閃石
を含む

林生土 器
産郎 (5,1)

底部外面 :粗い刷毛日
底部内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

虎黄橙 10Y R8/8
にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 5 um以 下の石英 長
石 雲母を含む

底部外面 :黒斑

弥生土器
底都

外面 :摩滅のため調整不明
内面 :な で

面
面

外
内

白10Y Ry2
自25Y8/2

l HIn以 下の石英 長石 を
含む

頃面外面 :黒斑
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と
Ｈ
管
巧

報

番
器  種

法 量 (cm)
形態・手法の特徴 色 調 土 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器 36 (29)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
磨滅のため調整不明

外面 :浅
内面 :灰

橙7 5YR8/3 Im以下の石英を含む

弥生土器
底部

(23) 外面 :摩減の
内面 !摩減の

め調整不明
め調整不明

外
内

日

匡
R8/2 Inm以 下の石英 長石を

む

弥生 土器
言林

外面 !摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

舛
内

にパ▼ヽ
1こ ,式 しヽ

7.5Y R5/3
7 5YR5/3

l aI以 下の長石・角閃石

磨製石器
用途不明石器

(長 さ)

134 佃
路

(厚 さ)

35
外 国 :灰 自10Y R7 重 さ :31858

弥生土器
甕

外面 :に ぶい黄橙 10Y R6/4
内面 :に ぶい黄橙10Y R4/3

148以 下の長石 雲母
角閃石を含む

弥生土器
発

128 (103)
刷

‥
指

向
　
面

緋姉
納
姉

聰脚
聯
脚 痕

で
日
で
肝

外面 :い ぶい橙7 5YR7/4
内面 :灰黄褐 10Y R5/2

4m以下の石英・長石を
含む

弥生土器
長頸壷顕部

96 (127,
な

‥
指

面
　
面

彿
瓶
融
肺

縁
都
縁
部

口
顕
口
頸 痕

で

　

で

圧 絞 り痕

面
面

外
内

にぶい橙5Y R6/4
橙5YR6/6

l aa以 下の長石 石英を
含む

弥生 土器
広 日帝

252 (22)
日縁部外面 :な で
回巖部内面 :なで

面
面

外
内

7 5YR6/6
ぶい橙7 5YR6/4

2 mm以 下の長石 '角 pl石

を含む
回縁 瑞 司

`:凶
線 4条

弥生土器
甕

15 0 (30)

日縁部外面 :な で
体部上半外面 :刷毛 目
日縁部内面 :な で
体部上半内面 :指頭圧痕

外面 :橙7 5Y R6/6
内面 :橙7 5Y R6/6

lm以下の長石 角閃ね
を含む

弥生土器
高杯

外
外
内
内

部
部
部
部

杯
脚
杯
脚

磨
で
磨
削

箆
な
箆
箆

外面 :にぶい橙7 5YR7
内面 :橙 5Y R6/6

1～ 2m以下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

弥生土器
高杯

磨
削

箆
箆

面
面

外
内

向

面

外

内
1～ 5 mm以 下の長石 石
英を含む

脚都上践 :円 孔 1

脚部下段 :円孔 2

所
所

箇
箇

384 弥生土器
底部

外面 :摩滅のため調整不
内面 :摩滅のため調整不

回
面

外
内

と10Y R8/3 2 mm以 下の石英を含む

底 部
40 外面

内面
頭圧 痕
1減の ため調 整不 明

面
面

外
内

:5Y
:白 5

７

Ｒ
l lun以 下の長石 石英を
含む

弥生土器
発

118
で

不
面
面

外
内

7 5YR6/6
ぶい橙7 5YR6/4

2 dld以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

底 部
33

頭圧痕
減のため調整不明

面
面

外
内

灰 白2

灰 白2

ｙ
ｙ

3dm以 下の石英 長石
雲母を含む

梨端 十器
36 (22)

脚
内

:指映庄反
茂のため調整不明

面
面

外
内

にぶい赤橙 10R6/4
赤灰 2 5YR5/1

2 mm以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
長頚壷

117
痕

で
き
で
圧

な
磨
な
頭

箆

‥
指

面
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
都

口
顕
日
車 接合痕

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい橙 7 5YR6/4

2 mm以 下の石英・長石
角閃石 雲母を含む

内面 :粘土接合痕

弥生土器
甕

(59)

面
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

醒
榔
聯
椰

:な で
磨滅のため調整不明
:な で
指頭圧痕

面
面

外
内

橙5Y R6/6
橙5Y R6/6

24m以 下の石英 '長石を
含む

弥生土器
高杯

16 8
脚部外面 :摩減のため調整不明
脚部内面 :箆削 り

面
面

外
内

75 3剛以下の石英 長石
角閃石・雲母を含む

弥生土器
鉢

外面 :摩減のため調整不明
内面 :な で

剌
Ｗ

10Y R7/3 1～ 3噸の石英 長石

弥生土器
底部

外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

10 148以 下の石英 長石を

弥生土器
底部

10 (41)
外面 :摩減のため調整不明
内面 :な で

10 /2

/2
15Ш以下 の石英 長石

弥生土器
菱

(53)
の
　
指

激
面

‥

摩
内
面

部
内

輛聴
卿

こで

外面 :橙7.5Y R6/6
内面 :黄灰25Y5/1

5Ш以下の長石 角閃石
を含む

』艤
(22)

口 向
面

琳
Å

で
で

外面 :浅黄橙 10Y R8/3
内面 :にぶい責橙 10Y R7/2

l mm以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
底部

60 (22)
外 向
内面

滅のため調整不明 面
面

外
内

明赤褐5Y R5/6
明褐灰7 5YR7/2

1～ 3om以 下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生 土器 口縁部外面
日縁割∫内面

で

で
面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

2m以下の石英 長石を
含む

弥 生土器
産 認

外面 :摩滅のため調整不明
内面 :な で

面
面

外
内

局灰 10Y R5/1
こぶい黄橙 10Y R7/2

l uIH以下の石英 長石
角閃石を含む

400
土器
脚 部

200 面
面

外
内

摩滅のため調整不明
墜減のため調整不明

画
面

外
内

登7 5YR6/6
〔ぶい橙7 5YR6/4

7 mm以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

円子L

弥生土器
広口壷

回縁部外面 :横 なで
体部上半外面 :刷毛 目
体部下半外面 :鈍磨 き
口縁部内面 :横 なで
顕部内面 :横刷毛 目
体部上半内面 :指頭圧痕
体都下半内面 :鑓削 り

外面 :灰貢褐 10Y R6/2
内面 :にぶい黄橙 10Y R6/4

3am以 下 の砂粒 を含 む 口縁部 体部外面,体部下半内
面 :煤付着

弥生土器
長頚壷

(106)
‥
内
内

面
半
半

外
上
下

部
部
部

体
体
体

毛目後,箆磨 き
:指頭圧痕

外面 :に ぶい黄橙10Y R6/8
内面 :にぶい黄栓 10Y R6/3

l EE以 下の長石 角閃石
を含む

弥生土器
長頸壷

136 (127)
刷
　
指

向
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
都

日
頸
口
範

で

　

で

埴

な

目

な

ｒ

外面 :灰黄褐10Y R6/2
内面 :灰黄褐10Y R6/2

l wd以 下の長石 角閃石
を少量含む

弥生 土器
廃書【 (21)

体部外面 :刷毛 目
底部内面 :刷毛 目 指頭圧IR

外面 :に ぶい黄橙 10Y R6/3
内面 :黒 10Y R2/1

l mu以 下の長石 角閃石
を含む

弥生土 器
甑

(163)
体部外面 !刷毛 目
体部内面 :吊 1毛 目

外面 :に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :に ぶい褐 7 5YR6/3

1～ 2m以下の砂粒を含
む

本製品
鉄斧柄

(長 さ)

(165)
(柄径 )

30
1本作 り,枝別れの部分利用

弥生土器

日縁部外面 :横 なで

省議織戻課
1轟

忌慾'箆磨き

課獣央離籍会里痕凸帯文,箆削
り

外面 :灰黄25Y6/2
内面 :灰 黄25Y6/2

21m以 下 の少 種 を含 む

408
弥生土器
キ≡軍百

～
手 13 2 (67)

日

内
部外薗 :な で
:座減のため調整不明

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい給7 5YR6/4

l lra以下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器 1箸 R岳 4環モ
吊J毛 日 外

内屠:橙蒸憬摺X辞ぐ6/3 1を
=為

開咎詈客憲
英長

弥生土器
鉢

(51)

で
　
で

な
で
な
で

な
　
な

画
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

聯
脚
聯
綿

待需:に武要緻I¥畳 擁 IB響愁
下の長石角閃石
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報告

番号
器  種

法 量 (cl l)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考
口 径 底  径 器  高

土
器
ア虹チュ哭

弥
二 li

体部外面 :指頭圧反 ,なで
体部内面 :板名で,指頭圧痕

外面 :灰 白25Y8/1
内面 :黒25Y〃 1

2 dun以 下の長石を含む

弥生土器
高杯

郡
外
部
内

縁
部
縁
部

口
杯
口
杯

‥
箆
　
笛

面
　
面

‥

なで
き
なで

面
面

外
内

にぶい黄橙 10Y R6/4
にぶい黄橙 10Y R6/4

4 1ud以 下の石英, l mm以
下の角閃石 を含む

弥生土器
高杯

(61)

Ｅ

打
‥
箆
　
節

白
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

なで
き
なで

外面 :にぶい黄橙10Y R6/3
内面 :灰黄褐 10Y R6/2

2 alt以 下の石葵・長石を
含む

弥生土器
壷

(176)

き
痕
で
削

磨
圧
な
箆

で
箆
頭

‥
‥

な
横
指
面
面

‥
　
内
内

薗
面
面
半
斑

靭緋
納
縦
締

類
体
顕
体
体

外面 :に ぶい橙 10Y R7/3
内面 :灰 自2 5YR3/2

l dun以 下の右栗・長ね
角閃石を含む

頸部外面 :刻 目文,竹管文

弥生土器
奏

(147)
磨
　
痕

で
箆
で
圧

な
‥
な
頭

面
　
指

面
外
面

‥

外
半
内
面

部
下
部
内

酷
榔
酷
榔

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :橙7 5YR6/6 ♀習猪罠客g春と

31u以 体部中位 :刺 突文

弥生土器
斐

41

口縁部外面 :なで

体部外面 :摩減のため調整不明

屎鍮識客甲整笥下,指頭圧痕

外面 :にぶい橙5Y R6/4
内面 :明赤褐5Y R5/6

1～ 2du以下の石英 長
石・角閃石 雲母を含む

日縁端部 :凹 繰 2条

弥生土器
養

部
外
部
内

臨榔
酷
脚

面 :なで
:粗い刷毛 目後,なで
面 :なで
:指薇序痕

外面 :にぶい橙7 5YR6た
内面 |に ぶい黄橙10Y R6/4

1～ 2Ш以下の石英 長
石・角閃石 雲母を含む

回縁 端 部 :凹 繰 2条

弥 生土器
暮 (108)

血

面

外

内
滅のため調整不明
減のため調整不明

外面 :明赤褐5Y R5/8
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 5剛以下の石柔 長
石 角閃石を含む

体部 :黒斑

弥生土器
甕

(114)
都ヽ外面 :な で,刷 毛目
〔部内面 :なで 節肖Jり

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7/3
にぶい赤褐5Y R4/4

1～ 5 1ja以 下の石楽 長
石 ‐角閃石を含む

弥生土器
底部

74 (12.5)
底部外 画 :尭

'底誂内面 :節 ,

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい黄橙10Y R6/3

2剛以下の長石 角閃石

弥生土器 (118) 蜃載笹翠売器て発削り,指頭圧痕
外面 :灰褐7.5Y R6/2
内面 :黒褐25Y3/1

1～ 5 ut以下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生土器
高杯

(110)
外面 :摩滅のため調整不明
脚部内面 :箆削 り

外面 :にぶい橙7 5YR7/3
内面 1に ぶい橙 5Y R6/4

1～ 2 HuD以 下の石英 長
石 角閃石 を含む

脚部 :上段円孔 1×
下段円孔 2

3箇所
×3箇所

423
弥生土器

高杯
脚部外面 :摩滅のため調整不明
脚部内面 :箆剤 り

外面 :にぶい褐7 5YR6/3
内面 :にぶい栓7 5YR7/3

1～ 348以 下の石英 長
石 角肉石を含む

脚部端部 :凹線 3条・ 円Tし 1穴

幹鰺
(55) 体部外面 :箆

体部内面 :箆
き
き

外面 :灰 日10Y R3/1
内面 :褐反loY R6/1

21m以下の長石を含む 底部外面 :赤色顔料付着

弥生土器 136 (45)

日縁部外面 :なで
顕部外面 :なで
口縁部内面 :な で
頚部内面 :な で

外面 :にぶい橙7 5YR7/3
内面 :橙 7 5YR7/6

3 1on以 下の長石等を含む 口縁端部 :竹管文
日縁端部内面 :竹管文
顕部外面 :凹線 4条

弥生土器
甕

(75)
日縁部外面 :

体部外面 :刷
口縁部内面 :

で
目
で

外面 :浅黄橙10Y R8/4
内面 :灰 自10Y R3/2

3 ald以 下の石英 '長石等
を含む

回縁端部 :凹繰 2条

弥生土器
巽

口縁部 |

体部外
国縁部
わ(書【ラヽ

刷

‥
衝

面
…
面

後

で

日

で

り 指頭圧痕

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 1にぶい褐7 5YR5/3

l I II以 下の長石 角閃石
・雲母 を含む

弥生土器 11 3
!部外向 :肝 J毛 日
,形鉄体部内面 :飯磨 き

外面 :灰 自75Y8/1
内面 :灰 白10Y8/1

21m以下 の長石 を含 む

弥生土器
甕

140 (78)
毛

毛
　
痕

で
刷
で
庄

な

い
な
頭

‥
粗
　
指

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

疏
榔
聯
榔

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR5/3
にぶい褐7 5YR6/3

1～ 2 al以下の石栗 長
石 角閃石 を含む

口縁部か ら体部 :黒斑

弥生土器
養

11 6 (125)

口縁部外面 :な で

体部外面 :刷毛 目
日縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

外面 :に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :橙7 5YR6/6

3 1ud以 下の長石等を含む 部
位
半

端
中
下

略
脚
榔

凹線 2条
刺突文
媒付着

弥生 土器
率

20 0 (50) 口縁部外面
口縁部内面

で

で

な

な

画

面

外

内
釜5Y R6/6
金5Y R6/6

2 EU4以 下の石英・長石
角閃石を含む

日縁端部 :凹線 2条

弥生土器
奏

146

外面 :に ぶい黄褐10Y R7/2
内面 :に ぶい褐7 5YR6/3

1～ 2nd以下の石英 長
石を含む

口縁端部 :凹 線 3条

弥生土器
高杯

24 8

部
外
部
内

縁
部
縁
都

口
杯
目
杯

向 :な で
:摩減のため調整不明
面 :なで
:衝藤 謙

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙 5Y R6/4

1～ 31」 以下の石英 長
石 角閃石を含む

日縁 端 部 :凹緑 3条

打製石器
石庖丁

(長 さ)

47 78

厚

ｉ
外面 :灰 N5/

手衰身牙ギ
g

弥生土器
甕

(196)

痕

目
き
　
圧
り

で
毛
磨

で
頭
削

な
刷
箆
な
指
箆

横

‥
　
横

‥

面
面
　
面
面

輌
靭
靭
師
却
鞘

部
上
下
部
上
下

醒
榔
椰
疏
榔
椰

外面 :灰褐7 5YR4/2
内面 :にぶい褐7 5YR5/4

l IIIt以 下 の長石 を含 む 体部外面 :煤付着

弥生 土器
広 口帝

(25) 口縁部外面 :な で
口縁部内面 :な で

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい給7 5YR7/4

411以下の石英 長石
角閃石・雲母を含む

弥生土器
奏

口縁部外面 :なで

体部外面 :刷毛 目
回縁部内面 :な で
伝郎丙面 :指繭序痛 菱で

外面 :明褐7 5YR5/6
内面 :明 褐7 5YR5/6

lla以下の石英 長石
角閃石を含む

休部外面 :黒斑

弥生土器
小形鉢

面
南

外
内

で

で

な

た

面
面

外
内

灰白25Y8/2
灰白25Y8/1

1～ 311以下の石英 長
石 を多量に含む

弥生 土器
首 1/N

(63) 外向 :摩減のた
内而 :慶減のた

明
明

不
不

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :橙7 5YR6/6

ldu以下の長石 角閑石
を含む

440
弥生土器

疑
170

外
日
盗

事滅のため調整不明
内面 :な で
面 :範削 り後指頭圧痕

面
面

外
内

にぶい黄橙 10Y R6/4
浅黄25Y7/3

5 md以 下の石英 長石を
含む

弥生上器
言林 122 杯部外面 :な で

杯部内面 :な で

面
面

外
内

浅黄橙7 5YR8/4
橙7 5Y R7/6

3 dd以 下の石英 長石を

弥生上器
産書【

底部外面 :摩減のため調整不明
底部内面 :指頭庄痕

外面 :橙5YR6/6
内面 !灰 白10Y R8/2

3 aa以下の石英 長石を 底部外面 :黒斑

弥生土器
底部

面
面

外
内 霰奪

き
         1衡 露1掻戻縮Ψ蚤か:/2

微砂粒を含む

弥生 上器
攀

(75) 外面 :

体部″籍攣籍畠建調
整不明

   1待署
橙10Y R8/3
10Y R6/1

1811以下の長石を含む

弥生土器
黎

(65)
面
面

外
内 餞機岳売協調整栗謁   1待罷

淡赤橙2 5YR7/4
淡赤粒 5Y R7/4

2m以下の長石を含む
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報告

番号
器  種

法 量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 上 偏 考

口 径 底  径 器  高

弥生 土器
暮 130 (33)

口縁部
口縁書【禽器1盗轟のため調整不明

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/3
にぶい黄橙 loY R7/3

1～ 5m以 下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生 土器
率 (30,

縁
縁

日
口

Ⅲ薗 :なで
有面 :なで

面
面

外
内

Ｙ

Ｙ

橙
橙

ぶ

ぶ
14U以 下の長石を含む

弥生上器
高杯

面
而

外
内

摩減のため調整不明
たで 饒磨 き

外面 :灰褐5Y R5/2
内面 :灰褐5Y R4/2

1～ 3 mm以 下の石英 長
石・角閃石 雲母を含む

弥生土器
製塩土器

(35)
白

面

外

内
なで
なで 指頭圧痕

外面 :灰 自10Y Ryl
内面 :灰 白25Y8/2

1～ 2 HIn以 下の石栗 長
石を含む

弥生土器
底都

面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

Ｙ
Ｙ

灰
灰

褐
褐

面
面

外
内

25m以下の石栗 長ね
″含h

弥生土器
甕

(57)

で
　
で
り

な
き
な
削

叩
…
箆

面
　
面

…

外
面
内
面

部
外
部
内

瞼
椰
酪
鰯

画
面

外
内

にぶい褐7 5Y R6/3
浅黄25Y7/3

1～ 3 md以 下の石英 ,長

石 雲母を含む

弥生 土器
言杯 (71)

外面 :摩滅のため調整不明
内面 :な で、指頭圧痕

外面 :明赤褐5Y R5/6
丙面 :明示褐5v確 馬/6

1～ 3 durt以 下の石英 長
石 ,角 閃石を含む

弥生上器
底 部

20 (47)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :浅責橙7 5YR3/3
内面 :灰 白loV RA/2

l ldt以 下の石英 長石を 外面 :黒斑

弥 生土器
産著【

54
面
面

外
内

刷毛目
なで

画
面

外
肉

浅責橙7 5YR8/4
褐反10Y R5/1

3 anl以 下の石英 長石を
合む

弥生土器
養

(59)
屎鍮飛咎F羞議源ため調整不明
口縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

待署:宅基iユ怒

':`等

R7/3
2 oo以 下の長石・雲母を
含む

弥生土器 167 (30) 目綴藪待辟巖晟のため調整不明
外面 :に ぶい褐75YR6/3
内面 :にぶい蓋給 loY R7/3

3m以下の石英 長石
雲母を含む

弥生土器
底都

(55) 外面 :叩 き後,な で
内面 :な で,指頭圧痕

外面 :浅黄橙10Y R3/3
内面 :灰 白loY R8/2

微秒粒を含む

弥生土器
言林

4TN書 トタ
杯部〆

面
面

摩滅のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :にぶい橙 5Y R6/4
内面 :給 5Y R6/6

2 dlt以 下の長石を含む

弥生土器
高杯

272 部
都

杯
林

面
葡

のため調整不明
のため調整不明

外面 |にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

1剛以下の石英 角閃石
雲母を含む

弥生土器 (109)
外面 :摩減のため調整不明
体郎穴面 :指額F痕

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい褐7.5Y R6/3

3m以下の石英 長石を
含む

弥生土器
墾

(11)
口 なで

なで
面
面

外
内

橙7 5YR6/6
橙7 5YR6/6

l ldl以 下の石英 長石を
含む

弥生土器 E で
で

な
な

面
面

外
内

灰自25Y8/2
灰 白25Y8/2

l mm以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
細顕壷

100
外
口
範 痕

で
圧

な
頭指

で
面

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい褐7 5YR5/3

1硼以下の石栗 長冶
角閃石 を含む

弥生土器
細頸壺

(127)
日辺 P

回辺ど
中面 :な で
芍面 :指頭圧痕

外面 :にぶい貢橙 10Y R6/3
内面 :にぶい黄橙 10Y R6/3

l dal以 下の石英 長石

弥生土器
細頸壷

(119)

面
面
面
面

外
内
内
内

部
部
都
都

体
頸
体
底

痕
　
痕

き
圧
り
圧

磨
頭
削
頭

箆
指
箆
指

待需:櫂套憬名

'光

こ密:/3
1～ 5 mm以 下の石英・長
石 角閃石を含む

弥生土器
斐

134 (112) 簡瑞T離覆刷朝,接錬
口縁部内面 :な で
体都内面 :指頭圧痕,箆削 り

外画 :橙2 5YR6/6
内面 :橙 2.5Y R6/6

1～ 4 1dI以 下の石英 長
石を含む

弥生土器
誕

(152)

屎鍮歪筆界善4屡滅のため調整不
明
体都下半外面 :箆磨 き
日縁部内面 :な で

篠靴半輩寅酢視覇好
痕

外面 :にぶい褐7 5YR6/3
内面 :に ぶい褐7 5YR5/3 千岩竺遜?冤誦若を響愁

468
弥生土器

斐
(69)

痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

刷
　
指

劇
　
面

外
面
内
面

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR5/4
にぶい褐7 5YR5/4

lm以下の石栗 長ね
角閃石 雲母を含む

弥生土器
箋

日縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

外面 :橙5Y R6/6
内面 :にぶい橙5Y R6/4

l IIm以 下の石英 長石
雲母を合む

弥生土器
巽

(45) 屎鍮端甲違盈おため調整不明
口縁部内面 :な で
体部内面 :指頭圧痕

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :にぶい掲7 5YR6/3

lm以下の石英 長石
雲母を含む

弥生土器
斐

15 6 (41)
痕

で
目
で
序

な
毛
な
市

刷
　
指

面
　
面

糾
姉
納
肺

酪
榔
瞼
櫛

‥
面

面

い

外
な

にぶい橙7 5YR6/4
:灰黄褐 :10Y R6/2

ldd以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土 器
薯 (40)

外面 !摩 ,

内南 :産 ,

のため調整不明
のため調整不明

面
面

外
内

橙5Y R6/6
栓5Y R6/6

I al以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
底部

65 (36)
外
丙 属‖手目

面
面

外
内

にぶい黄橙 10Y R7/3
浅黄橙 10Y R8/3

1～ 5 mm以 下の石栗 長
石を多量に含む

幣生土器
底部

(57)
向
雨

外
内

毛 目
で 指頭圧痕

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :褐灰 10Y R4/1

l mm以 下の石柔 長ね
角閃石を含む

舛面 :黒斑

弥生土器
底部

面

詢

なで,刷 毛目
刷毛目
なで 吊1毛 目

外面 :明赤褐25Y5/6
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 3 11ml以 下の石英・長
石 雲母を含む

体部か ら底部外面 :黒斑

弥生土器
産郎 (48)

外面 :叩 き後,刷毛 目 外面 :にぶい赤褐5Y R5/4
内面 :灰褐7 5YR5/2

2 dm以下の石英 長石

弥 生土器
廣都

36
底部外面 :指頭圧痕
底部内目面 :指頭圧痕

外面 :橙 2 5YR6/8
内面 :潜2 5VR6/6

3卿以下の石英 長石を

弥生上 器 36 (45) 織唇:騒機2先協調整奈謡
外
内

浅黄橙7 5YR8/3
灰自10Y R8/2

lm以下の石英 長石を
含む

弥生上 番
忘杯

(63) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

種7 5YR6/8
希7 5YR7/6

3 mm以 下の石英 長石
角肉石を含む

弥生土器
高杯

43 7

口縁部外面 :な で

杯部外面 :摩減のため調整不明
日縁部内面 :な で
杯部内面 :摩減のため調整不明

外面 :に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :にぶい橙7 5YR7/4

3 dI以 下の石英を含む

弥生土器
大形片日鉢

15 5
明整訓

　
明

め
　
不

た
　
整

の
　
調

減
り
め

摩
削
た

箆

の

画
　
減

外
面
摩

部
外

‥

縁
部
面

口
体
内

画
面

外
内

にがい黄橙 10Y R7/3
にぶい黄橙 10Y R7/2

l oo以 下の石英 長石
角閃石を含む

口縁部外面 :凹 線 3条
口縁部内面 :凹線 6条

弥生土器
大形片日鉢

170
外
内

摩減のため訓蟹 4ヽ 明
慶減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい橙5Y R6/3
にぶい橙5Y R6/3

lEm以下 の長石  角 閃右
予合 h

日縁部外面 :凹 線 3条

弥生土器
大形片日鉢

23 3
外
内

琵磨 き
刷 毛 目

外面 :にぶい橙2 5YR6/3
内面 :に ぶい橙2 5YR6/3

54m以 下の石英 長石を 外面 :黒斑

壺
15 2 (12)

口

回
部外面 :な で
都内面 :な で

外面 :橙 5Y R6/6
内面 :橙 5Y R6/6

l mm以 下の石英 長石
角閃石 雲母を合む
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告

号

報

番 器   種
法 量 (cl l)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考
口 径 底  径 器  高

弥生上器
率

体部外面 :刷毛 目
体部内面 :指頭圧痕

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/3
にぶい黄橙10Y R7/3

l odl以 下の石英 長石
角閃石を含む

486
弥 生土器

鉄
(54)

外面 :摩減のため調整不明
内面 :陸滅のため調整不明

外面 :灰 白25
内面 :灰 白25

3m以下の石英 長石を
含む

土器
発部

外面 :叩 き
内面 :な で

面
面

外
内

橙5Y R6/6
にぶい橙5Y R7/4

1～ 3 mm以下の石英 長
石を含む

外 向 :黒斑

弥生土器
高杯

25 4 (54) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外面 :にぶい褐
内面 :にぶい褐

l IIIa以 下の石乗 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器 外面 :摩減のため調整不明
体部内面 :箆削 り

面
面

外
内

浅黄橙 |

灰白10
Ｒ８
睦

弥生土器 92 (32) 外面 :な で
内面 :なで,指頭圧痕

面
面

外
内

橙5Y R7/6
浅黄橙7 5YR8/4

14d以 下 の長石 を含 む

弥生土
15 0 (30)

面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩減のため調整不明

外
内

橙75Y lm以下の/H柔 長る・
角閃石を合む

日縁端都 :竹管文

弥生土器
高杯

(61) 外面 :箆暦 き
内面 :摩減のため調整不明

Ｙ

ヽ
1～ 5 aua以 下の石英 長 円子L

弥生土器
底都

55
底部外面 :なで
底部内面 :箆削 り

Ｙ

氏

■

下
ν
Ｒ

l al以下の石英 角閃石

弥生土器 (17)
口縁部外面 :なで
回綴郎内面 :た で

ぶ
ぶ

5Y R5/4 14d以下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
高杯

(58)
脚部外面
間熱内面

モ
削

にぶい4

1こ 然いネ
5Y R6/3
5Y R6/3

28J以下の石英 長石・
雲母を含む

弥生土器
底部

45 (20)
外面 :指頭圧反
内面 :摩滅のため調整不明

赤橙10R6/6
灰向25Y7/1

1～ 5m以下の石英 長
石を含む

外面 :黒斑

弥生土器
高杯

172
外
口

泳

減のため訓整小明
面 :なで
:ゆ磨 き

外面 :に ぶい橙7 5YR6れ
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

l lu以下の石英 長石
雲母を含む

498
弥生土器

高杯
減のため調整不明
減のため調整不明

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

l ald以 下の石英 長石 を
含む

弥生土器
高杯

(52) 卜面 :な で
]面 :箆削 り

面
面

外
内

にぶい橙5Y R6/6
橙7 5YR6/6

1～ 5da以下の石英 長
石を含む

円孔

弥生土器
底都

体部クト面 :な で
休部内面 :なで

橙
橙

面
面

外
内

25111以下の石英等を含
む

外面 :摩滅のため調整不明
車部下半内面 :指頭圧痕

外面 :橙5Y R6/6
内而 :明褐灰5Y R7/1

2 dd以下の石英 長石を
含む

弥生」
小 J_l苛 (29)

外面 :摩滅のため調整不明
内面 :指頭圧痕

外面 :浅黄橙 10Y R8/3
内面 :浅黄橙10Y R8/3

lm以下の石英 長石 を
含む

弥生土器
斐

(148)

明不整調
　
痕

め
　
圧
り

た
　
頭
制

で
の
で
指
箆

な
滅
な

摩
　
面
面

姉
耐
輌
紳
却

部
外
部
上
下

聯
脚
瞼
榔
椰

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/3
にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 2剛の石英 '長石
雲母 を含む

弥生土器
小型甕

口縁部外面 :横 なで
体部外面 :刷毛 目
回縁部内面 :横 なで
休都内面 :範削 り終歩で

外血 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/2

l DII以 下の石英 長石を
含む

外面 :黒斑

弥生上器
甕

142 (57)
明不整訓めた

　
痕

で
の
で
序

な
減
な
頭

‥
摩
　
指

向
　
面

外
面
内
面

郡
外
部
内

聯
螂
瞼
椰

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

1～ 2 wlt以 下の石英 長
石 角閃石 を含む

弥生土器
箋

(55)
噺
僻
嚇
偽 痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

刷

指

面
　
面

緋
姉
納
繭

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

2 mal以 下の石英 長石
雲母を含む

弥生土
中形篭

器
債 49 体部外面 :刷毛 目

徳部内面 :なで,指頭圧痕
面
面

外
内

明赤褐2 5YR5/6
構2 5YR6/6

1～ 21uの 石英 長石を
含む

員部 :黒斑

弥生土器
小形鎌

12 0 34
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩減のため調整不明

画
面

外
内

灰自7 5YRν l

灰白10Y R8/1
1～ 2 EIO以 下の石英 長
石を含む

弥生土器
高杯

16 7 159

口縁部外面 :な で
杯都外面 :摩滅のため調整不明
脚部外面 :摩滅のため調整不明
日縁部内面 :なで
杯部内面 !箆磨 き
脚部内面 :箆削 り

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :に ぶい橙7 5YR7//4

311n以下の石栗 長石
角閃石 雲母 を含む

却部上位 :円孔 1× 3箇所
岬部下位 :円子し2× 3箇所

弥生土器
高杯

230 (63)

で
き
で
き

な
磨
な
磨

…
箆
　
籠

画
　
面

‥

柳姉
帥
肺

縁
部
縁
誂

口
杯
口
杯

外向 1に ぶし`種7 5Y R6/4
内面 :にぶい黄栓 10Y R6/4

1～ 381以下の石英 。長
石 角閃石を含む

口縁端部内面 :凹線 2条

高杯

で
で

外面 :橙75
内面 :橙75

54d以 下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
高杯

(68)

口
杯
口
杯

で
り
で

な
削
な
で

箆

‥
な

面
…
面

‥

緋
輛
納
嫡

面
面

外
内

橙7 5YR6/6
橙7 5YR6/6

3m以下の石英・長石
角閃石 雲母 を含む

弥生土器
高杯

(107)
脚部外面 :摩減のため調整不明
杯部内面 :箆磨 き
脚部内面 :箆削 り

画
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい黄橙10Y R6/4

31u以下の石英 長石
角閃石を含む

jH部 :上快Hfし 2X4箇所
抑部 !下段円孔 2X4箇所

弥生上器 174 (35) 棚言|†寺ξ]:ιgttiり        1子寺ξ]il:1ミ士
陰7 5YR6/4
燈7.5Y R6/4

3 du以下 の石 栗
角 閃店  雲 母 を合

円子し3穴

弥生土器
高杯

外面 :摩減のため調整不明
内面 :箆削 り

外
内

にぶ ヤ

にぶ ラ
露橙 10Y R7/2
悸7 5VR/7/3

l IIB以 下 の長右 を含 む 円孔 2穴

弥生土器
高林 (30) 外面 :摩減のため調整不

内面 :摩減のため調整不
橙7 5Y R6/6
にぶヤヽ精7 5YR6/4

l lu以 下の石英 長石を
合む

脚部 :円孔 1× 4箇所

弥生土器
高杯

外面 :摩滅のため調整不明
林認内面 :簿磨 X

イこぶしヽ
1こ ぶ�ヽ

5Y R6/4
5Y R6/4

l mo以下の長石 角閃石
を含む

外面 :黒斑

株生」
高中

:器 の た 職5Y R6/6
にぶい給7 5YR6/4

1～ 588以 下の石英 長
石 雲母を含む

円子Ll穴

弥生上器
底部

40 (22) 織離盤島ぁ莞含桑整不明   1織需i庚薔拝:f矛 38/3
laH以下の石英 長石を
含む

嘆部内外面 :黒斑

弥生土器
底部

22 (52) 織零:騒環ネ
ため調整不明

   1待露!校静 :乎患カ
0 5Bo以 下の長石 石英
を含む

弥生土器
底部

44 (26)
外面 :摩減のため調整不明
内面 :座減のため調整不明

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

31u4以下の石英, 141以
下の角閃石を含む

弥生
細こ (13_3) 偽署:嬉鍛鍵甕

め調整不明
   1待唇il:套とt彊孔:¥ミ :チ:

l Dal以 下の石英 長石を
含む

外面 :黒斑

'体

!

和
器 11,0 (108)

体都外面 :箆削 り
体部内面 :指頭圧痕

外面 :に ぶ V

内面 :にぶヤ
黄橙10Y R6/3
黄橙10Y R6/3

348以下の石英 長石
角閃石を含む

体部 :Hfし

弥生上器 90
面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

タト面 :浅黄橙7 5YR8/3
内面 :浅黄橙7 5Y R8/3

脚部 :上炭 円子し1穴
下段 円711穴
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報告

番号
器   種

法 量 (cm)
形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

日 径 底  径 器  高

弥生土器
広回壺

(184)

回縁部外面 :な で

深謙粂離 隆議のため調整不明
口縁部内面 :な で

顕部内面 :指頭圧痕
体部内面 :指頭圧痕

外面 :に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :にがい橙5Y R7/4

2 HI以下の長石 '石英
角閃石を含む

弥生土器
広口壺

18 2

で
目
で

，

な
毛
な
で

‥
刷
　
な

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
顕
口
頸 指頭圧 痕

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :に ぶい橙7 5YR7/4

l mm以下の石英・長石を
含む

弥生土器 (71) 外面 :摩減のため嗣
内面 :摩減のため調

明
閉

（
不

蟹
愁

面
面

外
内

灰自10Y R8/2
灰自10Y R8/2

l lw以下の石英 ,長石を
丼IF

弥生土器
細頸壺

92 27 3

で
で
り
削

な
な
絞
笛

白
面
面
面

糾絣
帥
納

鎮
体
頸
体

面
面

外
内

橙5Y R7/6
橙5Y R7/6

l ma以 下の長石を含む 底部内面 :つつ き痕 9個

弥生土器
細頸壷

84 (13,0)
玲吏り

待召:浜雲糖亮7習静屏
7/3 l aI以 下の長石を含む

弥生土器
細頸壺 綱キ報嫌唇i竪議尻ため調整不明

ぶ
ぶ

画
面

外
内

7 5YR6/3
7 5YR6/3

1～ 3 dI以 下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生土器
細顎壷

(70) 徐載半華妹屠1騒琵簿§
体部下半内面 :板 なで

外面 1に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/2

2 du以下の石英 長石を
含む

弥生土器
長菊蓄

外面 :摩減のため訂
胴中央部内面 :指啜

整不明

=鷹
織雲1鏡禁浸昇:¥ミ ,先

1～ 5 ulI以 下の石英・長
石 雲母を含む

弥生土器
細頸壷

54 (13.6)
外面 :灰 自7 5YR8/1
内面 :灰 白25Y3/1

1～ 5 1al以 下の石莫 長
石を含む

体部から底面 !黒班

534
弥生土器

小型九底土器

外
内
内

部
部
鶏

体
体
康

暦
頭
削

冤
指
笛

痕,箆磨 き 待屠:に武壌緻I¥ミ溌
2 mm以下 の砂 粒 を含 む 底部 :穿孔

弥生土器
小型丸底土器

96 79
;卜 外向 :壻 .・ Rl■

`[内

面 :指頭圧
礼内面 :指頭圧

で
で

で

な

な
な

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7/4
明褐灰5Y R7/2

1 5md以 下 の長石 石英
角閃石を含む

弥生土器
甕

52 (271)

痕
で

目
き
　
　
圧
な

痕
毛
磨
痕
　
頭
板

棟
趾
剤
逍
班
策
端
は

指
面
面
指

‥
面
下

蜘鰤中中頓的］̈

面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/3
にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 3 aI以下の石芙 長
石 角閃石を含む

底部 :黒斑

537
弥生土器

発
130 (126)

口縁部外面 :なで

体部外面 :刷毛目
日縁部内面 :な で
体部上半内面 :指頭圧痕
体部下半内面 :箆削 り

織召:にぶ状蟹慈:∴幣ゆ4

1～ 3 BIn以 下の石英 長
石・雲母 角閃石 を含む

弥生土器
甕

12 8 24 9
外面 :摩 ,

体部上半 F

Ik都 下半 T

明
痕

（
つ

整
あ
り

嗣
頭
削

め
指
衝

た
―

の
画
面

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 1橙7 5YR7/6

l II以 下の長石 石英
角閃石 を含む

底部 :黒斑

弥生土器
巽

136

外面 :にぶい黄橙 10Y R7/2
内面 :に ぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 2 mm以下の石英 長
石 雲母を含む

底部か ら底面 :黒斑

弥生土器
発

130 22 7 昼縁黙禽暑言患三ため不明
繰獣半華男署:窪蚕孫提め不明

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙 5YR6/6

251m以 下の長石 石英
角閃石 を含む

弥生土器 140 資譜↑醒歳囲ユ微襲議呆明
外面 1にぶい橙5Y R6/4
内面 :褐灰10Y R5/1

l dllt以 下の石英 長ね
角閃石を含む

外面 :黒斑

弥生土器
発

(132)

口縁部外画 :な で

徐載キ華妹冒 :翌議尻ため調整不
明
日縁部内面 :な で

絵獣半華売春T畳昴り

外面 :灰 自7 5YRy2
内面 :灰 白10Y R8/1

1～ 2 1aI以 下の右異 長
石を含む

弥生土器
小型菱

(37) 待霧i睦機協売協調整奈明
外面 :橙 5Y R6/6
内葡 :沿2 5YR6/6

l dI以 下の石英 長石を
含む

誕
12 2 (100)

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明 待畢i種喜驀;!Ж鳥こな,3

1～ 2m以下の石英 '長
石 を含む

弥生土器
甕

日縁部外面 :な で

省穀獣円蓋丹
」
霧尋

体部内面 :な で,指頭圧痕

外面
'に

ぶい橙7 5YR7/4
内面 :灰 白10Y R7/1

l dal以 下の石英 長石
角閃石を合む

弥生土器
薯

(118) 外面 :歴減のた鯰
内面 :摩減のたE

明

明
外面 :灰 白10Y R7/よ
内面 :灰 白loY R7/1

1 4un以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
中形鎌

206 52 外面 :摩滅のた¢
内面 :摩減のたE

面
面

外
内

灰白10Y R8/1
灰自loY R8/]

2 mm以下 の長石 を少量含
む

外面 :黒斑

弥生土器
小型鎌

H3 1 58 底部外詢 :指頸 F■

内面 :慶減のため
展 面

面
外
内

橙2 5YR6/8
橙5Y R6/8

1～ 2 oo以 下の石英 。長

弥生土器
高杯

明不
き
整

磨
調
　
　
で

箆
め
　
　
な

後
た
　
　
後

で
り
の
で
き
り

な
削
減
な
磨
削

箆
摩
　
箆
箆

白
　
‥
面
　
‥

柳輌
輌
紳
輌
肺

聯椰
脚
唯
榔
脚

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/3

lau以 下の石英 長石
角閃石を含む

外面 :黒斑

弥生土器
嵩杯

杯部外面 :箆磨 き
杯部内面 :箆磨 き 衡零:|:ぶヤt馨急::∵Yつ 3

1～ 2 4Ul以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

脚柱部 :円 fL 3穴

弥生土器
高杯

233 (79)

口縁部外面 :な で
杯部外面 :箆磨 き

屎覇識審甲羞縄房ため調整不明

外面 :に ぶい橙10Y R6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

1～ 5 uII以 下の石英 長
石 角閃石を含む

回縁部内面 :凹線 4条

弥生土器
高杯

縁
部
縁

日
杯
□

で
り
で

な
削
た

箆

‥

面
…
面

靭
輌
納

外面
内面

橙
橙

ぶ
ぶ

l mm以下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
高杯

(85)

で
り
で
き

な
削
な
磨

箆
　
伍

画
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

回
杯
口
杯

外面 :橙 5Y R6/8
内面 :橙 5Y R6/6

3 d lll以 下の石英 長石等
を含む
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告

号

報

番 器  種
法 量 (cm)

形態 手法の特徴 色 調 胎 備 考
口 径 底  径 器  高

554
弥生土器 (45) 外面 :摩減のため調整不明

内面 :摩減のため調整不明

Ｙ

Ｙ

種
橙

ぶ
ぶ

画
面

外
内

2 dl以下の石英 長石を
含む

弥生土器
高杯

磨箆後
で
り
き
で
き

な
削
磨
な
磨

‥
箆
飽
　
箆
り

面
…

面

削

外
画
面
内
面
箆

都
外
外
部
内

睡
脚
嚇
嚇
椰
卿

画
面

外
内

にぶい黄橙10Y R6/3
褐灰7 5YR4/1

3 mm以下の石英 長石
角閃石 雲母 を含む

弥生土器
高杯

(43)
外血 :にぶい橙7 5Y R6/4
内面 :に ぶい橙7 5Y R6た

lm以 下のね異 長ね
角閃石を含む

日縁 瑞 剖
`:LuH線

又

器土
杯

生
一局

弥
18 0 (54) 外向 :摩減のため調整不明

脚部内面 :箆削 り

ぶ
ぶ

3 mm以下の石英 長石を 岬部上段 :円孔 1× 3箇所 (推定 )

脚部下段 :H孔 2X3簡 所

弥生土器
高杯

滅のた鯰 外面 :明 褐灰7 5YR7/3
内面 :明 褐灰7 5YR7/3

l du以 下の石英・長石を 脚部 :円孔 1× 4箇所

弥生上器
底部

(33)
滅 の ため扁
滅 の た め言

外面 :浅黄橙7 5YR8/3
内面 :灰 白7 5YR8/2

l ma以下の長石を含む

弥生上 器
産認 (30)

1減 のため調整不明
1減 のため調移不明

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/3
灰白loY R3/1

l II以 下の石英・長石を
含む

弥生 土器
華 (31)

分
広

摩滅のため調整不明
指頭圧痕

画
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
橙5Y R6/6

1～ 311以下の石英 長
石 角閃石 禁母を含む

弥生土器
暮 (20)

タト面 :摩減のため調整不明
内面 :磨減のため調整不明

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :橙7 5YR6/6

l oml以 下の石英・長石を
含む

弥生土器
炭都

48 (57) 外面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

明褐灰5Y R7/2
灰自5Y R8/1

2 mm以下の石英等を含む

弥生土器
54 (1 n 外面 !摩減のため調整不明

内面 :摩減のため調整不明
外面 :褐灰 10Y R4/1
内面 :にぶい黄橙 10Y R7/3

l I IIl以 下の石英 雲母・

角閃石を含む

弥生土器 (108)
外面 :に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :橙7 5YR6/6

2 EDt以 下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土 器
摯 (64)

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :浅黄橙10Y Ry3
内面 :灰 白10Y R8/1

3m以下の石英 l IIm以 下
の角閃石を含む

弥生土器
整

(147)

日縁部外面 :な で
体都外面 :刷毛 目
日縁部内面 :な で
体部上半内面 :指頭圧痕

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :橙7 5YR6/6

411m以下の石英 長石を
含む

殊生土器
整

(139)
外面 :摩減のため調整不明
体部内面 :指頭圧痕

外向 :に ぶ▼ゝ橙5Y R7/4
内面 :に ぶい橙5Y R7/4

2～ 3 dm以 下 の 長 ね

雀各ヶ基躍
以下の石英

弥■土器
霊

(157)
体
体
体
一底
底
底

内
丙

向
半
望

外
上
下 15Ъ

指頭圧痕
外劇 :橙7 5Y R6/6
内面 :橙7 5YR6/6

2 1un以 下の石英 長石
雲母 を含む

弥生土器
発

(112)
外
内
内

向 !冤膳 き
面 :摩減のため調整不明
面 :指面圧痕

外面 :にぶい褐7 5Y R5/3
内面 :にぶい橙7 5Y R7/4

1～ 5 mm以下の石英 長
石・角閃石 を含む

底きヽ :黒握

弥生土器
高杯

232 (lo o)

口
杯
口
杯
脚

明
　
明

不
　
不

整
　
整

訓
き
調

め
磨
め

た
箆
た

の
後

の

減
り
滅
き
り

摩
削
摩
磨
削

‥
箆
　
箆
箆

面
　
面
　
‥

外
面
内
面
面

部
外
部
内
内

尿
部
尿
部
部

外面 1に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :に ぶい橙7 5YR6/4

l an以下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
高杯

(53)

杯部外面 :摩減のため調整不明
脚部外面 !箆磨 き
杯部外面 :摩滅のため調整不明
脚部内面 :なで

外面 1に ぶい橙7 5YR7/4
内面 :にぶい橙7 5YR7/4

l ool以 下の長石を含む

打製石器
石鏃

(長 さ)

23 阻
虎

(厚 さ)

04
外面 :禍灰10Y R5/1 童さ :05g

サヌカイト

弥生土器
底部

58 外面 :摩滅のため調整不明
丙面 :墜減の /‐ め誦率不明

5Y8′
5VA′

1～ 2剛以下の長ね ね 底 H:黒 姐

弥生土器
製塩土器

36 4)
外
内

面 :摩減のた
面 :座減のオ `こ

ぶい橙5Y R6/4
にぶいlIIR5 Y R 6/4

l IIt以 卜の長れを含む

細頭壺
(24)

白
而

外
内

なで
/・ で

10Y R6/2
10Y R6/2

l Ha以下の石英 長石
角閃石 を合む

弥■土器
斐

(32)

‥
摩
　
指

向
　
面

‥

柳輛
帥
嫡

醜椰
聯
脚

rJ・ で

成の た め調 整不 明

なで
覆圧 痕

外面 :にぶい橙7.5Y R6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

loH以 下の石英 長石
角閃石を含む

器
器

部外面 :指頭庄痕 外面 :褐灰10Y R4/1
内面 :浅黄橙7 5YR3/4

l dI以下の長石を含む 体部か ら底部 :黒斑

弥生土器
(47)

外面 :刷毛 目
内面 :板 なで

外面 :橙7 5YR6/8
内面 :橙7 5Y R7/6

3m以下の石英を含む

580 弥生土器 128 (37) 口縁部外 国 :Ⅲ口さ
内面 :摩滅のため調整不明

洛
ん

Ｙ

Ｙ

橙
橙

面
面

外
内

1剛以下の石英 長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器 (27) 外面 :箆磨 き
内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

橙7 5YR6/6
にぶい橙7 5YR6/4

141以下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
広日蓋

224 (18) 口縁都外面
口縁部内面

で

で

な
な

面
面

外
内

橙5YR6/6
橙5Y R6/6

lm以 下の石奥 長石
角閃石を含む

583
弥生土器

甕

日縁部外面 :な で
体部外面 :叩 き
内面 :摩滅のため調整不明

外面 :橙5Y R6/6
内面 :褐灰5Y R5/1

2皿 m以下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
斐

(52)

飾 傷

外H:橙 7 5YR6/8
内面 :に ぶい橙7 5Y R6/4

14U以下 の長 rIHを 含 む

弥生土器
鉄

220 40 摩滅のため
陸減のため

にぶい橙7 5YR7/4
黒褐7 5Y R3/1

1～ 411Bの石英 長石を 内面全体 :黒斑

弥生土器
高杯

(44)
血

面

外
内

面
面

外
内

黄褐 10Y R5/6
黄褐loY R5/6

5aa以下の石英 長石
角閃石を含む

弥生土器
麻菩【

23 (34)
面 :板 なで
面 :指頭圧痕

外面 !褐灰 10Y R4/1
内面 :灰 白loY R8/1

lm以下の長石 角閃石
・雲母を含む

底都 :黒斑

588
弥生土器
広口壷 痕

明
　
圧

不
　
頭

整
　
指

調

　

・

め
で
目

た
な
毛

の
　
刷

減
面

‥

摩
内
面

‥
部
内

面
縁
都

外
日
頸

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6れ
にぶい橙7 5YR6/4

6 aJ以下の長石 雲母を
含む

弥生土器 119 (22)
口縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で

外両 :橙7 5YR7/6
内面 :にぶい橙7 5YR7/3

2 TTIIB以 下の長石等を含む

弥生土器
斐

(176)

ミ部上半外面
都ヽ下半外面
ミ部上半内面
部ヽ下半内面

痕

日
き
圧
り

毛
磨
頭
削

刷
箆
指
箆

外面 :灰褐7 5YR4/2
内面 :に ぶい褐7 5YR5/4

4 nd以下の石英 長石
雲母を含む

弥生土器
小型器台

(49)
脚部外面 :範磨 き
脚部内面 :箆削 り

外血 :淡赤橙2 5YR7/4
内面 :淡橙5Y RS/3

5 oo以下の長ね ね英を
含む

脚部上段 :3× 4箇所 (貫 通 しな
い穴),脚 部下段 i3X4箇 所 (貴

通 しない欠 )

玉製品
管玉

(長 さ,

13 06
厚

α
オリーブ灰 10Y4/2 オリーブ灰10Y4/2 重 さ 106g
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報告

番号
器  種

法 量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 lFB 考

回 径 底 径 器  高

弥生土器
高杯

16 5 (100)

岸
広

沐
部
部

面
柱
裾

外
脚
脚

減のため調整不明
面 :絞 り目
面 :箆削 り

外面 :にぶい赤褐5Y R5/4
内面 :にぶい赤褐5Y R5/4

6 dm以下の石英 長石 を
含む

脚部 :円 子し1× 4箇所

弥生土器
暮

面
面

外
内

減のため調整不明
減のため調整不明

外画 :に ぶい褐7 5Y R6/3
内面 :明褐灰7 5YR7/2

1 4un以 下の長石 雲母を
含む

嘲醸
部
外
部
内

縁
部
縁
部

日
顕
日
顕

摩
減
摩
繭

肇

指

面
　
面

‥

蔑のため謝整小明
りため調整不明
茂のため調整不明
F痕

外面 :に ぶい橙5Y R7/3
内面 :に ぶい橙5Y R7/3

l ou以下の石英・長石
角閃石を含む

弥生土器 (31)
日縁部外向
口縁都内而

で

で

な

な
面
面

外
内

橙7 5YR7/6
灰自7 5Y R8/1

5 mm以下の長石 角閃石
を含む

弥生土器
整

14 9 (65)

日‐
体
日
体

明不整調めた
　
痕

で
の
で
圧

な
滅
な
頭

摩

‥
指

向
　
面

面
面

外
内

にぶい赤橙 10R6/4
赤橙 10R6/6

248以下の石英 長石を
含む

弥生土器
斐

(45)
聴
脚
酷
榔

&外面 :なで
:半外面 :刷毛 目

`内

面 :な で
i半内面 :指頭圧痕

画
面

外
内

淡赤橙 2 5YR7/4
灰自10Y R8/2

3 mm以下のる奥 長ねを
含む

222 (38) 外面 :な で
内面 :な で

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :灰白10Y R8/2

21m以下の石英 長石

600
弥生土器

高杯
で
で

な
な

面
面

外
内

外
内

にぶい種7 5YR6/4
明褐7 5VR5/6

llm以下の石英 長石を

弥生土器 52
面
面

外
内

箆磨 き
摩減のため調整不明

Ｙ
Ｖ

3 alt以 下の石英・長石を
含む

外面 :燥付着

弥■土器
長顔帯

画
面

外
内

刷毛 目
指頭圧痕

Ｒ８
腕

l aal以 下の長石 石英を
少々含む

弥生土器
墨獣待辟塵撮のため調整不明

5Y R8/2
5Y R8/2

1～ 5 amの 石 英  長石 を
省卜,,

霞部凸帯上に竹管文

弥生土器
二重回縁襲

11 9 (41)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

分
丙

にぶい黄褐10Y R7/3
構5Y R6/6

2 mm以下の石英・長石を
含む

弥生土器
賓

都
外
部
内

聴仰
聯
榔

面 :摩滅のため謝肇イヽ明
:摩滅のため調整不明

1面 :摩減のため調整不明
i:指面序痕

外面 :暗赤褐 Y R3/6
内面 :晴赤褐 Y R3/6

5 dol以 下の石英 長石 を
含む

弥■土器
斐

75 (69)

尉
術
団
術

卜向 :な で
こ:摩滅のため調整不明
]面 :な で
こ:指頭圧痕

外面 :橙7 5YR6/8
内面 :橙7 5YR6/8

2 mm以下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
鶏

13 6

痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

刷
　
指

面
　
面

…

外
面
内
面

都
外
部
内

聯
螂
疏
脚

外面 :にがい褐7 5YR6/3
内面 :にぶい橙7 5YR7/3

24m以下の石英 長ね
雲母を含む

弥生土器
斐

12 9 , n
明不整調めた

　
痕

で
の
で
圧

な
減
な
頭

‥
摩

‥
指

面
　
面

‥

外
面
内
面

醐
醐
蜘
帥

外面 :浅黄橙10Y R8/3
内面 :灰 白10Y R8/2

3 mm以下の石英 長石等
を含む

弥生土器
斐

15 3

口縁部外面 :な で
体都外面 :摩減のため調整不明
日縁部内面 :なで
体部内面 :指頭圧痕

外向 :にぶい種7 5Y R6/4
内面 :に ぶい黄橙 10Y R7/3

31m以下の石英 長石
雲母 を含む

弥生土器
墾

17 2 (50)
醐
爛
晰
欄

刷

‥
指

面
‥
面

消

で
目
で
Ｆ

外面 :栓7 5YR6/6
内面 !橙7 5YR6/6

l mm以下の石英 長石を
含む

弥■土器
整

121 (47)

‥
刷

指

向
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

醒
椰
略
榔 痛

で

日

で

Ｆ

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5YR7/3

1～ 21uの 石英 長石
雲母を含む

林生土器
整

輌
臨
綿

:摩減のため調整不明
部内面 :指頭圧痕
上半内面 :板 なで

面
面

外
内

灰自25Y8/2
灰白25Y3/1

l EI以下 の長石 を含 む

弥生土器
率

(23) 織露:踵機8先協調整梁明
外面 :灰 自10Y R8/1
丙面 :灰 白loVRA/1

01皿皿以下 の石英 長石

弥生土器
巽

(117) 徐票i軍詩緒t宅誤驚覆
明

体部下半内面 :飽削 り

外画 :に ぶい種 5Y R7/3
内面 :灰 自25Y7/1

1～ 2口 m以下の石英 長
石 を含む

615
弥生土器

底部
54 (144)

体部外面 :箆磨 き
底面外面 :箆磨 き
体部内面 :指頭圧痕

外臼 !橙5YR6/6
内面 :灰黄25Y6/2

1～ 5 mm以下の石英 長
石・角閃石を含む

体部か ら底面 :黒斑

弥生土器
底都

53 (33) 外面 :箆磨 き
内面 !板 なで

外面 :黒褐 10Y R3/1
内面 :灰 白loY R3/2

2 5dd以下の長石を含む 界面 :煤付着

弥生土器
底部

(33)
外面 :摩滅のため訓整イヽ明
内南 :産減のため調整不明

面
面

外
内

灰自10Y R3/1
灰白loY R8/1

0 2mm以下の長石を含む

弥生土器
底部

56 (38) 外コ
内覇

で
で 指gttF痕

外面 1にがい黄橙 10Y R7/4
内面 :にぶい黄橙loY R6/3

2 1EI以 下の石英 角閃石
雲母を含む

弥生土器
底部

32
指映l■展
陸減のため調率不明

外面 :灰 白10Y R8/1
内面 :灰 自10Y R7/1

148以 下の石英を少々含
む

嘲蜘
外
丙

摩減のため調整不明
座減のため調整不明

外面 :灰 自10Y R8/2
内面 :黒褐5Y R3/1

1～ 3 mmの 石英 長石を
含む

弥生土器
高杯

(30)

日
杯
目
杯

で
き
で
き

な
磨
な
磨

箆
　
箆

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

外面 1にがい黄橙10Y R7/3
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

l mm以下の石柔 長冶
角閃石 を含む

弥生 土器
高杯

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩滅のため調整不明

外面 :橙 5Y R6/6
内面 :オ群5vR6/6

1～ 5m以 下の石央 長
石 雲母を含む

日縁部内面 :凹線 3条

弥生土器
高杯

230
日縁部外面 :な で
杯部外面 :箆磨 き
日縁部内面 :な で
杯部内面 1箆磨 き

商
面

外
内

2 du以下の長石 角閃石
・雲母を含む

弥生土器
高杯

縁
部
雨

日
杯
内

箆

の

面
　
減

堺

・
面
魅

でヽ

」り
外面 :橙5Y R6/8
内面 :橙 5Y R6/8

l du以 下の石英・長石
角閃石 雲母を含む

弥生土器
高杯

21 2 (55)

剛
櫓
団
終

で
り
磨

な
削
箆

で

‥
箆
　
な

画
　
面

‥

堺
晒
蜘
面

画
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/4
にぶい黄橙10Y R6/4

2岬の長石 雲母を含 tr

弥生土器
高杯

32 2 (56)1待零1蓬機8売協弱鐘索謡
面
面

外
内

橙5Y R6/6
にぶい橙5Y R7/4

3111以下 の長 ね を含 む

弥生土器
高杯

(431 1呂綴載待需
で

で 待審:|:ぶヤt悟 :¥ミ :サt
4.5 dB以 下の長石を含む
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告

号

報

番 器  種
法 量 (cm)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 柿 考
日 径 底  径 器  高

弥■土器
発

(234)

聴螂
椰
臨
脚
脚

外
半
半
内
半
半

磨箆
，　
痕

目
目
　
圧
り

毛
毛
　
頭
削

で
刷
刷
で
指
節

な
　
‥
な

面
画
　
面
面

外血 :に ぶい惰7 5Y R5/3
内面 !に ぶい黄橙 10Y R7/2

1～ 5 mm以 卜の右奥 長
石・角閃石 '雲 母を含む

体郡下半外面 :煤付着

弥生土器
率

54 (175) 体郡外面 :箆燿
休部内面 :笛凱

き
り

外面 1に ぶい褐7 5YR5/4
内面 :に ぶい黄橙loY R6/4

3 ua以下の長石 石英を
含む

弥生土器
紡錘車

28 外面 :なで 面
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/2
にぶい黄橙loY R7/2

lm田以下の長石・石英 を
含む

中央の穿孔 :貫通せず

弥生土器
製塩土器

36 底部外面 :指頭圧疾 外面 :に ぶい橙7 5YR7/3
内面 :明 褐灰7 5YR7/1

1～ 2 oBの 石英 長石を
含む

弥生土器
製塩土器

底部外面 :指頭圧痕
内面 :陸減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい橙5Y R6/3
灰黄25Y6/2

l alu以 下の石英・長石
角閃石を含む

弥生土器
底部

20 (27)
面
面

外
内

指頭圧戻
指頭圧痕

面
面

外
内

自
灰

灰
褐

0 5mm以下の長石 を含む

弥生土器
高杯

外面 :箆磨 き
内面 :指頭圧痕 ,な で

夕1面 1に ぶい種 ,

内面 :に ぶい橙 ,

5Y R7/4
5Y R7/4

1～ 241以下の石英 長
石 角閃石 を含む

弥生土器
底部

(20)
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
肇減のため調整不明

外面 :灰 自7 5YR8/1
内面 :明褐7 5YR5/8

2 dud以 下の長石 石英を
含む

弥生土器
広日立

(8.1)

外面 :橙7 5YR7/6
内面 :に ぶい栓7 5YR7/4

1～ 2 mm以下の長石 石
英を含む

弥生上器
斐

12 2 (56)
体部内面 :箆削 り

5Y R
赤lB5

1～ 2 mIの 長 石  石 柔 を

弥生土器
虔郎

外面 :摩減のため調整不
内面 :摩滅のため調整不

にぶ い貢
浅奮袴 lo

10Y R7/4
R8/3

1～ 511以下の右栗 長
本 奎母を合む

弥生土器
広口壺

口
顕
日
襲

薗 :な で
:刷毛 日,指頭圧痕
面 :な で
:指菫序痕

外国 :礎7 5Y R6/6
内面 :に ぶい橙7 5YR7/3

2 da以 卜の長る 。右英
角閃石 雲母を含む

640 弥生土器
斐

(57)

磨箆痕

で
日
で
圧

な
毛
な
Л

刷

‥
指

向
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
Ｈ
体

外面 :橙5Y R7/6
内面 t橙5Y R7/6

lm以 下の長石 石英を
含む

日縁端部 :凹 i7R2条

弥生土器 (82) 外面 :叩 き
内面 :な で

外面 :浅黄橙10
内面 :灰 白10Y

R8/3
8/1

1～ 2剛以下の石英 長
石を含む

孔 :1l X 14mm,内 外面 :黒斑

弥生土器
製塩土器

体部外面 :箆削 り
底都タト面 :指頭圧痕
体部外面 :なで
底部外面 :指頭圧痕

外面 :に ぶい褐7 5YR6/3
内面 :橙7 5YR6/6

l ma以 下の長石 石英
角閃石を含む

器牡
・箆

弥
28 (91) 体部外而

体部内面

で

で

な
な

外面 :にぶい黄橙 10Y R7/4
内画 :浅黄橙10Y R8/4

3 mm以下の長石 石英等
を含む

弥生土器
整

日縁部外面 :な で

体部外面 :刷毛 目
口縁部内面 :な で
体部内面 :摩滅のため調整不明

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5Y R6/4

1～ 2 1ul以 下の石英 長
石 雲母を含む

弥生土器
FF警【 56 (23) 外面 :摩滅のため調整不〕

内面 :摩滅のため調整不 J

,7 5YR3/1 1～ 3剛以 下 の右 栗  長

広日壺
212 (32)

回

日

詢
面

で 7 5 7 211以下の長石・雲母
角閃石を合む

弥■土器
広口壷

17 ユ
日
頸
内

向 :摩減のため訓整小明
:刷毛 目
減のため訓落不明

外面 :栓7 5YR6/8
内面 :橙5Y R6/6

3 mm以 下の石英・長石
雲母を含む

648
弥生土器

墾
161 (49)

翻
獅
榊
畔

醒
脚
酷
脚

面 :な で
:摩減のため調整不明
面 :なで
内面 :指頭圧痕

外面 :にぶい褐7 5YR5/3
内面 :灰褐7 5YR5/2

l mm以 下の長石 '雲母
角閃石を含む

弥生土器
鍵

142 (41)

日縁部外面 :な で
体部外面 :摩滅のため調整不明
日縁部内面 :なで
体部内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

にぶい褐7 5YR6/3
にぶい黄橙 10Y R7/2

l mm以 下の石芙 長石
雲母 角閃石を含む

弥生 土器
黎 (25)

日縁部外面 :な で
日縁部内面 :な で

面
面

外
内

橙7 5YR6/6
橙7 5YR6/6

3 auI以 下の石英 長石
雲母 角閃石を含む

弥生土器
整

外面
内面

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :灰 自75
内面 :灰 白75

l mm以 下の石英・長石 を
含む

殊生土器
床都 (32)

外面
内面

摩減のため調整不明
摩滅のため HFl整不明

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :橙7 5YR7/6

l IIB以 下の長石 雲母
角閃石を含む

中形鉢
27 0 (72) 外面 !摩滅のため調整不明

内面 :な で
:75Y
:白 75

7/6
R8/2

4 5ndl以 下 の長石・石英

希主
杯

笙
一局

弥
(42)

間
而

外
内

摩減 の た め
産 減 の ため

[na以 下の右 英  長右 を

弥生土器
底部

44 外向 :摩減のため調整イ`
内面 1摩減のため調整不

10

と0
R8/2
R8/1

0 2mm以下の長石 を含む

弥生土器
底部

66 (118)

回
面
面
面

外
外
内
丙

部
部
部
恕

体
底
体
に

明
明

不
不

整
整

調
調

め
め

た
た
痕

日
の
の
圧

毛
滅
減
頭

刷
摩
摩
指

外面 :にぶい赤褐5Y R5/4
内面 :にぶいtCJ7 5Y R5/4

1～ 5 ddの 石英 長石
雲母 角閃石 を含む

弥生土器
中形鉢

27 8 外Hl i摩 減のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

登7 5YR6/8
足黄褐loY R6/2

211d以 下の長石 石英を
含む

弥生土器
底部

16 (41) 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

浅黄橙7 5YR8/6
浅黄橙7 5YR8/3

5 au以下の石英 を含む

弥生土器
底著【

40 (23) 外面 :摩減のため調整不 IHB

内面 :磨滅のため調整不明
面
面

外
内

灰
白

3剛以下の石英, l nd以
下の芸母を含む

弥生土器
産Ж 22 (58)

画
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :明 赤褐5

内面 :橙75Y
Ｒ
７

411u以下の長石 石英を
含む

弥生土器
高杯

(49)
面
面

外
内

部
部

脚
脚

摩減のため調整不明
箆肖!り

外面 :橙75Y
内面 !橙75Y

2511m以 下 の長石・石 英
角閃石を含む

ガラス製品
ガラス玉

(長 さ)

06 佃
』

厚

α
外面 :青 重さ :02g

弥■土器
葵

148 (52)
明不整訓

　
痕

め
で
圧

た
な
頭

の
　
指

減
面

‥

摩
内
面

‥
部
内

獅
醒
椰

外血 :赤栓10Y R6/6
内面 :橙2 5YR6/6

1～ 3 mm以下の長ね ね
英を含む

広 口書

だ
井

り

の
向 :に ぶい

面 :にパ い
5Y R6/4
5Y R6/4

11a以 下の長石を含む

665
弥生土器 (31) 摩減のためitl

産 |IRの ため謝
面
面

外
内

t5Y6/1
:白 loY R3/ユ

2 11un以 下の石英を含む

弥生 土器
(65)

外
内

摩滅のため p.l蟹ィ、明
座滅のため調整不明

面
面

外
内

天白7 5YR8/2
淡橙5Y R3/4

1～ 3 au以下の長石 石
英を含む

弥生土器
小型鉢

(52)
体都外面 :摩滅のため調整不明
脚部外面 :指頭圧痕
体部内面 :摩減のため調整不明

外面 :橙5Y R7/6
内面 :橙5Y R7/6

1～ 3 md以下の長石 石
英を含む
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報告

番号
器  種

法 量 (cn)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 柿 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
底を低 (25) 外面 :摩滅のため調整不明

内面 :座減のため調整不明

面
面

外
内

橙7 5YR7/6
にぶい橙7 5YR7/4

l mm以 下の長石 角閃ね
を含む

外 向 :黒斑

弥生土器
長頚壺

176 (133)

日縁部外面 :な で

頸部外面 :刷毛 目
日縁部内面 :なで
顕部内面 :指頭圧痕

面
面

外
内

にぶい橙5Y R7/4
橙7 5YR6/6

1～ 3剛以下の長4H れ
英を含む

ヨ縁端部 :沈線 1条
頃部外面 :沈線 1条

670
弥生土器

鶏
154 (269)

不整調め
痕
た

日
き
　
圧
の

毛
磨
　
頭
滅

で
刷
箆
で
指
摩

な
　
　
な

面
面

―
面
面

瓶
粉
掛
輌
却
柳

部
上
下
部
上
下

嚇
椰
榔
聴
脚
榔
明

外面 1に ぶい褐7 5YR6/3
内面 :に ぶい褐7 5YR7/3

1～ 3 mm以 下の石英 長
石 角閃石 雲母を含む

底部 !黒斑

弥生土器
斐

144 130)

町
府
酎
僻
僻

外面 :灰掲7 5YR6/2
内面 !明 灰褐7 5YR7/2

1～ 21J以下の長石 石
英 角閃石を含む

体部内面 :黒斑

口縁部外面 :な で
回縁部内面 :な で

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/4
にぶい橙7 5YR7/4

1～ 2m以下の長石 石
英 角閃石を含む

弥生上器
高杯

(42) 屎祭飛咎T羞織おため調整不明
日縁部内面 :な で
杯部内面 :摩減のため調整不明

画
面

外
内

浅黄25Y7/3
にぶい黄橙10Y R6/4

1～ 5 mm以 下の長石 石
英 角閃石 芸母を含む

回縁 部外 口 :黒既

弥生土器
高杯

(143)

杯部外面 :箆磨 き
脚部タト面 :摩減のため調整不明
杯部内面 :箆磨 き
脚部内面 :箆削 り

外面 :に ぶい褐7 5YR6/3
内面 :にぶい褐7 5YR6/3

4 dml以 下の長右 ね柔 I

角関石を含む
脚都下位 :円孔 1穴

弥生土器
細頸壷

92
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
指頭庄痕

にぶい種7 5YR6/4
にぶい精7_5Y R7/3

1～ 2画以下の長石・石

殊生土器
底部

24 (19)
面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

雰
内

黄橙7 5YR7/8
潜7 5YR7/6

lam以 下の石英少々含む

弥生土器
然

体部外面 :指頭圧 Fk,なで
依著【丙m~:脂 面序療  たで

〃く日10Y R8/2
灰白loY R8/2

2 mm以 下の長石・石英を
含む

体部外面 :粘土割れ
体部下半タト面 :黒斑

弥上土器
整

(25)
口縁部外面
日縁部内面

なで
なで

固:にぶい黄橙10Y R6れ
面 :に ぶい蓋 P9RloY R6/3

2m以下の長石を含む

弥生土器
鉢

22 0 54 67 外面 !摩
i

内術 :魅 |

の ため調堅不 明 外面 :褐灰10Y R5/1
内面 :褐灰 10Y R4/1

1～ 2 mm以 下の長石 石
英を含む

弥生土器
絵画土器

(長 さ)

39 Ю
ω

厚

α
外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
FA3面 :に ぶい橙7 5YR6/4

3 mm以 下の長石 石英
金雲母 角閃石等を含む

重さ :78g絵画 P

打製石器
刃器

(長 さ)

103 阻
ｍ

(厚 さ |
外面 :灰 N5/ 重さ:938g

サヌカイト

石庖 丁未製品
(長 さ)

56
(幅 ) (厚 さ) 外面 :灰 N5/ 子衰身茅ヾ 8

磨裂石器
砥石 ?

(中岳) ('旱 さ , 外面 :灰 白10Y R7/1 藍 さ :5636g

磨製石器
病錘

(長 さ
'早

さ , 外面 :灰 白5Y7/1 車 さ :3747g

暦 詩 (長 さ,

97
(厚 さ)

42
クト面 :灰 白7.5Y7/1

I六聟箸憩
子 締 (す竜さ) (p昌 )

27
(厚 さ)

07
外面 :灰 N5/

孫貫テ身牛
磨製石器
たたき石

(長 さ)

86 ｍ
颯

(厚 さ)

35
外面 :研磨 外面 :明褐灰7 5YR7/1

弄岳1聾欺祭黒色に変色
弥生土器 132 (87)

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

外面 :灰 自7 5YR8/2
内面 :灰 白7 5YR8/1

l llH以下の石英 長石を 口縁部か ら体部外面 :黒斑

弥生土器
発

13 2 (76)

で
　
で

，

な
で
な
で

な

‥
な

面
　
面

糾
獅
納
鰤

聯
仰
聯
榔 板なで

外嵐 :灰 日25Y8/1
内面 :灰 自25Y8/2

2 mm以 下の長石を多量に
含む

弥生土器
変

135
外面 :摩減のため謝埜不朔
日縁部内面 :摩滅のため調整不明
株郎丙面 :指面序痕

外面 :灰白25Y8/2
内面 :灰白25Y8/2

l am以 下の砂粒 を含む 口縁部か ら体部外面 :黒斑

弥生土器
率 (84)

体
体

日,な で
日 なで

外面 :灰 白2 5YR3/2
内面 !灰 白2 5Y R8/2

l uln以 下の石英 長石
角閃石を含む

クト面 :黒斑

弥生土器
製塩土器

35 (26)
向
雨

で
!の ため調整不明

画
面

外
内

橙2 5YR6/6
橙2 5YR6/6

l mm以 下の石英 長石
角閃石を多量に含む

弥生上器
斐

血 :摩減のため
「

H蟹 4ヽ 明
面 :歴滅のため調整不明

外面 :に ぶい黄橙 10Y R7/4
内面 :に ぶい黄橙 loY R7/3

2 ma以 下の石英寺を含む

弥■i器
斐

128 (42)
明不整調めた

で
日
で
の

な
毛
な
減

刷

産

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁

…都
縁
部

外面 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

2 dal以 下の石英 長石を
含む

弥生土器 (18) 外面 :な で
内面 :なで、指頭圧痕

外面 :灰黄褐10Y R6/2
内面 :灰黄褐10Y R4/2

外面 :黒斑

弥生土器
発

部
外
部
内

縁
部
縁
部

日
体
日
体

面 :な で
!摩滅のため調整不明

1面 :なで
!指頭庄痕

外面 :に ぶい褐7 5YR6/3
内面 :にがい褐7 5YR6/3

3 mdl以 下のね乗 長IH

雲母を含む
口縁端部 :凹線 2条

弥生土器
底部 待召1攘騒8発協調整索!

外 向 :明 褐 7 5Y R5/6
AI面 :明 tga灰 7 5YR7/1

1 5oo以 下の長石 石英
等を含む

698
弥生土器

鉢
(83) 体部外

内而 :

毛
の
ム

刷
減
≠

摩

ゐ

面

為
め調整不明

外面 :にぶい褐7 5YR6/3
内面 :灰黄褐 10Y R5/2

l IIm以下の砂粒を含む

弥生土器
発

144 (77)
臨椰
瞼
脚

毛
　
痕

で
刷
で
圧

な
い
な
頭

‥
粗

指

向
　
面

外面 :にぶい橙 5Y R6/4
Al面 :にぶい橙7 5YR6/4

1～ 3 nm以 下の石英 長
石・角閃石を含む

膝部外面 :黒斑

700
弥生土器

底部
67 (27)

,面 :箆磨 き
]面 !箆削 り

外面 |に ぶい種 5Y R6/3
内面 :橙5Y R6/6

4血以下の花闘岩 石英
等を含む

土器
モ著ほ (62)

面
商

摩減のため調整不明
なで

画
面

外
内

灰 自7 5YR8/2
灰自7 5YR8/1

l mm以 下の石英 長石を
含む

弥 土器
部

(60) ド部外面 :箆磨き
に部内面 :箆削り

外面 :にぶい黄橙 10Y R7/3
内面 :にぶい橙7 5YR7/3

l au以 下 の石奥  長れ を
歩醤含 む

外面 :煤付着

弥生土器 面 :摩減のため調整不明
面 :摩減のため調整不明

外E:灰自25Y3/2
内面 :黄灰25Y4/1

4 ald以 下の石英, l mR以
下の峯母 角閃石を合む

嚇蜘
(33) 目:鰺機協売協調整梁胴   1待署i層芥品島辞据W/3

2 mm以 下の石英を含む

弥生土器
摯 19 8 下:綴喜:待署i傘尋        1告鴇i僣塞ユ:慾;:`彰 R7/4

l dI以 下の石英 長石を

弥生土器
高杯脚部 鰍待召:雙飾げ  1織署:闊要観潤

'3

嵩出暑詈客憲
英 長石

 1外
面:黒斑
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告

号

報

番 器  種
法 量 にm)

形態 手法の特徴 色 謝 土 備 考
国 径 底  径 器  高

弥生土器
発

(127)

酎
術
瑚
術
術

痕圧
り

頭
削

で
日
で
指
節

な
毛
な

‥

刷
　
画
面

面
　
面
内
内

外向 :にぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙7 5Y R6/4

3剛以下の長ね等を含む

弥生土器
高杯

脚 部外 向 :な で
脚 部 内面 :な で

外面
内面

にぶい黄橙 10Y R6/3
にぶい黄構loY R6/3

微砂粒 を含む 脚部 :円 孔 3穴

弥生土器
底部

(33)
向

面

外

内
で
で

な
な

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR7/4
灰白loY R8/2

l mm以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
広回壷

(55) 痕圧頭
で
指

日
な

，り

毛
横
で
削

刷
　
な
箆

面
面
内
面
面

外
部
内
内

榔
臨
鮒
脚

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :にぶい橙7 5YR6/4

ユDm以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
小型奏

42

口縁部外面 :な で
体部外面 :な で,箆削 り,指頭圧
痕

屎繁識審T去客F指襲震長
痕

画
面

外
内

にぶい黄橙10Y R7/8
にぶい橙7 5YR7/3

1～ 3剛以下の石英 長
石・角閃石 雲母を含む

体部外面 :黒斑

712
弥生土器

発

外面 :摩滅のため調整不明
日縁部内面 :箆削 り後指頭圧痕
体部内面 :箆削 り後指頭圧痕

クト面 :灰 自25Y8/2
内面 1黄灰25Y5/1

4 1un以 下の石英 '長石
雲母を含む

lTN舌卜外白:突術 1条

713 弥生土器
蓋

(14) 体郡外面 :指頭圧反
内面 :摩減のため調整不明

外面 :にぶい橙5Y R6/4
内面 :渉普2 5VA/3

5m以 下 の石栗  長 石 を

弥 生 土 器
碧 廃吉R

58 (56)
体部外面 :箆磨 き
内面 :摩波のため調整不明

外 由 :灰 日10Y R8/1
内面 :楊灰 10Y R5/1

211t以 下 の右 栗  長れ を

弥生土器
高杯

240 (72) 醒腿瞭穂一獅

卜外直
る外顧
IttE
Ъ内言

i削 り後箆磨き
で

外山 :にぶい女橙 10Y R7/4
内面 :にぶい黄橙 10Y R7海

2 ED以 下の石英・長石を
含む

716
大形片口鉢

(109)
摩 減 のため調整 4ヽ 明
麿 滅 のため調 整不 明

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
TAj面 :にぶい黄構 loY R7/4

4 tlm以 下の石英 長石を
含む

717
弥生 土器

忘杯

:摩減のため調整不明
内面 :指諏圧痕

外面
内面

にぶい褐7 5YR5/3
にぶい褐7 5YR5/3

1～ 3nd以下の石英 長
石 雲母を含む

弥生上器
斐

162 235

口縁部外面 :な で

顕部外面 :刷毛 目
体部上半外面 :摩滅のため調整不
明
体部下半外面 :箆磨 き
底部側面外面 :指頭圧痕
日縁部内面 :な で
体部上半内面 :指頭圧痕
体都下半内面 :箆削 り

面
面

外
内

にぶい黄栓10Y R7/3
灰白25Y8/1

1噸以下の石英 長石を
含む

底都 :円孔
底部外面 :黒斑

弥生土器
斐

144 (203)

痕

月
き
　
圧
り

毛
磨
　
頭
削

で
刷
箆
で
指
籠

な
　
　
な
　
…

面
面
　
画
面

蜘帥醐的蜘抑

聯脚
榔
聯
脚
帥

外血 :橙7 5YR7/6
内面 :にぶい黄栓 10Y R7/4

6 1ml以 下の石来・長右
角閃石を含む

71・ 回 :煤 4寸 看

弥生土器
高杯脚部

(33)
なで
衝苫Jり

外面 :にぶい褐7 5YR5/4
内面 :にぶい褐7 5YR5/4

lEI以 下の石英 長石
角閃石を含む

脚部 :円 Tヒ 2× 1箇 所

弥生土器
甕

(67)
体部外面 :指頭圧痕
日縁部内面 :指頭圧痕
体部内面 !指頭圧痕

面
面

外
内

橙25Y6/6
浅黄橙10Y R8/3

2 mm以下の石英 長石を
含む

弥生土器
馨

外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のためIIR整不明

面
面

外
内

浅黄25Y7/3
浅黄25Y7/3

4 ma以下の石英 長石
雲母を含む

(長 さ) 外面 :明褐7 5YR5/6 重さ :68g

磨製石器
石器

(長 さ)

35
ｍ
ｍ

(厚 さ)

1 1

外面 :黄灰25Y6/】 重さ :43g

弥生土器 15 4 (1分
口縁部外面 :な で
広日壺日縁部内面 :な で

外面 :橙5Y R6/6
内面 :橙5Y烹 6/6

4 ua以下の石英 長石を
含む

弥生土器
長頚壷

(89) 顕部外面 :細かい刷毛 目
頸部内面 :指頭圧痕

外面
内面

ぶい橙7 5YR6/4
ぶい黄橙 10Y R6カ

2 mm以 下の石英 長石
ヨ且″合

=f

弥生土器
中形鉢

日縁部外面 :な で
体部外面 :摩減のため調整不明
日縁部内面 :な で
体部内面 :箆磨 き

外面 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい褐7 5YR6/3

l mm以 下の石栗・長石
角閃石 婁母を含む

土師器
杯

(58)
画
面

外
内

摩減のため調整不 :

摩滅のため調整不 :

外
内

2 5Y R7/6
7 5YR7/6

l nI以 下の石英・長石を

甕
(33)

摩減 の ため
座減 のため

白7 5YR8/2
白7 5YR8/2

1～ 5 11dl以 下の石英 長
石を多量に含む

須恵器 (21)
で
で

な
な

画

面

外
内

白N7/
白N8/

やや粗 , llm以 下の石英
長石を含む

須恵器
箋

(87)

日縁部外面 :回転なで
体部外面 :格子 目Hコ き
口縁部内面 :回 転なで
体部内面 :同 心 H当 て痕

外面 :灰 白N7/
内面 :灰 N6/

密

須恵恭
摯 (85)

外面 :格子 目Π「 き
内面 :同 心円当て痕

Ｎ

Ｎ

自

白

灰

灰
面
面

外
内

密

弥生土器 134 (21)
口縁部外面
口縁部内面

で
で

な
な

外面 :橙7 5YR6/6
内面 :橙7 5YR6/8

05411以 下の石英 を多 く
含む

弥生土器 外面 :刷毛 目
内面 :飽削 り、指頭圧痕

面
面

外
内

褐7 5YR5/6
掲灰7 5YR7/2

l nd以 下の石英 長石を
含む

735
弥生土器

底部

外面 :刷毛 日
内面 :板 なで

外面 :橙7 5YR6/8
内面 :灰白10Y R8/1

長
少

英
石

石
帳

の
下

下
繊

以
５
子．

剛
　

，合

１
石
妥

外薗 :黒斑

弥生土器
高杯脚柱部

外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

外
内

日7 5YR8/2

弥生土器
製塩土器

(30)
外面 !指頭圧痕
内面 :魅瀧のため調整不明

■OR5/6 1～ 3剛以下の石英 長 杯部内面 :黒斑

弥生土器
土師器鍋

340 (29,
口縁部外
国縁都内

で

で

な

た
外向 :灰貢褐 10Y R5/2
内面 :に ぶい裕10Y R6泡

241以 下の角閃石を含む

打製石器
石庖丁

(長 さ)

50 阻
鶴

厚

征
外面 :灰 N5/

零貫身γヾ
g

広 口「
(19) 織雲1索奪          1待 零:暮:¥ミ :チ:

l mm以 下の石英 長石
角閃石 を含む

弥生土器
広日壷

(171)

箆
痕
痕

目
目
圧
圧

毛
毛
頭
頭

刷
刷
指
指

面
面
画
面

外
外
内
内

部
部
部
都

頸
体
頸
体

外面 :にがい橙7 5YR7/4
内面 :灰黄25Y7/2

14U4以 下の石英 長石
角凋石を含む

弥生土器
長襲帝

(74) 待唇1箔景鍵袋
め調整不明

  1待需i侯Ъ二議鷲チ,1
1～ 2剛以下の石英 長
石を含む

外面 :黒斑

弥 生 土 器

台付 小 型 丸 底
鉱

織悪:蟹機8先協調整索隅   1偽需:|:ぶヤt萎屠II¥ミ :ケ4

l mtt以 下の石英 長石
角閃石 を含む
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報告

番号
器  種

法 量 にD)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

回 径 底  径 器  高

弥生土器 16 0 (37) 外面 :摩減のため調整不明
体部内面 :指頭圧痕

画
面

外
内

橙
橙

3 4Ul以 下 の石 奥・ 長 ね

弥生土器 15 3
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

面
而

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶいFeA7 5V R 7/4

とmI以 下の長石 石英を

弥生土器
箋

(31)

口縁部外面 :な で
体部外面 :産減のため調整不明
日縁部内面 :なで
体部内面 1指頭圧痕

外函 :に ぶい橙7 5YR6/4
内面 :にぶい橙75Yミ 6/4

1剛以下の石英 ,長石
雲母を含む

弥生土器
甕

面
面

外
内
痕

摩減のため rh3整不明
摩減のため調整不明,接合

外面 :灰 白7 5YR3/2
内面 :黄灰25Y5/1

l dI以 下の石英 長石を
含む

弥生土器
大型片日鉢

(70)
外面 :な で
内面 :な で

外面 :にぶい橙5Y R7/4
内面 :にぶい袴5Y R6/4

1～ 2剛以下の石莫・長
石 角閃石を含む

弥生土器
高杯

19 4 (42)
外
内

摩減 の ため調整 4ヽ明
産滅 の た め調 整不 明

外面
内面

にぶい黄橙10Y R7/3
にぶい黄橙10Y R7/4

0 5at以 下 の長石 石英
角閃石を含む

高杯
172 (41)

向
繭

なで
なで

外面
内面

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい黄橙 10Y R7/3

1～ 3 ad以 下の石英 長
石 角閃石を含む

751
高杯

なで
禁で

外面
内面

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

lm以下の石英・長石・

角閃石 '雲母を含む

弥生土器
高杯

(68)

明不整調め
き
り

た
磨
削

の
箆
飾

滅

‥
‥

墜
面
面

外面 :にぶい橙7 5YR7/4
内面 :橙 5Y R6/6

1～ 3剛以下の石英 長
石 角閃石を含む

弥生土器
高

II( 17 4 (32)
脚部外面 :摩滅のため調整不明
脚端部外面 :なで
内面 :摩滅のため調整不明

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

24m以 下の長石 を含む

弥生 土器 (65) 外面 !摩減のため fJq整不明
内面 :座滅のため調整不明

面
面

外
内

橙7 5YR7/6
にぶい橙7 5Y R7/3

5枷以下の石英 長石 を
含む

弥生土器 54 (41) の
の

滅
滅

摩
摩

面
面

外
内

め調整不明
め調整不明

外面 :にぶい黄橙10Y R7/3
内面 :灰 白10Y Ry2

2剛以下 の石 栗  長 石 民郡外 脚 :黒翔

弥生土器 外面 :摩減のため調整不明
内面 :摩減のため調整不明

面
面

外
内

浅黄橙7 5YR8/3
浅黄橙10Y R8/3

密

弥生土器 面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

麗
置

外
内

橙7 5YR7/6
橙5Y R6/6

1～ 21B以下の石英・長

弥生土器
底都

面
面

外
内

摩減のため調整不明
摩減のため調整不明

州 坂
阪
一

10Y R8/2 1～ 3 da以 下の石英 長

759 弥生土器
FFttК

36 (41)
面
面

外
内

摩滅のため調整不明
摩滅のため調整不明

列
沐

淡

灰
5Y8′
5Y8′

微砂粒 を含む

760 弥 生 土 器
虐郎 60 外面 :な で

内面 :箆削 り

分
内

ぶ
ぶ

1～ 3 dd以 下の石英 長
石 角閃石 を含む

弥生土器
底都

外面 :指頭圧摂
丙面 :笛剖I玲

イこぶし
1こ ぶし

5Y R6/3
5Y R6/8

1剛以下の長石 角閃石
を含む

外面 :黒斑

弥生土器
底部

62 外面 :摩減のため調緊不明
康報内面 :旗 たで

黒掲7 5YR3/1
にぶい褐7 5YR6/3

4m以 下の石英 l IIn以 下
の雲母 ,角 閃石 を含む

弥生 土器
廃書L

43 (19)
外面 :口‖き
丙面 :指繭序痕

外面 :にぶい橙2 5YR6/4
内面 :赤灰2 5YR4/1

3am以 下の石英 長石を
を手す。

弥生土器
製塩土器

32 (12)
FI痕 ,H「 き
のため調整不明

面
面

外
内

褐灰 10Y R4/1
褐灰10Y R5/1

1～ 2 da以下の石英 長
石を含む

器
器

土
土

生
塩

弥
製 (28)

指映庄Tk
たで

外

内
灰 自10Y R8/1
褐灰 10Y R4/1

l mm以 下の長石を含む

弥生土器
製塩土器

(23)
頭圧痕 ,な で 外

内
にぶい黄橙10Y R7/2
褐灰 10Y R5/1

1画以下の長石 角閃石
を含む

不明土器
(長 さ | 明

瑯
(厚 さ)

なで 外
内

灰 自25Y8/1
灰 白10Y R8/1

l an以下の長石を含む 一部黒斑

弥生 土器
(31)

日縁部外面 :なで
口縁部内面 :なで

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
橙7 5YR6/6

3 uldl以 下の長石 石英を
含む

日縁瑞 酢 沈線 状 の 凹線 3条

弥 生 上 器 13 (22)
外面 :摩滅のため調整不明
内面 :摩滅のため調整不明

画
面

外
内

浅黄25Y7/3
灰白25Y8/1

3剛以下の石英を含む

弥生土器
甕

(H3)
醐
欄
晰
爛 痕

で
日
で
圧

な
毛
な
頭

‥
刷
…
指

画
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

面
面

外
内

にぶい橙7 5YR6/4
明褐灰7 5YR7/2

2 mm以 下 の 長石 を含 む

須恵器
蓋

153 (21)
面
面

外
内

回転なで
回転なで

面

雨

外

内
密

772 須恵器
等

(13)
日縁部外面 :回 転なで
日縁部内面 1回転なで

10Y R7/]
10Y R7/1

051m以 下の石英を含む

773
須恵器

蓋
(14) 外面 :回 転なで

内面 1回 転なで
密

須恵器
杯

12 2 (33)
外面 :回 転なで
内面 :回転なで

10Y R7/1
10Y R7/1

密

須恵器
杯

12 6 (34)

で
　
で

な
で
な
で

転
な
転
な

回
転
回
転

‥
回
　
回

画
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
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外面 :褐灰10Y R6/1
内面 :褐灰 10Y R6/1
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杯
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777 察 悪希 (38) 外面 1回 転なで
内面 :回 転 なで

外面 :灰 自N7/
内面 :灰 白N7/ 署異■隻岩をき響

以下の
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底部内面
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転
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密
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杯

6 7
底部外面 1回 転なで
底部内面 :回転なで

外面 :灰 自N7/
灰 :N6/

密

須恵 器
菖林 (15) 体部外面 :回転なで

体部内面 :回転なで

外
丙
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褐 反 10V R6/1

密

須恵器
壺
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体部内F
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で
で
で
で

な
な
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転
転
転
転

回
回
回
同

外向 :炊 日N8/
内面 :灰 自N8/

密 体部 底部内面 :日 然釉

繋

体
体

卜向 :回転なで
対面 :回転友で

外面 :灰 白10Y R7/ユ
内面 :灰 白5Y7/1

密

玉製品
管玉

(長 さ)

14
(中畠) (厚 さ !

外
内

明青灰10B G7/1
明青灰10B G7/1

重さ :07g

須恵器
杯

14 0
体詈卜外 ,

底部外¬
体部内L

回転なで
回転なで,箆削 り
回転なで

外面 :灰 自N8/
内面 :灰 白N8/

密

上師器
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10 4 60
で

，
で

な
で
な

転
名
転

回
板
回

面
面
面

外
外
内

部
部
部

体
底
体

箆削 り
外両 !淡橙5Y R3/3
内面 :灰 白5Y R8/2

密

土師器
皿

106 70
体部外面 :回 転なで
底部外面 :鈍切 り
内面 :回転なで

外面 :灰 自25Y8/2
内雨 :灰 白25Y8/2

密
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調査区周辺全景 (航空写真,南から北を望む,向かつて右が春日川)

翅螂
雪駕電憲露箸五  警 苺 言 澤

調査区全景 (航空写真,南から)

調 査 区 付 近 全 景 (航空写真 ,東から,向かつて右側が

'長

里Iネ申社社詢
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調査区全景 (北半分,上が略北) 調査区全景 (南半分,上が略北)
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5区 (S H10。 ]1)完掘状況 (西から)

6 5～ 6区兒掘】犬況 (北西から)

1 3～ 4区完掘状況 (東から)

2 4～ 5区完掘状況 (北東から)

〓
幻
虚
蝕
碧
ｆ
府
・一■
空
ｔ
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3 4区 (S H04)完掘状況 (西から) フ 6～ 11区完掘状況 (北西から)

4 5区 (S H03)完掘状況 (西から) 8 6m街 路完掘状況 (南東から)
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5 S D63完掘状況 (西から)

6 S D63遺物出土状況 (東から)

3 S Dll遺物出土状況 (北東から) フ S D63遺物出土状況 (南西から)

li翠肇:l     i堪移,

4 S Dl]断面② (東から) 8 S D63断面⑥ (西から)
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3  S日 04完掘】犬況 (西から)
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4 S日 04柱穴(SP牛 123)完掘状況 (南西から)
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2 S Hll炉址遺物出土状況 (北から)

3 SH]]炉址完掘状況 (北西から) 7 S H14

l S H10・ 11完掘状況 (西から) 5 S D62(S Hll周 講)遺物出土状況 (北から)

6 S D62断面 (東から)

:

(東 ん`ら)

4 S D59(SH]]周 溝)遺物出土状況 (西から) 8 S H14炉址完掘状況 (北西から)
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S D04遺物出土状況
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(北から)
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S D24・ 27遺物出土状況 (南束から)
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3 S D24遺物出土状況 (東から)

4 S D27遺物出土状況 (北西から) 8 SP5-2断 面 陳から)
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2 SP7… 78遺物出土状況 (】しん`ら)

小区画水田完掘状況 (北西から)
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l SP6‐ 30遺物出土状況 (北から) S D55完掘状況 (西から)

6 小区画水田完掘状況 (北から)

(西か ら)

4 S H09かまど完掘状況 (北から) 8 畦畔石組検出状況 (南西から)


